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第1章 緒 言

キンギョソウ属はゴマノハグサ科の双子薬類で,原種は北米西岸地域や地中

海沿岸の北半球温帯に約40種が分布する(浅山,1989)･このうち南ヨーロッパ

および北アフリカを原産とする ∽¢〟∫種が園芸種として切り花,花壇および鉢

植えとして広く利用されている(石井･宮崎,1968).原種は夏咲きの多年草で

あるが,園芸的には一年草または多年草として取り扱われる･草丈は通常は20

～100cmであるが,切り花用品種の温室栽培では150cmを越えるものもある(井

上,1984;1988).葉は全縁で長楕円状披針形または線形で,下葉は対生,上位菓

は互生する.小花は長さ 4～6cmで,花冠は大きく下部は筒状で,上下二唇弁

を有し,穂状または密な総状花序に着生する.園芸種の花色は白,黄,紅,橙,

桃,藤紫および赤などと豊富である(井上,19g4;19$8)･

種名のマユス(m卸S)は｢5月咲き｣を示すと言われている(井上,1粥4)が,

ラテン語の｢A血血血m｣は｢鼻｣という意味を持つ中性名詞であり,形容詞の

語尾変化も中性になる(豊国,1994).この場合,｢5月の｣を意味する形容詞

｢m卸S｣の語尾変化は｢mかm｣となる･これに対し,｢より大きい｣という意

味の形容詞｢m毎Or｣の語尾変化では｢m如S｣となる･したがって,ラテン語の

語尾変化の法則からみると,種名の｢m再び｣は｢5月咲き｣を示すのではなく,

｢より大きい｣という意味の形容詞と考えられる.

和名のキンギョソウ(金魚草)および英名のスナップドラゴン(Sn叩dmgon;

竜の口)はその特異な花の形から来ている(井上,1984;1988).キンギョソウの

花型には,突然変異によるベル(ペンステモン)咲きや八重咲きもある.現在

は,多様な花型と豊富な花色により,日本では秋から春にかけて安定した需要

が見込まれる草花類の一つである.

キンギョ ソウの栽培は1578年にはすでに数種の花色や葉型が報告されてお

り(石井･宮崎,1968;井上,1984),それ以前にイタリアで栽培されていたもの

が欧州全体に広がっていったものとみられる.1824年には英国のG.Pe柑OnSが白

地に濃桃色の品種を発表し,1850年には深赤色の八重咲きの品種が認められて

いる(石井･宮崎,1968).当時のキンギョソウは挿し木による栄養繁殖が行わ

れていた.その後,アメリカに導入され 20世紀初頭までに温室や露地におい
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て切り花栽培が行われるようになった.しかし,1903年以降,アメリカではさ

び病の被害が広がったことからその対策として種子繁殖に移行するとともに,

花色や早晩性等をそなえた一代雑種である Fl品種の育成に進んだ(石井･宮

崎,1968).

切り花用品種の育成では,1926年に冬期にも開花する`チェビオットメイド

(Cheviot Maid),が紹介された(Rgers,1992).それをきっかけに冬咲きの温室栽

培用切り花として見直され,1938年には初の Fl品種として`クリスマスチア

ー(Christrrns Cheea),が発表された(Rgers,1992).Fl品種の育成が盛んになるに

っれ,花色や花型も豊富になった.さらに,切り花の鮮度保持剤として開発さ

れた STSを出荷時の前処理剤として使用することで,小花の花落ちが防止され

ることが明らかとなったことから(福島･吉田,1987;Rgers,1992;宇田明,1996),

切り花としての評価が高まり,重要な地位を占めるようになった.

日本には18世紀後半,すなわち江戸時代末期にはすでに導入されていたと

いわれるが,切り花栽培が広がったのは1925年以降である.本格的な栽培は,

終戦後の1940年代後半であり,静岡県におけるキンギョソウ栽培もこのころ

から普及した(稲葉,2001).しかし,当初は固定種を自家採種して使用してお

り,Fl品種の利用は1951年に坂田種苗(現サカタのタネ)がFl品種を発表し,

その後,ほかの種苗業者からも多数の品種が育成されはじめてからである(八

代,1994).日本ではFl品種は,温室用促成種(冬～春咲き),露地用高性種(夏

咲き),露地用中性種(夏咲き)および露地用わい性種(四季咲き,春～夏咲

き)などと区分されることが多い(井上,1984;1988;石井･宮崎,1968).切り花

栽培には温室用促成種を用いて,暖地を中心に 7～8月に播種して 9月に定植

し,その後,据え置き株から 5～7か月間連続して採花する摘心栽培が行われ

てきた(稲葉,1994,2001).

静岡県内では,温暖な伊豆地域の海岸線における露地の換金作物として,1955

～1960年頃に最盛期を迎えた(稲葉,2001).しかし,露地栽培では低温により

花芽が座止するブラインド症状や霜害による被害を受けやすかった(稲葉,

1994).その後,ビニルハウスが導入され,;霜よけ程度の加温が行われるよう

になり,露地栽培は減少した(稲葉,1994,2001).静岡県はかつて全国一の生産

量を誇っていたが,現在では千葉県について第2位の生産県といわれている.
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2004年度の静岡県下の作付け面積は385a,切り花329万本を出荷し,1･1億円

を売り上げる(静岡県花井連調べ).全国の統計数字は公開されていないが,2004

年1～12月の東京都中央卸売市場におけるキンギョソウの取扱本数は,千葉

県が 462万本と最も多く,次いで静岡県(150万本),埼玉県(118万本)の順

である(平成16年度東京都中央卸売市場年報,2005).静岡県産キンギョソウの

東京都以外の主な出荷先は,関東,東北および中京地域である･

19g5年頃よりペンステモン咲きの花型を有するバタフライ系や豊富な花色の

普通咲きのFl品種が海外から数多く導入されている(稲葉,2001)･海外では,

キンギョソウの Fl品種は温度や日長反応により,早晩性の早い順にグループ

Ⅰ(冬･早春咲き),グループⅡ(晩冬･春咲き),グループⅢ(晩春･秋咲

き)およびグループⅣ(夏咲き)の4つに区分されている(以下Ⅰ型～Ⅳ型)

(Corr･Laughner,1998;Rogers,1992).海外では無摘心栽培が一般的であるため,そ

れぞれの開花時期にあわせて定植時期が設定されているが,日本で育成された

Fl品種はⅠ型～Ⅳ型の分類には当てはめられていない.

海外の切り花用品種は無摘心栽培用として品種開発されており,摘心栽培に

おける開花特性は不明であった.また,産地ではⅢ～Ⅳ型に近い特性の品種も

花色や花型の珍しさから導入される(細谷,1994)など,生育開花特性が不明

なままに栽培が継続されてきた.とりわけ,育苗技術,裁植密度,摘心方法,

夜温管理等については旧来の技術が引き継がれつつ栽培が継続されており,生

産の安定化を図る上でのネックとなっている.

本論文では,第2章において育苗から定植に関する技術改善のために育苗技

術と栽植密度について検討した.日本の生産現場では,種子系,栄養系に関わ

らず,古くから自家育苗が行われてきた.戦後まもなくからの産地では,キン

ギョソウの自家育苗において川砂など肥料分のない用土で発芽させ,子葉展開

後に専用の仮植床に仮植し,摘心後に定植する(稲葉,1994;慶田,1994).近年

では市販育苗用土を利用して育苗箱で定植まで管理したり(阿部･佐々木,

1994),セル成型苗を購入する産地もある(布施,1994).しかし,静岡県内産地

の自家育苗では市販育苗用土を利用する場合においても仮植作業を行う手間を

かけている(細谷,1994).このため,摘心栽培の省力化を目的に仮植を行わず

に育苗するための技術を検討した.
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キンギョ ソウの裁植密度に関する報告は少ないが(稲葉,1994),キンギョ ソ

ウと同様に暖地において秋から呑まで連続して切り花を出荷するカーネーショ

ンでは,栽植密度について数多くの研究が行われており,栽植密度が高くなる

と面積当たりの切り花収量が増加し1株当りの収量は減少するため,品種の生

育特性にあわせて様々な栽植様式がとられている(米村,1990).キンギョソウ

では,稲葉(1994)が,従来品種の生育特性から,栽植密度が高くなると1株

当り切り花本数は減少すると述べている.現在栽培されている品種の大部分は

1985年以降に海外から導入されたFl品種であり,いずれも無摘心栽培向けの

品種である(Co汀･Laugbn訂,1998;Rogers,1992).また,品種の導入当時には,産地

では凍らない程度の加温が行われていたが,筆者らの研究により夜温11℃を

目安に加温が行われるようになった(稲葉,2001).このような栽培技術の改善

を踏まえ,品種特性と栽植密度との関係について明らかにしようとした.

第3章では摘心時期,摘心節位および摘心回数について検討するとともに採

花方法についても明らかにしよう とした.産地では,摘心方法により開花時期

や採花本数に影響があることが知られているが,詳細な報告は少なく(福島･

若澤,1989),生産者の慣行に頼っているのが現実である.特に,1985年以降に

は産地の主力品種が国内育成品種から海外育成品種に急速に切り替わった.海

外では無摘心栽培が行われており,これらの品種は摘心栽培のために開発され

たものではないため,切り花栽培のための摘心方法について検討した.

キンギョ ソウの摘心栽培では,定植後は1株から連続して採花するため,採

花期間は秋から翌年春まで5～7か月に及ぶ(稲葉,2001).産地では収益性確

保のために,秋の一番花開花後の二番花の開花促進と採花本数の増加が求めら

れている(稲葉,1994).筆者らはこれまでの研究において,夜温(稲葉･大城,

2004;稲葉･大塚,2002),長日(稲葉･堀内,2003),摘心方法(稲葉ら,1997),

栽植密度(ⅠIl血aandOI戚址和,2005)による生育特性を明らかにしてきた.これらの

結果からノ 収益性との関係が深い採花本数は,夜温や長日処理の影響を受ける

ものの品種間差があることが認められている.しかし,連続して採花する摘心

栽培においては,採花方法の違いにより収穫時の切り花品質や採花本数等に影

響を及ぼすことが指摘されている(細谷,1994).そこで,キンギョ ソウの採花

方法について検討を行った.
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第4章ではキンギョソウの冬期夜温と長日処理について摘心栽培と無摘心栽

培において検討した.キンギョソウの温度反応については,いくつかの品種を

用いて報告されている(Miner,1960;Miller,1962;Sanderson･Link,1967;Tayama･Miller,

1964)が,いずれも海外の無摘心栽培における報告であり,必ずしも日本の摘

心栽培に当てはまるものではない.日本のキンギョソウ栽培は暖地の海岸線を

中心に広がってきたために,古い産地では冬期の暖房をほとんど行わずに栽培

する事例も多い.これを改善することを目的に,摘心栽培と無摘心栽培におい

て,冬期の夜温と切り花の開花時期,採花本数および切り花品質等との関係に

ついて明らかにしよ う と した.

キンギョ ソウは相対的長日植物であり,アメリカで分類されたⅠ～Ⅳ型では

それぞれの順に日長反応が強くなる(Corr･Laughner,1998;Rogers,1992).このため,

海外では無摘心栽培で日長,光強度などの影響が検討されており(Fli叫,1960;

Hedley,1974;Maginnes･Langhans,1961;Sanderson･Link,1967),Ⅲ型品種を冬期の短日期

に無摘心栽培する際には長日処理が必要であるとされる(CoIT･L弧g血er,1998).

そこで,摘心栽培のように据え置き株から数か月にわたり収穫を繰り返す作型

において,夜温と長日処理の組み合わせについて検討した.

静岡県内の産地では,筆者らの温度･日長反応についての研究を基に冬期夜

温管理の目安を11℃に改善した(稲葉,2001).稲葉･大塚(2002)の報告にお

ける加温開始時期は産地の慣行である11月下旬(稲葉,1994,2001)である.し

かし,暖地においても11月以降夜温は徐々に低下し,加温開始前には設定夜

温よりも低くなるが,キンギョ ソウの摘心栽培ではこれよりも早い時期からの

加温開始や開花開始後の夜温の変更などがその後の生育開花に及ぼす影響はこ

れまで検討されていない.そこで,今後の作型開発を進めていくために無摘心

栽培および摘心栽培において,加温開始時期や夜温設定をさらに詳しく検討す

るとともに,筆者の研究成果を基に産地に提案している無仮植育苗(稲葉,2001)

と冬期夜温設定との関係についても検討を加えた.

第5章では日本の暖地における栽培事例のない無摘心栽培による作型開発に

ついて検討した.日本におけるキンギョ ソウの無摘心栽培は,北海道などの寒

冷地において春～夏に出荷する一部の作型で用いられているにすぎない(阿部

･佐々木,19叫 加藤,1994).アメリカでは早晩性の異なるⅠ型～Ⅳ型から開花
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時期別に品種を選定することで日本より長期間の出荷を可能としている(Corr

･Lang血eち1998;鮎gers,1992)･しかし,日本の暖地においては,開花特性につい

ての年間の季節変動と品種間差,国内育成品種の開花特性などが明かではない

ことに加え,Ⅲ,Ⅳ型品種の栽培事例もほとんど認められない･これらを明確

にすることにより,日本の暖地におけるキンギョソウの出荷期間を拡大すると

ともに,これまで日本ではみられない周年生産の可能性について検討した･

本研究は,1991年から 2002年まで静岡県農業試験場南伊豆分場において行っ

たものであり,本論文はその成果をとりまとめたものである.本論文の内容の

一部は原著論文として発表済み,あるいは印刷中であり,その詳細は次のとお

りである.第2章第1節はEⅡVirorLmentContorolinBiologyに印刷中(Inaba,2006)であ

り,第2節はEⅡVironmentContorolinBiology(InabaandOhshiro,2005)で発表済みである.

第3章第1節～第3節は静岡県農業試験場研究報告(稲葉ら,1997)で発表済

みであり,第4節は植物環境工学に印刷中(稲葉･加藤,2006)である.第4

章はいずれも園芸学研究で第1節は稲葉･大塚(2002),第2節は稲葉･堀内

(2003),第3節は稲葉･大城(2003),第4節は稲葉･大城(2004)として発

表済みである.第5章は園芸学会雑誌(稲葉ら,2005)において発表済みであ

る.

本論文を取りまとめるにあたり,静岡大学農学部教授大野始博士には終始懇

切なるご指導とご鞭捷を賜った.岐阜大学応用生物科学部教授福井博一博士,

信州大学農学部教授伴野潔博士,静岡大学農学部教授糠谷明博士にはご校閲の

労をお執りいただいた.元静岡大学農学部教授大川清博士には本論文とりまと

めについてのご助言をいただいた.ここに深く感謝の意を表する.

本研究は,静岡県農業試験場南伊豆分場において,多くの方々のご協力の下

に行われた.前任者の若澤秀幸博士(現静岡県農業大学校)には試験の設計や

と りまとめについてのご協力と温かい励ましのお言葉をいただいた.共同研究

者である大塚寿夫氏(現静岡県庁研究調整室),堀内正美氏(現静岡県農業試験

場園芸部)には研究実施にあたり多くのご助言やご示唆をいただいた.大城美

由紀氏(現静岡県東部農林事務所),加藤智恵美氏には研究へのご協力をいただ

いた.日頃の栽培管理および調査に当たり南伊豆分場元技能長桜田信義氏(現

専門員),技能長山本宏道氏には多大なる労力を提供していただいた.前南伊
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豆分場長中村新市氏(現北遠農林事務所),元南伊豆分場長吉田睦敏氏,同水戸

喜平氏には終始暖かい励ましのお言葉をいただいた.その他,南伊豆分場職員

の皆様には研究遂行にあたり多大なるご協力をいただいた.ここに深く感謝申

し上げる.

本研究は,伊豆花井連からの要望により,静岡県南伊豆地域の特産花きであ

るキンギョ ソウの生産性を向上させるために実施した.研究の遂行にあたり,

元西部農林事務所五十右薫氏(現静岡県庁担い手室),元伊豆農林事務所細谷

勝彦氏(現静岡県庁みかん園芸室),同秋山邦久氏(現東部農林事務所),同

青木一由氏(現東部農林事務所),同乾正嗣氏(現静岡県庁観光交流室),賀

茂農林事務所石井ちか子氏,同岡田容子氏,元伊豆太陽農協松本一男氏,同島

崎博一氏,同内山勝氏,伊豆太陽農協鳥澤義和氏には栽培現場からの情報提供

をしていただいた.元大田花き鈴木誠氏,静岡県経済連相馬弘房氏には消費地

からの情報提供をしていただいた.この他,伊豆太陽農協,とびあ浜松農協お

よび静岡県経済連(花井連)等の関係職員をはじめ,県内外のキンギョソウ生

産者や市場関係者といった多数の皆様からの有益な情報により,本研究は極め

て充実したものとなった.ここに深く感謝申し上げる.

本研究遂行に当たり,(株)サカタのタネ研究本部久戸瀬哲氏,同花統括部森

山昭氏,(株)ミヨシ研究開発センター坂口公敏氏,元(株)日泉化学渡辺正支氏

(現ピーエスビー株式会社)には実験材料となる貴重な種子を提供して頂いた.

ご協力に深く感謝申し上げる.

本論文の執筆に当たり,東京農業大学農学部教授今西英雄博士,独立行政法

人農業･生物系特定産業技術研究機構花き研究所柴田道夫博士,同市村一雄博

士,広島県立農業技術センター勝谷範敏博士,兵庫県立農林水産技術総合セン

ター農業技術センター宇田明博士,茨城県農業総合センター園芸研究所本図竹

司博士,(財)東京都農林水産振興財団 東京都農林総合研究センター田旗裕

也氏には有益なご助言と終始暖かい励ましのお言葉をいただいた.ここに記し

て深く感謝申し上げる.
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第2章 キンギョソウの摘心栽培における育苗および定植方法

日本の暖地におけるキンギョソウ栽培は摘心栽培が一般的である(稲葉,

1994).一方,アメリカでは無摘心栽培が行われており,温度,日長反応など

により早晩性の異なる4つのグループ(Ⅰ型～Ⅳ型)から,開花時期別に品種

を選定する(Corr･Langhner,1998;Rogers,1992).摘心する作型では,到花日数の最

も短いⅠ型とそれに次ぐⅡ型に属する品種が用いられ,採花期間は秋から翌年

春まで5～7か月に及ぶ(稲葉,2001).この期間の開花調節による収量の増加

はキンギョソウの収益性確保に重要であることから,産地では秋の一番花開花

後の二番花の開花促進と採花本数の増加が求められている(稲葉,1994).

キンギョソウ栽培は,戦後まもなく海岸線を主体に露地栽培が広がり,その

後,施設栽培が一般化して生産量も増加した(稲葉,1994,2001;慶田,1994).静

岡県など戦後まもなくからの産地においては自家育苗が行われており,子葉展

開後に専用の仮植床に仮植し,摘心後に定植する方法(慣行育苗)が採られて

いる(細谷,1994;稲葉,1994;慶田,1994).最近では市販育苗用土を利用して育苗

箱に播種して定植まで管理する無仮植育苗(阿部･佐々木,1994;稲葉,2001)も

増加しつつある.一部の産地ではセル成型苗を購入する事例もある(布施,1994)

ものの,大部分のキンギョソウ産地では自家育苗が行われている.

無仮植育苗では仮植作業が省略されるため,慣行育苗よりも労働時間が軽減

される.摘心栽培では7～ 8月の高温の時期に育苗するため,高齢化の進んだ

生産現場では,無仮植育苗の利用価値が高いと考えられる.筆者らの研究によ

ると無仮植育苗と慣行育苗とでは,いずれも育苗中の生育は順調であるものの,

定植後には無仮植育苗の方が第 2節分枝の開花が早く採花本数も増加すること

が認められており,育苗方法により定植後の生育特性に違いがみられることが

示唆されている(稲葉･大城,2004).

稲葉(1994)は,慣行育苗の摘心栽培においては定植が遅れると開花も遅れ

ると述べている.後藤(2002)もセル成型苗を利用した無摘心栽培において,

セル容量が小さいほど,育苗期間が長いほど開花が遅れると述べている.この

ように,キンギョソウは定植時の苗質の違いが,その後の開花に影響を及ぼす

ことが示唆されている.したがって,キンギョ ソウの摘心栽培において,育苗

-8-



条件の違いと定植後の生育特性との関係をより明確にできれば,安定した生産

につながるものと考えられる.

キンギョ ソウと同様に暖地において秋から春まで連続して切り花を出荷する

カーネーションでは,栽植密度について数多くの研究が行われており,栽植密

度が高くなると面積当たりの切り花収量が増加し,1株当たりの収量は減少す

るため,品種の生育特性にあわせて様々な栽植様式がとられている(米村,

1990).しかし,キンギョソウの栽植密度についての報告は少なく,稲葉(1994)

は,従来品種の生育特性から,栽植密度が高くなると1株当り切り花本数は減

少すると述べている.現在栽培されている品種の大部分は1985年以降に海外

から導入された Fl品種であり,いずれも無摘心栽培向けの品種である(CoⅡ･

Lang血eち1998;鮎gers,1992).また,品種の導入当時には,産地では凍らない程度

の加温が行われていたが,筆者らの研究により夜温11℃を目安に加温が行わ

れるようになった(稲葉,2001).しかし,品種特性と栽培条件に適した栽植密

度は検討されていない.

第1節 自家育苗における育苗容器･育苗期間と生育開花

第1節では,摘心栽培における育苗容器と育苗期間の組み合わせが生育開花

に及ぼす影響を検討した.

材料および方法

試験は静岡農試南伊豆分場内のガラス温室で行った.供試品種は,`メリー

ランドピンク(Ⅰ型)'と`ライトピンクバタフライⅡ(Ⅱ型)'の 2品種を

用いた.

育苗容器は,産地で使用されている大きさの異なる2つの育苗箱を使用した.

深型育苗箱は一般に草花類の播種や挿し芽で用いられるもので縦 33cm X横 47

cm x深さ 7 cm,浅型育苗箱は主として水稲の育苗に用いられるもので縦 28c皿

×横 58cm X深さ 3cmである.それぞれに必要とする用土量は深型育苗箱は浅

型育苗箱の約2 倍である.育苗期間は25日,30日および35日とした.産地の

栽培と比較するため慣行区を設定した.

2001年7月 31日に市販育苗用土(与作N-150,チッソ旭)を充填した2種

類の育苗容器に約300粒を播種した.育苗期間25日区は8月 25日,30日区は8
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月 30日,35日区は9月 4日に定植した.9月10日に第2節で摘心した.慣行区

は2001年7月 31日に同じ市販育苗用土を充填した深型育苗箱に播種し,8月15

日に山土とバーク堆肥を 2:1に混合した土壌消毒済みの用土(以下用土)を

充填した専用の仮植床に仮植した.9月10日に第2節で摘心して 9月17日に

定植した.仮植床の用土には被覆緩効性肥料1SO日夕イプ(ロング424180日,

チッソ旭)を1rば当たり 20g混和した.

播種後14日間はミスト装置のある育苗用温室で管理し,本葉が見え始めた

時点で噴霧を停止した.ミスト停止後は乾きに応じてかん水した.

裁植密度は幅80cmの地床に株間10cm X条間20cm,中2株抜き 6株植え(米

村,1990)とした.施肥は1a当たり成分量で窒素1.4kg,りん酸1.6kg,カリ1.8

由を,定植前と切り花開始後の2回施用した.最低夜温は2001年11月 25 日か

ら 2002年3月 31日まで11℃に設定した.日中の温度管理は外気温が11℃を下

回らない限り 9時から16時まで側窓を開放した.

試験規模は1区1$株 2反復とした.摘心後に発生した一次,二次分枝の整

理は行わなかった.小花4輪が開花した時点を開花日とした.2002年3月 31日

までに開花した全分枝を分枝位置から1節残して採花した.発生位置別に到花

日数(摘心から開花までの日数),切り花長,節数を調査した後,産地の出荷

規格により販売可能な切り花と,それ以外の花飛び,軟弱に区分した.

切り花とした分枝の発生位置の模式図を図2-1に示した.いずれの品種も

摘心後に第2節からの一次分枝(以下第2節分枝)が,次いで第1節および子

〆採花後に発生する二次分枝………~~採花後分枝
第2節からの一次分枝 ………= 第2節分枝

第1節からの一次分枝

√子葉節からの一次分枝
×◆:摘心位置

=:採花位置
(分枝位置から1節残し)

図2-1 分枝発生位置模式図
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菓節からの一次分枝が,その後に第2節分枝の採花部分から発生した二次分枝

(以下採花後分枝)が開花した.なお,第1節および子葉節からの一次分枝は,

おおむね同時期に開花しており,ここでは一括して第1節以下分枝とした.

結 果

育苗期間中の温室内の気温は,8月15日まで最高35℃以上,最低25℃前後

で推移し,その後緩やかに低下した(図2-2).

40

35

温30

25

度20

15

℃10

5

0
7/31～8/5 8/6～10 8/11～15 8/16～20 8/21～25 8/26～8/31 9/1～5

調査時期(半句別)

図2-2 育苗期間中の温室内温度

それぞれの処理区における定植時の草丈と節数は,深型育苗箱よりも浅型育

苗箱で少なかった(表2-1).特に浅型育苗箱では播種後 30 日で,`メリー

ランドピンク'では草丈7cm,2.0節,`ライトピンクバタフライⅡ'では草丈5.4

表2-1 育苗容器と育苗期間の違いが定植時の草丈節敷板長に及ぼす影響

`メリーランドピンク'

育苗容器y 育苗期間(日)
草丈(cm) 節数 横長(cm)

`ライトピンクバタフライⅡ'

草丈(cm) 節数 根長(cn)

深型育苗箱

薄型育苗箱

25 6.5

30 8.4

35 13.6

25 5.0

30 7.0

35 7.0

2.2 4.4

2.5 4.6

3.5 8.3

2.0 4.1

2.0 5.4

2.0 7.3

3.8 2.0

6.8 2.3

11.5 3.1

3.9 2.0

5.4 2.0

5.8 2.0

5.1

5.7

7.1

6.3

7.0

7.1

有意性W 育苗容器 (C) *** *** NS *綿 *** NS

育苗期間 (N) *** *** *** *** *** NS

CXN *** *** *** *** *** NS

Z

栽培概要,播種:2001年7月31日,定植:育苗期間25日は8月25日,30日は8月30日,35日は9月4日.
y

深型育苗箱:縦33皿×横47皿×深さ7皿,浅型育苗箱:縦28皿×横58皿×深さ3皿.

W:F検定,***:0.1%水準で有意,NS:有意差なし.
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cm,2.0節と,深型育苗箱よりも有意に小さく,それ以降はほとんど生育を停

止したように観察された.根長は`メリーランドピンク'でのみ育苗期間が長

いほど長くなった.

摘心時の草丈と節数は,`メリーランドピンク'では育苗箱にかかわらず,

`ライトピンクバタフライⅡ'では浅型育苗箱において育苗期間が長いほど減

少した(表2-2).無仮植育苗では浅型育苗箱の育苗期間 35 日で,`メリー

ランドピンク'では草丈 7.5cm,3.0節であったが,`ライトピンクバタフライ

Ⅱ,では草丈5.8cm,2.6節と,いずれも慣行育苗より減少した.

表2-2 育苗容器と育苗期間の違いが摘心時の草丈と節数に及ぼす影響

`メリーランドピンク' `ライトピンクバタフライⅡ'

育苗方法y 育苗容器Ⅹ 草丈
節数

草丈
節数

(日) (cm) (c血)

育苗期間

無仮構 深型育苗箱

浅型育苗箱

慣行(仮構)

0

5

5

0

5

3

3

2

3

3

16.8a

13.2bc

14.9ab

15.4a

12.8c

7.5d

9.1dW

5.4a

4.7bc

4.6bc

5.1ab

4.5c

3.O e

3.6d

10.9a

ll.5a

ll.8a

ll.8a

9.1b

5.9c

9.7b

***

抽
抽
…
抽
…
紬
…
一
柳

有意性Ⅹ ** ***

Z

栽培概要,播種:2001年7月31日,定植:育苗期間25日は8月25日,30日は8月30日,35日は9月4日,摘心:9月10日.
y

慣行,仮植:8月15日.
X

深型育苗箱:縦33皿×横47皿×深さ7皿,浅型育苗箱:縦28皿×横58皿×深さ3皿.
W

F検定,**:0.1%水準で有意,惜:有意差なし.
∇

数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(椚加増㍉ 5%).

`メリーランドピンク'の到花日数には,育苗期間の影響が認められ,育苗

期間25日～30日の59～63日に対し,育苗期間35日では71～78日と長くなっ

た(表2-3).第1節以下分枝の到花日数は育苗期間 35 日で短くなる傾向を

示した.`ライトピンクバタフライⅡ'では,浅型育苗箱の育苗期間35日が第2

節分枝の到花日数が 80 日と長かった.いずれの品種においても,第 2節分枝

の到花日数は慣行育苗区が最も長かった.

表2-3 育苗容器と育苗期間の違いが分枝の発生位置別の到花日数に及ぼす影響

`メリーランドピンク `ライトピンクバタフライⅡ

育苗方法y 育苗容器Ⅹ
育苗期間

(日)

無仮構 深型育苗箱 25

30

35

浅型育苗箱 25

30

35

慣行(仮構)

第2節分枝
第1節以下

分枝

(日) (日)

59d 162a

61d 168a

71bc 137b

60d 163a

63cd 163a

73b 155a

90a 159a

採花後分枝 第2節分枝

㈱一18218219318｡181186莞

第1節以下

分枝

(日) (日)

65b 169

58b 153

62b 146

53b 148

64b 143

80a 161

90a 173

** NS

採花後分枝

㈱一17918617818｡193179莞

性X ** *

‡栽培概要,播種:2001年7月31日,定植:育苗期間25日は8月25日,30日は8月30日,35日は9月4日,摘心:9月10日.
y

慣行,仮構:8月15日,摘心:9がチ10日,定植:9月16日.
X

深型育苗箱:縦33皿×横47皿×深さ7皿,浅型育苗箱:縦28皿×横58皿×深さ3皿.
V

F検定,***:0.1%水準で有意,*:l%水準で有意1NS:有意差なし.
V

数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(RYAN法,5%).
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採花本数は,`メリーランドピンク'では育苗容器および育苗日数の影響は

認められず,`ライトピンクバタフライⅡ'では浅型育苗箱の採花後分枝およ

び合計採花本数が深型育苗箱よりも減少する傾向を示した(表2-4).なお,

無仮植育苗では,いずれの育苗容器,育苗期間の組み合わせにおいても慣行育

苗と同等かそれ以上の採花本数が得られた.

切り花長は,`メリーランドピンク'では浅型育苗箱の育苗期間 35日で長く

な･る傾向を示した(表2-5).`ライトピンクバタフライⅡ'では第 2節分

枝と第1節以下分枝で育苗容器による違い認められたが一定の傾向は示さなか

った.慣行育苗により,`メリーランドピンク'では第2節分枝の切り花長が,

`ライトピンクバタフライⅡ'では第2節分枝と第1節以下分枝の切り花長が

長くなる傾向を示した.

開花時節数は,`ライトピンクバタフライⅡ'の浅型育苗箱の 35 日育苗で増

加する傾向を示した.出荷可能な本数は採花本数が多いほど増加した(データ

省略).

表2-4 育苗容器と育苗期間の違いが分枝の発生位置別の採花本数に及ぼす影響

メリーランドピンク' `ライトピンクバタフライⅡ

育苗方法ア 育苗容器Ⅹ
育苗期間

第2節分枝第1節以下採花後分枝農芸窟第2節分枝第1節以下採花後分枝㌫憲分枝 分枝
(日) (本) (本) (本) (本) (本) (本) (本) (本)

無仮植 深型育苗箱 25 2.1 1,6ab l.1 4.8a

30 2.1 1.8a l.2 5.1a

35 2.2 1.5ab O.8 4.5ab

浅型育苗箱 25 1.9 1.9a O.9 4.7ab

30 2.1 1.5ab l.0 4.6ab

慣行(仮植)

35 2.0 1.5ab O.9 4.4ab

l,8 1.1b O.8 3.7b

1.9ab 3.4ab

2.2ab 3.O ab

2.3a 2.9ab

2.1ab 2.7ab

2.1ab 3.3a

l.9ab 2.3b

l.7b 2.4b

0.7ab 6.O
a

O.9a 6.1a

O.6ab 5.8a

O.5ab 5.3ab

O.4ab 5.8a

O.2b 4.4b
O.2b 4.3b

有意性X 帖 * 惜 * 事 項 * 榊

王

栽培概要,播種:2001年7月31日,定植:育苗期間25日は8月25日,30日は8月30日,35日は9月4日,清心:9月10日.
y

一慣行,仮構:8月15日,摘心:9月川日,定植:9月16日.
X

深型育苗箱:縦33皿×横47皿×深さ7皿,浅型育苗箱:縦28皿×横58皿×深さ3(鳳
W

F検定,綿:1%水準で有意,*:1%水準で有意,耶:有意差なし.
V

数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(RYAⅣ法,5%).

表2-5 育苗容器と育苗期間の違いが分枝の発生位置別の切り花長に及ぼす影響

`メリーランドピンク' `ライトピンクバタフライⅡ

育苗期間

㈱一2530352530竺

第2節分枝

拉
馴
馴
椚
馴
捌

第1節以下
分枝

採花後分枝 第2節分枝

(c血) (cm)

125 184

128 114

128 116

第1節以下
分枝

(cm) km)+
64ab 96abc

59ab 86bc

60ab 88bc

56b 84c

60ab 84c

71a 98ab

70a lO7a

* **

採花後分枝

届
一
8
2
7
8
7
｡
8
2
7
5
9
3
ユ
N
S

育苗方法y 育苗容器Ⅹ

無仮構 深型育苗箱

浅型育苗箱

慣行(仮植)

100ab

115a

00

7

2

2

1

1

131133一NS

116

111

117

圭旦2
NS有意性Ⅹ **

Z

栽培概要,播種:2001年7月31日,定植:育苗期間25日は8月25日,30日は8月30日,35日は9月4日,摘心:9月10日.

y 仮植あり,仮植:8月15日,摘心:9がチ10日,定植:9月16日.
X

深型育苗箱:縦33cmX横47c皿×深さ7cm,浅型育苗箱:縦28cmX横58cmX深さ3cm.
∇

F検定,**:1%水準で有意,*:1%水準で有意,NS:有意差なし.
∇

数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(RアAN法,5%).
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考 察

定植時点における草丈と節数は,深型育苗箱が浅型育苗箱より優れていた.

また,摘心時点でも同様に育苗期間が長いほど草丈と節数が減少し,その傾向

は浅型育苗箱を使用した場合,より顕著になることが認められた.根長への影

響には品種間差が認められたが,地上部とおおむね同様の傾向であった.

植物の生育は容器のサイズにより,また,ポット当たりの定植株数などによ

る根域制限の影響を受ける(Wbpkerら,2003).いずれの育苗容器においても約

300粒とおおむね同量を播種しており,定植時点における生育の違いは用土量

(深型は浅型の約2倍)によるものと推察された.

到花日数は,`メリーランドピンク'では育苗期間が第 2節分枝と第1節以

下分枝に影響し,`ライトピンクバタフライⅡ'では浅型育苗箱の育苗期間 35

日の第2節分枝で影響が認められるなど,品種間で異なる傾向を示した.した

がって,品種の生育特性の違いにより,育苗容器および育苗期間の影響が異な

るが,全体としては育苗期間が長くなるほど第 2節分枝の到花日数が長くなる

傾向が示唆された.しかし,第1節以下分枝については品種間で異なり,さら

に検討が必要と考えられた.

採花本数は,`メリーランドピンク'では無仮植育苗における育苗容器およ

び育苗期間の影響は認められなかったが,慣行育苗より増加した.`ライトピ

ンクバタフライⅡ'では浅型育苗箱において採花後分枝および1株当たり採花

本数が減少する傾向を示し,浅型育苗箱の育苗期間 35日では慣行育苗と同等

の採花本数であった.キンギョソウの摘心栽培では,無仮植育苗により第1節

以下分枝または採花後分枝の本数が慣行育苗より増加することが認められてい

る(稲葉･大城,2004).本試験の結果から,無仮植育苗においては,品種によ

り,小さめの育苗箱で育苗期間が長くなるほど収量が少なくなる傾向があるこ

とが認められた.

Ⅰ型の`メリーランドピンク'(Co汀･Laugh眠ち1998)とⅡ型の`ライトピン

クバタフライⅡ'(稲葉･大塚,2002)では早晩性が異るため,温度反応にも違

いがあるが(稲葉･堀内,2003;稲葉･大城,2003),調査期間中の採花本数を比

較するといずれの処理区においても`ライトピンクバタフライⅡ'が多い傾向

であった.したがって,摘心栽培における採花本数は,品種の早晩性だけでな
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く,各部位からの分枝の発生状況により異なるものと推察された･

切り花長は,`メリーランドピンク'の浅型育苗箱の育苗期間 35日と慣行育

苗の第2節分枝で増加した.`ライトピンクバタフライⅡ'では浅型育苗箱と

育苗期間 35日の組み合わせと慣行育苗の第 2節分枝で増加したものの,第1

飾以下分枝では一定の傾向は検出できなかった.キンギョソウの切り花長は温

度と日長の影響により増減することが報告されている(稲葉･堀内,2003).第2

節分枝では,育苗期間 35日と慣行育苗において,他の処理区より到花日数が

長くなる傾向を示したことから,その間の栄養生長が進んだことにより切り花

長が長くなったものと考えられた.

ここまで述べたとおり`メリーランドピンク'では主に育苗期間が到花日数

と切り花長に影響し,`ライトピンクバタフライⅡ'では育苗容器は採花本数

に,育苗期間は到花日数と切り花長に影響した.このうち,採花本数は収益性

を確保するために重要であることから,`ライトピンクバタフライⅡ'は,育

苗容器や育苗期間に特に注意が必要な品種であると考えられた.

なお,無仮植育苗は,慣行育苗よりも第2節分枝の到花日数が短く,1株当

たりの採花本数も多くなる傾向を示した.採花本数が多いほど出荷可能な本数

も増加する.したがって,キンギョソウの摘心栽培では,無仮植育苗は生産性

を向上させる効果があり,より実用的な栽培技術と考えられる.

本試験では,播種後約1か月間の育苗時の苗質の違いが定植後の生育,開花

および収量などに及ぼす影響を検討した.多くのキンギョ ソウ産地では自家育

苗が一般的であるが(阿部･佐々木,1994;細谷,1994;稲葉,1994;稲葉,2001;慶田,

1994),一部の産地ではセル成型苗も利用されている(布施,1994).後藤(2002)

は,キンギョ ソウ`満月'を供試したセル成形育苗において,育苗期間が長い

ほど定植後の到花日数が増加することを認めている.一方,稲葉(1994)は,

産地の事例から,慣行育苗において定植が遅くなると,切り花開始が遅れると

指摘している.本試験でも育苗期間 25 日と 30 日とでは第 2節分枝はおおむね

同時期に開花し,35 日になると到花日数は増加する傾向を示したことから,

キンギョ ソウの摘心栽培では育苗期間が長くなるほど,摘心後に伸長する第 2

節分枝の栄養生長期間が長くなるものと考えられた.ただし,後藤(2002)は

播種時期が 2月で暖地の作型とは異なること,無摘心栽培での調査のため連続
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した切り花をしていないこと等により単純に比較することはできない･このた

め,セル成型苗利用の摘心栽培については今後さらに検討が必要と考えられた･

以上の結果から,キンギョソウの摘心栽培では,育苗容器と育苗期間等の播

種後約1か月間の栽培方法による苗質の違いが,定植後の生育,開花時期およ

び収量といった生産性に影響を及ぼしていることが明らかとなった.このうち,

育苗容器では,大きめの育苗箱の方が定植後の生育が順調で採花本数が確保し

やすいことが示唆された.育苗期間では,いずれの育苗容器においても 25日

と 30日との間で開花時期,採花本数および切り花長などがおおむね同等であ

り,35日では育苗容器および品種により採花本数が減少する傾向が認められ

た.したがって,キンギョソウの無仮植育苗では,播種後 30日以内に定植す

ることが望ましいと考えられた.

第2節 摘心栽培における栽植密度の違いと生育開花

第2節では,試験1で慣行育苗した場合における栽植密度が生育開花に及ぼ

す影響を,試験2で無仮植育苗における栽植密度や育苗方法が生育開花に及ぼ

す影響を検討した.

材料および方法

共通項目

試験は静岡県農業試験場南伊豆分場(静岡県賀茂郡南伊豆町上賀茂)ガラス

温室内(南北棟,148.8最)の南北向きの幅 SO cmの地床で行った.地床間の通

路は東西に配置され60cm幅である.処理区として,株間10cm X条間20 cmでl

列にg株を植え付ける｢8株植え｣,株間10cm X条間20cmで1列中央の2株を

抜く｢中2株抜き6 株植え(以下｢6 株植え｣)｣,株間20 cm X条間20 cm(中

央部の株間は30cm)で1列に4株を植え付ける｢4株植え｣の3処理区を設定

した(図2-3).8株植え,6株植え,4株植えの実面積1Ⅰぜ当たりの栽植本

数は,50株,37.5株および25 株である.試験規模は8株植えは1区24株,6

株植えは18 株,4 株植えは12 株で2 反復とした.なお,本報告における栽植

密度の表記は米村(1990)によった.

播種は,市販育苗用土(与作N-150,チッソ旭)を充填したL型の育苗箱(縦33
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cmx横47cmX深さ7cm)に300粒を目安に行った.仮植は,山土とバーク堆肥

を 2:1に混合した土壌消毒済みの用土(以下用土)を充填し,被覆緩効性肥

料180日タイプ(ロング424180日,チッソ旭)を1Ⅱf当たり20g混和した専用

の仮植床で行った.無仮植育苗では,定植時まで育苗箱で管理した･定植床に

おける施肥は,1a当たり成分量で窒素1.4kg,りん酸1.6kg,カリ1.8短を,定

植前と採花開始後の2回施用した.摘心は第2 節で行った･摘心後に発生した

一次,二次分枝の整理は行わなかった.小花4
輪が開花した時点を開花日とし

た.開花した全分枝を分枝位置から1節残して採花した.発生位置別に到花日

数(摘心～開花),切り花長,節数を調査した.産地の出荷規格により,花飛

び,軟弱を除いたものを販売可能な切り花とした･栽植位置別の採花本数は,

図2-3における①(通路側)～④(列中央側)の順に1株当たりの平均値を

分枝の発生位置別に算出した.

切り花とした分枝の発生位置の模式図は図2-1に示すとおりである.

20cm

方向

南

● ● ● ● ● ●●

● ● ● ● ● ●●

● ● ● ● ● ● ●●
① ② ③ ④ ④ ③ ② ①

L

図2-3 栽植密度の概要

a株間10c皿×条間20皿で1列に8株を植え付ける｢8株植え｣
b株間10皿×条間20cmで1列中央の2株を抜く｢中2株抜き6株植え(｢6株植え｣)｣

c株間20cmX条間20c皿(中央部の株間は30c皿)で1列に4株を植え付ける｢4株植え｣
●:定植株を示す.

試験1 慣行育苗した2品種における栽植密度の影響

`メリーランドピンク(Ⅰ型)'と`ライトピンクバタフライⅡ(Ⅱ型)'

の2品種を供試した.2000年7月 30日に播種,$月16 日に仮植,9月 8 日に摘

心し,9月16日に定植した.11月 25日以降夜温11℃設定とした.切り花調査

は開花開始から2001年3月 31日まで行った.

試験2 無仮植育苗した`メリーランドピンク'における栽植密度の影響

`メリーランドピンク(Ⅰ型)'を供試し,無仮植育苗では2001年7月 31日

に播種し,8月 30日に定植した.9月10日に第2 節で摘心した.対照として設
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けた慣行育苗区では,2001年7月31日に播種,8月15日に仮植,9月10日に摘

心し,9月17日に定植した.慣行育苗区の栽植密度は6 株植えのみとした･11

月 25日以降夜温11℃に設定した.切り花調査は開花開始から2002年3月 31日

まで行った.

結 果

試験1 慣行育苗した2品種における栽植密度の影響

両品種とも栽植密度の違いによる到花日数への影響はみられなかった(表2

-6).

1株当り採花本数は定植株数が増加するほど減少し,4 株と6 株の採花本数

には差はみられなかったが,8株植えでは`メリーランドピンク'で3.4本,`ラ

イトピンクバタフライⅡ'で 3.2本と有意に少なかった(表2-7).採花本

数が減少した分枝の来歴は品種によって異なり,`メリーランドピンク'では

採花後分枝が,`ライトピンクバタフライⅡ'では第1節以下分枝が少なかっ

た.両品種ともに,実面積1Iぱ当たりの採花本数では,4株植えは`メリーラ

ンドピンク,では120本,`ライトピンクバタフライⅡ'では118本と,6株植

えおよび8株植えよりも有意に少なかったが,8株と6株との差は小さかった.

栽植位置別の採花本数では,いずれの栽植密度においても通路側の株で最も

且2~6 栽舶康男誓禁讐ヂ脱到花日掛繋J雪祭バタフライⅡメリーランドピンク

栽植密度第2節分枝第‡賢下採花後分枝第2節分枝第‡賢下採花後分枝
(日)+ (郎 (日)

69 192 197

68 180 196

69 189 195

+(日)
4株植え 75 189 194

6株植え 77 186 192

8株植え 81 190 193

有意性X NS NS NS

_
NS NS NS

Z栽培概要:播種2000年7月30日,仮植8月16日,摘心9月8日,定植9月16日.

ア到花日数は摘心から開花までの日数(′ト花4♯開花時).
X

F検定,昭:有意差なし.

筆写二壬栽鱒密年の華ナ､が今鱒?草生位t即採花本数に及ぼナ形■
メリーランドピンク ライトピンクバタフライⅡ

栽植密度 第2節分枝第1節以下
採花後分枝蓑憲岩孟裟分枝

(本) (本) (本) (本) (本)

第2節分㌔賢採花後分枝浣諾I諾蒜枝

(本) (本) (本) (本) (本)

4株植え 2.1 0.7 2.Oa 4.8a 120b 2.1 2.3a O.3 4.7a l18b

6株植え 2.0 0.6 l.6ab 4.2ab 158a 2.1 l.9a O.1 4.1ab 154

8株植え l.9 0.5 l.Ob 3.4b 170a 2.0 1.1b O.1 3.2b 160a

ⅣS ** NS ** NS有意性Ⅹ NS NS + ■ ** NS ++ NS ■ ♯*

ヱ栽培概要l播種:2000年7月30日,仮構:8月16日,摘心:9月8日,定植:9月16日.

ylⅡfあたりの栽橋本数;8株植え:50株,6株植え:37.5株,4扶植え:25株.
X

F検定,*:1%水準で有意,*:5%水準で有意,NS:有意差なし.
W

数字右側のアルファベットは同符号間有意差無し(RYノ州法,5%).
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多くの切り花が得られ,列の中央側に向かって採花本数が減少した(図2-

4).この減少程度は8株植えにおいて最も顕著であった.

栽植密度の違いが切り花長に及ぼす影響は認められなかった(表2-8).

切り花の節数についても同様の傾向であった.版売可能な切り花の本数は6 株

植えおよび8株植えで多くなった(データ省略).

`メリーランドピンク'

6,0

15.0

棟
あ

た4･0
り

探
花

本

数

本

3.0

2.e

l.0

0.0

①②③◎ ①②③④ ①②③④

定 植 場 所

1
操
あ
た
り
採
花
本
数
(
本
) 2

1.

`ライトピンクバタフライロ'

①②③④ ①②③④ ①②③④

定 植 場 所

図2-4 裁縫密度の遠いが定植場所別･発生位匠別の採花本軌こ及ぼす影響

定植場所の表記(①～④)は囲2-3による.

表2-8 載構密度の違いが分枝の発生位置別切り花長に及ぼす影響

ロ採花後分枝

■第1節以下分枝

田第2節分妓

メリーランドピンク ライトピンクバタフライロ

栽植密度Z 第2節分枝第1∃哲下
採花後分枝 璽第1節以下雰首'■
採花後分枝

刀露l一"ノ雰訂■採花後分枝

(cⅡ】) (c皿) (cIn) (cm) (皿) (c皿)

4株植え 106 109 99 65 84 86

6横棒え 102 113 94 65 106 89

8株植え 101 109 96 64 104 81

有意性y NS NS NS NS NS

苫栽培概要.播種:2000年7月30日.仮植:8月16日,摘心:9月&日.定植:9月16日.
y

F検定.NS:有意差なし,

試験2 無仮植育苗した`メリーランドピンク'における栽植密度の影響

無仮植育苗でも栽植密度の違いによる到花日数への影響はみられなかった.

慣行育苗では第2 節分枝の到花日数が90日と,無仮植育苗より約30 日多くな

った(表2- 9).

定植株数の増加により採花後分枝数と1株当たり採花本数が減少した.実面

積1Tぱ当たりの採花本数は,4株植えで133本と,6株植えおよび8扶植えより

も有意に少なかったが,8株と6株との間では差はみられなかった(表2-10).

育苗方法により1Ⅰポ当たりの採花本数を比較すると,無仮植育苗･6株植えの

188本に対し,慣行育苗･6株植えでは143本と有意に少なく,無仮植育苗の4
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表2-9
育苗方法と栽植密度の違いが`メリーランドピンク'の発生位置別到花日数

に及ぼす影響

育苗方法 載植密度
第2節分枝 第1節以下分枝 投花按分按

無仮埴Z 4扶植え

6抹植え

8株植え

慣行(仮植)y 6株植え

62bV

61b

80♭

90a

有意性W 由 NS
エ

級熔競要,播種;2叩1年7月31日.定植:8月38日.摘心二9月川日.

'耽堵概要,播種=Z叩1年7月31日,仮構=8月15日.摘心こ9月1ロ日,定植;9月17日

1到花日数は清心から岡花まての日救いト花4病開花時)一
W

F検定.●*:l%水準で有意,帽.有意差なし.
Y

数字石畑のアルファベタト`ま同符号間有意凄無し(且YA〃法.5%)

2-川 育苗方法と栽植密度の違いが`メリーランドピンク' の採花本数及ぼす影響

育苗方法 栽舶虔

第2節分枝第‡賢下採花後分枝漂羞㌶1業裟採
無仮梅丘 4株植え

6株植え

8抹植え

慣行(仮植)y 6扶植え

0

0

0

0U

2

1

L

L

1.3aV

l.2ab

O.7(･

0.8bc

5.3a 133b

5.Oab 188a

4.lc 205a

3.8b亡 143b

有蓋性W NS

;栽培概要.播種:2001年7月31∈ヨ.定格:8月38日.摘心:9月川甘.

ア栽培概要.播種:2001年7月31日.仮桔:8月15日.摘心:9月川日.定植:9月17日.

tlIdあたりの栽植木数;8扶植え:50晩8挟植え:37.5株.4振植え:25扶(以下の表も同じ上
W

F横長＼封:1%水準で有藩.*:5%水準で有意,NS:有意墓なし.
V

数字右側のアルファベタトは同符号間者意義無し(f汀AN法.5%).

株植えと同程度の採花本数となった.

栽植位置別の採花本数では,いずれの栽植密度においても通路側の株が最も

多くの切り花が得られ,列の中央側に向かって採花本数が減少した(図2-

5).

栽植密度の違いによる切り花長への影響はみられなかった.慣行育苗におけ

る第2 節分枝の切り花長は90cmと他の区より有意に長かった(表2-11).切

り花の節数についても同様の傾向であった.版売可能な切り花の本数は,採花

本数の多い無仮植の6株植えおよび8株植えで上物本数が多くなった(データ

省略).

1
扶
あ
た
り
採
花
本
数

(
本
)

□投花後分枝

■第1節以下分枝

8常2節分嶺

①②③④ ①②③由 ①②③④ ①②③①

定 植 場 所

固2-5 育苗方法と裁植密度の遠いが･メリーランドピンク･の定植場所別･発
生位置別の採花本数に及ぼす影響

定植場所の表記(①～㊨)は園2-3による.
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表2-‖ 育苗方法と栽植密度の違いが`メリーランドピンク'の発

生位置別切り花長に及ぼす影響

第2節分 第1節以下

枝 分枝
採花後分枝

(cm) (cm) (cm)

育苗方法 栽植密度

無仮構Z 4株植え

6株植え

8株植え

慣行(仮構)y 6株植え

88bW 128

89b 133

115a 128

96b l19

4

3

0

5

1

2

1

0

1

1

1

1

有意性Ⅹ ** NS

Z栽培概要一 播種:2001年7月31日,定植:8月30日,摘心こ9月10日.

y栽培概要,播種こ2001年7月31日,仮植:8月15日,摘心:9月10日,定植:9月17日.
X

F検定,**:1%水準で有意,*ニ5%水準で有意,NS:有意差なし.
W

数字右側のアルファベットは同符号間有意差無し(RYAN法,5%).

考 察

試験1および試験2を通じて,育苗方法が同一である場合,栽植密度の違い

による発生位置別分枝の到花日数には差はみられなかった.筆者らは,慣行育

苗の摘心栽培で,摘心時期を変えることで第2 節分枝は開花調節できるが,そ

の採花後に伸長する第1節以下分枝と採花後分枝は同時期に開花することを報

告している(稲葉ら,1997).キンギョソウの開花は高夜温(稲葉･堀内,2003;

稲葉･大城,2003;稲葉･大塚,2002;Sanderson･Link,1967)と,長日(Flint,1960;Hedley,

1974;稲葉･堀内,2003;MagirLneS･Langhans,1961;Sanderson･Link,1967)で早くなるこ

とが認められているが,試験1,試験2ともに同一温室内で試験を行っている

ことから,栽植密度以外の栽培条件が同一である場合,栽植密度は開花時期に

影響しないと考えられた.

キンギョ ソウの栽植密度に関する報告は少なく,稲葉(1994)は在来品種に

おいては栽植密度が高くなると株当り採花本数が減少すると述べている.今回

の結果は,1985年以降に産地の主力品種となった`メリーランドピンク,と`ラ

イトピンクバタフライⅡ'においても(稲葉,2001),同様のことが当てはまる

ことを示した.この2 品種は,アメリカで育成された無摘心栽培向けの品種で

あるが(Corr and Laughner,1998;Rogers,1992),摘心栽培すると発生位置別の採花本

数に品種間差が認められた.すなわち,第2 節分枝の開花時点では栽植密度に

よる差は認められなかったが,それ以降に開花する第1節以下分枝(`ライト

ピンクバタフライⅡ')または採花後分枝(`メリーランドピンク')の採花本

数が 4株植えと 6株植えで多くなった.米村(1990)はカーネーションにおい

て,品種の早晩性により栽植密度を変更する可能性を示唆している.試験1で

供試した`メリーランドピンク'(Ⅰ型)と`ライトピンクバタフライⅡ,(Ⅱ
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型)では早晩性が異なるが(稲葉･大城,2003),キンギョ ソウの摘心栽培では

冬期の採花本数確保が求められていることから(稲葉,1994),両品種ともに第1

節以下分枝または採花後分枝の本数が多くなる 6株植えが実面積1Id当たりで

は優れていると考えられた.

栽植位置別の採花本数は,通路側が最も多く,定植床の中央側に向かって減

少し,この減少程度は栽植密度が高いほど大きくなった.稲葉(1994)は栽植

密度は仕立本数との関係が深いと示唆している.米村(1990)もカーネーショ

ンについて同様のことを述べている.筆者らはキンギョ ソウの摘心方法と開花

特性を調査し,2 回摘心では分枝の発生本数が増加しやすいので受光態勢を低

下させないために,産地の栽培事例を参考に栽植密度を4 株植えとした(稲葉

ら,1997).また,`ライトピンクバタフライⅡ'の摘心栽培においては,短日

期である11月下旬以降の長日処理により冬期の採花本数が増加することを認

めている(稲葉･堀内,2003).これらのことから,キンギョ ソウでは栽植密度

が増加すると列の内部における光環境が変化するため,通路側以外の列におい

て第1節以下分枝や採花後分枝の本数が減少するものと推察された.キンギョ

ソウと似た栽植方法をとることが多いカーネーションでは,栽植密度を光環境

と関連づけた調査事例が多く,適正な栽植株数は 37.5～ 50株/dと考えられて

おり(田中,1990),これは,本試験における6株植えおよび8株植えに相当す

る.今後,キンギョソウの摘心栽培における光環境の影響については,さらに

検討が望まれる.

`メリーランドピンク'では,試験1の慣行育苗と試験2の無仮植育苗の異

なる育苗方法において栽植密度を比較したところ,到花日数,切り花長および

節数には処理間の差は認められず,採花本数でのみ差が認められるなど,試験

1と試験2では同様の傾向を示した.したがって,育苗方法が同一である場合,

栽植密度は主に採花本数に影響を与えるものと考えられた.

試験2の6株植えにおける第2 節分枝の到花日数は,無仮植育苗が慣行育苗

よりも約 30日短縮するとともに,採花後分枝および1株当たり採花本数が増

加した.慣行育苗では摘心後に定植するために活着までの生育の遅れが第2 節

分枝の到花日数に影響したものと推察された.また,育苗方法が採花本数に及

ぼす影響について,筆者らは無仮植育苗した`メリーランドピンク,が慣行育
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苗より第1節以下分枝および合計採花本数が増加することを認めている(稲葉

･大城,2004).これを,試験2の結果と比較すると,1株当たり採花本数につ

いては一致したが,分枝の来歴については異なった.この報告は試験 2の前年

の調査であり,栽植密度は 6株植えとしたが地床ではなくポリプロピレン製隔

離床(幅85c皿×長さ 320 cm X深さ17cm,スーパードレンベット 85,全農)に

定植している.今後,産地の栽培条件による実証を行い,分枝の発生状況を把

握する必要があると考えられる.

試験1と試験 2において慣行育苗･6株植えの`メリーランドピンク,を比

較すると,第 2節分枝の到花目数に13 日の違いがあった.筆者らのこれまで

の報告においても,おおむね同時期の栽培にもかかわらず`メリーランドピン

ク'の第 2節分枝の開花時期には調査年次により到花日数に違いが認められて

おり(稲葉･堀内,2003;稲葉･大城,2004),これは摘心以降の気象的条件の違

いによる年次間差であろう と推察された.

産地では試験1のように,播種後,仮植する慣行育苗(細谷,1994;稲葉,1994;

慶田,1994)と試験2の無仮植育苗(阿部･佐々木,1994;稲葉,2001)が混在して

いるが,無仮植育苗は慣行育苗に比べ定植までの労働時間の短縮,第2 節分枝

の開花促進,1株当り採花本数の増加など実際栽培における優位性があると考

えられた.特に,無仮植育苗では第 2節分枝の開花が慣行育苗より早くなるた

め,摘心による第2節分枝の開花調節(稲葉ら,柑97)が,より容易になり,計

画的な収穫作業につながる可能性もある.

切り花長については,試験1,試験 2ともに栽植密度の影響はみられなかっ

た.キンギョ ソウの摘心栽培では夜温が高くなると切り花長が減少するが(稲

葉･堀内,2003;稲葉･大城,2004;稲葉･大塚,2002),同一の温度条件下で栽培す

る場合には栽植密度による影響はないものと考えられた.節数についても同様

に,栽植密度の影響は認められなかった.なお,慣行育苗では無仮植育苗より

も第 2節分枝の切り花長と節数が増加したが,これは開花時期が約 30日遅れ

たためにその間の栄養生長が進んだものと推察された.

以上の結果から,連続して切り花を行う摘心栽培では,定植株数が増加する

と第2節分枝採花後の第1節分枝または採花後分枝の本数が減少するため,1

株当りの採花本数が減少することが明らかとなった.しかし,1列 4株植えと
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した場合,1Ⅰぜ当たり採花本数は6株植えおよび8 株植えよりも有意に少なか

った.また,産地で行われている慣行育苗と無仮植育苗のいずれにおいても,

栽植密度は 6株植えが適しているものと考えられた.無仮植育苗は慣行育苗よ

り1株当り採花本数が増加することに加え第2節分枝の開花促進や,夏期の育

苗作業の省力化などの面で優れていると判断される.

-24-



第3章 キンギョソウの摘心および採花方法

日本の暖地におけるキンギョ ソウ栽培は,7月中下旬に播種,発芽後仮植し,

9月上旬に摘心し,その後に定植して秋～春にかけて 5～ 7か月間採花する作

型(摘心栽培)が主体となっている(稲葉,1994,2001).摘心する作型では,到

花日数の最も短いⅠ型とそれに次ぐⅡ型に属する品種が用いられる(稲葉,

2001).この期間の開花調節による収量の増加はキンギョ ソウの収益性確保に

重要であることから,産地では秋の一番花開花後の二番花の開花促進と採花本

数の増加が求められている(稲葉,1994).

アメリカでは無摘心栽培が行われており,温度,日長反応などにより早晩性

の異なるⅠ型～Ⅳ型から,開花時期別に品種を選定する(Co汀･Laugh忙ち1998;

Rogers,1992).日本でも1985年以降に海外から多数の品種が紹介された(稲葉,

1994).しかし,これらはいずれも無摘心栽培向けに開発されたものであり,

摘心栽培における生育開花特性は明らかではない.このため.産地では海外か

ら導入されている新しい品種について,生産者独自の工夫によるいくつかの摘

心方法が取り入れられているが,摘心後に発生する分枝の開花日,採花本数お

よび切り花品質等に関しては不明な部分が多い.したがって,このような新し

い品種に適する摘心方法が明らかとなれば,日本の暖地におけるキンギョ ソウ

の安定生産ならびに産地振興に大いに寄与できることになる.

一方,摘心栽培では,採花期間が秋から翌年春まで5～7か月に及ぶ(稲葉,

2001).このため,収益性との関係が深い採花本数は,採花方法の違いにより

収穫時の切り花品質や採花本数等に影響を及ぼすことが指摘されている(細谷,

1994)ものの,これまでにキンギョ ソウの採花方法についてはまったく検討さ

れていない.

第1節 摘心時期と生育開花

第1節では,栽培面積の増加しているバタフライ系品種の開花特性に及ぼす

摘心時期と開花特性との関係について検討した.
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材料および方法

`ライトピンクバタフライ Ⅱ'を供試した.播種用土と してふるいを通した

山土にバーク堆肥を少量混和したものを使用し,仮植ならびに定植用土と して

山土にバーク堆肥を 2:1に混和したものを使用した.1991年7月15 日に,南伊

豆分場内の育苗用ビニルハウス内で,播種用土を充填した育苗箱(L型)に播

種し,軽く鎮圧後,覆土せずに新聞紙で覆い,底面給水を行った.新聞紙は発

芽後取り除いた.8月 5 日に被覆緩効性肥料180日タイプ(ロング424180 日,

チッソ旭)を1Ⅰぜ当たり 20g混和した専用の仮植床に仮植した.9月10日に,

定植用土を充填した木箱(34× 34cm,深さ 25cm)に4株定植し,環境制御温

室に搬入した.温度条件は,播種時から1991年11月 26 日までは昼夜ともに側

窓を開放したままで管理した.11月 27日から1992年3月 31日まで最低気温を8

℃以上となるように設定し,日中は外気温が設定温度を下回らない限り 9時～

16時まで側窓を解放した.施肥は1a当たりの換算成分量として窒素1.4kg,

りん酸1.6kg,カリ1.8鹿を慣行法に従い定植前と切り花開始時期に等量ずつ施

用した.

摘心時期は,①1991年8月 20日,②8月 27日,③9月4日,④9月11日,

⑤9月18日の5処理区を設定し,第2節の位置で摘心した(図3-1).なお,

①8月 20日,②8月 27日及び③9月4日の摘心は仮植床で行い,④9月11日

と⑤9月18 日の摘心は定植後に行った.試験規模は1区1箱3反復とした.

切り花の調査は,1992年3月 31日までに開花した全分枝を対象とし,開花

日,採花本数,切り花長,節数,小花数を分枝の発生位置別に1株ごとに調査

した.ここで,開花日は,花穂下部の小花4輪が開花した日,切り花長は切り

口から切り花の先端までを39cm以下,40～59cm,60～79cm,80～99cm,100

C皿以上の5段階に区分し,節数は切り口から最下部の小花までの節数,小花数

は菅も含んだ全ての小花数とした.採花は分枝位置から1節を残して行った.

結 果

各処理区における摘心時の生育は,摘心時期が遅いほど草丈が伸長し,本葉

数が多くなった(表3-1).

摘心後から開花した各分枝の発生位置別の模式図は,図3-1のとおりであ

る･調査対象の一次分枝を発生位置別に第2節分枝,第1節分枝及び子葉節分
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表3-1摘心時期別の`ライトピンクバタフラ

イⅡ'の生育状況Z

摘心日
(日) (cm) (枚)

8月20日 36 4.7 8.0

8月27日 43

9月 4日 51

9月11日 58

9月18日 65

10.5 10.8

19.2 19.0

25.5 23.2

28.0 26.3

Z 栽培概要,播種:1991年7月15日仮構:8月5日,定植9

月10日(表3-2,表3-3も同じ)

採花後に発生する二次分枝 採花後分枝

第2節からの一次分枝 ………‥ 第2節分枝

第1節からの一次分枝

レ子葉節からの~次分枝

×:摘心位置

=:採花位置
(分枝位置から1節残し)

図3-1 分枝発生位置模式図

第1節以下分枝

枝とし,二次分枝を採花後分枝とした.第2節分枝は,摘心直後に伸長を開始

した.第1節分枝ならびに子葉節分枝は,第2節分枝の採花前に発生して分枝

長10cm未満で伸長を停止し,採花後に伸長を開始した.採花後分枝は,第2

節分枝の採花後に,切り口直下の節から発生して伸長した.

いずれの処理区も,第2節分枝から開花を開始し,その採花後に,第1節分

枝,子葉節分枝及び採花後分枝が開花した(図3-2).

第2節分枝の平均開花日は,8月20日摘心区が10月 28日と最も早く,9月18

日摘心区が12月13日と最も遅かった.摘心時期が遅いほど開花時期が遅くな

る傾向を示したが,9月4日摘心区と9月11日摘心区との間には差はなかった.

第1節分枝の開花日は,8月 20日摘心区が2月 28日とやや早くなったが,そ

の他の処理区では3月 8～11日であった.子葉節分枝の開花日は 3月 3～15

日の間で,摘心日による差は小さく,8月 20日摘心区以外では第1節分枝とお

おむね同時期に開花した.採花後分枝の開花日は,8月20日摘心区では1月13

日と最も早く,標準偏差も大きくなった.8月 27日摘心区と 9月18日摘心区

では3月19日,3月18日 と差はみられなかった.
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8月20日 8月278 9月4日

4月4日

3月ヰ8

2月2日

関

在1月2日

日

12月28

11月1日

10月1日
t ■ 干 す t ■ 千 ■ 1■ 千 ■ ■ t 千 ■ 1t 干 さ
21賽花 王1義 花 21賽花 21霊花 zl■:花
館蘭■後 ■■ホ後 節廿廿後 節t瞥瞳 鎗■鴨鑓
分分分分 分分分分 分分分分 分分分分 分分分分
抜銭枝鶴 抜杜鐘楼 銭枝♯柱 鐘楼抜抜 桟抜秩柱

図3-2 摘心時期の遣いが`ライトピンクバタフライⅡ,の
開花日(●)および採花本数(□)

開花日の垂直線は標準偏差を示す.

【-J
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園3-3 摘心時期の違いと`ライトピンクバタフライⅡ,の

時期別採花本数

3-2 の違いと ライトピンクバタフライⅡ' の時期別切り 花長

摘心日 <39皿 40～59 60～79 80一-88 100<

) (%) (%) (%) (%)

1～3月
<39cm 40′､一59 60～79 80～88 100く

) (%)

月
月
月
月
月

00

00

9

9

9

20日 55 40 5

日
日
日
日

7

4

1

qU

2

1

1

90 10

85 15

100

Bl 19

19 52 24

3 49 42

4 59 30

13 54 33

8 55 31

表3-3 摘心時期の違いと`ライトピンクバタフライⅡ,の時

期別節数と小花数Zy

摘心日 ～12月 1/-3月
花時節

8月20日 23.1 15.9

8月27日 29.1 19.2

9月 4日 30.5 19.4

9月11日 28.1 19.5

9月18日 27.5 19.4

48.5 27.3

49.9 27,1

49.3 28.5

46.9 28.6

49.1 28.9
Z

最下位の小花までの節数(表3-5 守一同じ)
y

正常な′ト花の数(蕾も含む)(表3-5も同じ)
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採花本数をみると,第2節分枝,第1節分枝および子葉節分枝における採花

本数は,いずれも摘心日による差はみられなかった.また,採花後分枝の採花

本数は少なく,9月 4日摘心区と 9月11日摘心区では皆無であった.

1株当りの時期別採花本数については,開花開始～12月の採花本数では,8

月 20 日摘心区が 2.5本と最も多く,9月18 日摘心区が1.2本と最も少なかった

(図3-3).その後,1～2月の採花本数は0.2～1.0本と減少し,3月には2.2

～

3.3本に増加したが,摘心日による差は小さかった.総採花本数は,9月 4

日摘心区と 9月11日摘心区が他の処理区よりもやや少なかった.

時期別の切り花長は表3-2に示すとおり,開花開始～12月では開花時期

の早い8月 20日摘心区で切り花長39cm以下が55%と多くなったが,他の処理

区では40～59cmがg4～100%であった.1～3月では,各処理区とも40～79

cmが70%以上と多く,処理間の差はみられなかった.

開花時節数と小花数を表3-3に示した.開花開始～12月では8月 20日摘

心区が他の処理区より節数ならびに小花数が少なくなる傾向を示したが,1～

3月では摘心日による差は認められなかった.

考 察

摘心時期の違いにより,第2節分枝では,8月 20日摘心区の開花が10月 28

日と最も早く,9月18日摘心区では12月13日と最も遅くなったことから,第

2節分枝の開花日は摘心時期により影響されることが明らかとなった.福島･

若澤(1989)は,`初春'と`ライトピンクバタフライⅡ'を供試し,①播種

7月18日,摘心8月25日,②播種7月27日,摘心9月5日,③播種8月7日,

摘心 9月14日として第2節で摘心すると,播種目と摘心日が遅くなるほど開

花が遅く,特に 9月14日の摘心では著しく開花が遅れるとしている.したが

って,開花日は,播種日や摘心日の影響を受けるが,本試験のように,播種日

を7月15日として第2節での摘心日を変えることによっても,第2節分枝の

開花日に影響を及ぼすことが明らかとなった.すなわち,8月20日から9月1S

日まで約1か月遅らせることで,第2節分枝の開花日は10月 28日から12月13

日まで約1か月半の調節が可能となる.

しかし,第1節分枝と子葉節分枝における開花日は,いずれの摘心時期でも2

月下旬～3月中旬となったが,8月 20日摘心区でのみ採花後分枝が1月13日
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に開花した.したがって,8月 20 日摘心により採花後分枝を利用すれば1～2

月の開花がやや増加する可能性がある.しかし,それ以降に摘心しても第1節

分枝と子葉節分枝はほぼ同時期に開花することが明らかとなった.

採花本数は,摘心時期にかかわらず,開花日の早い第2節分枝が最も多く,

開花日の遅い採花後分枝が最も少なくなる傾向を示した.しかし,8月 20日

摘心区において,採花後分枝が第1節分枝や子葉節分枝よりも早く開花してい

るにもかかわらず,採花本数は採花後分枝の方が少なくなっているが,この原

因は明らかではない.

時期別の採花本数では,開花開始～12月は摘心時期が遅くなるほど少なく

なっているが,これは,第2節分枝の採花本数が減少したためである.1～2

月の採花本数は8月 20日摘心区と9月18日摘心区で増加したが,これは各月 20

日摘心区では採花後分枝が1月中旬に開花したためであり,9月18日の摘心で

は第2節分枝の開花がやや遅れたためである.3月の採花本数は8月 27日摘心

区と 9月18日摘心区で多かったが,これは第1節分枝と子葉節分枝の採花本

数が多かったためである.特に 9月1g日摘心区では,摘心日において草丈 28

Cm,英数 26.3枚と処理区中最も伸長していたため,第1節分枝,子葉節分枝及

び採花後分枝の採花本数が増加したものと考えられる.総採花本数の中では,

いずれの処理区も1～2月の採花本数が減少していることから,摘心時期の調

節による1～2月の採花本数の確保は困難であった.

開花開始～12月の切り花長は,8月 20日摘心区で39cm以下の割合が多く,

開花時節数,小花数も少ない.すなわち,早期に摘心した場合,第2節分枝に

おける花芽の誘導が早くなるため,少ない節数で開花して,切り花長が短くな

り,小花数も減少するものと推察された.しかし,1～ 3月の切り花長には摘

心時期による差はみられなかった.これは,第1節分枝,子葉節分枝ならびに

採花後分枝の開花時節数に差がないために,切り花長,小花数にも差がみられ

ないものと考えられた.

第2節 摘心節位と生育開花

第2節では,栽培面積の増加しているバタフライ系品種の開花特性に及ぼす

摘心節位の影響について検討した.
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材料および方法

試験1 箱栽培における摘心節位の影響

`ライトピンクバタフライⅡ'を供試した.播種,仮植及び定植用土は第3

章の第1節に準じた.1992年7月 6日に,育苗用ビニルハウス内で播種し,7

月 21日に仮植,8月 20日に仮植床で無摘心区を除いて一斉に摘心して,9月

1日に木箱(34×34cm,深さ25cm)に4株定植し,環境制御温室に搬入した.

温度条件は,播種時から1992年11月 25日までは昼夜ともに側窓を開放したま

まで管理し,1992年11月 26日から1993年3月 31日まで最低気温を5℃以上と

なるように設定し,日中は外気温が設定温度を下回らない限り 9時～16時ま

で側窓を解放した.施肥は1a当たりの換算成分量として窒素1.4kg,りん酸1.6

鹿,カリ1.8由を慣行法に従い定植前と切り花開始時期に等量ずっ施用した.

摘心節位は,①無摘心,②第2節,③第4節および④第6節の4処理区を設

定した(図3-4).試験規模は1区1箱3反復とした.

切り花の調査は開花開始から1993年 3月 31日までに開花した全分枝を対象

とし,開花日,採花本数,切り花長,節数,小花数を分枝の発生位置別に1株

ごとに調査した.ここで,開花日は,花穂下部の小花4輪が開花した日,切り

花長は切り 口から切り花の先端までを 39c皿以下,40～ 59cm,60～ 79cm,80

～

99cm,100cm以上の5段階に区分し,節数は切り口から最下部の小花までの

節数,小花数は膏も含んだ全ての小花数とした.採花は分枝位置から1節を残

して行った.

試験2 地床栽培における摘心節位の影響

供試した品種は`ライトピンクバタフライⅡ'ぉよび`ホワイトバタフライ

Ⅱ,である.播種～摘心までは試験1の箱栽培と同一に管理し,1992年 9月1

日に南伊豆分場のガラス温室内の80cmの定植床に株間10×条間20cm,中2株

抜き 6株植え(6株植え)で定植した.なお,定植床の用土は山土主体で,定

植前にバーク堆肥を1aあたり 200kg混和した.温度条件は,播種時から1992

年11月 25日までは昼夜ともに側窓を開放したままで管理し,1992年11月 26日

から1993年 3月 31日まで最低気温を 5℃以上となるように設定し,日中は外

気温が設定温度を下回らない限り 9時～16時まで側窓を開放した.施肥は,
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①無摘心区

③第4節摘心区

採花後分枝y

②第2節摘心区

④第6節摘心区

園3-4 摘心位置の違いと分枝発生との関係(模式図)
Z

頂花:無摘心区の頂花(第2節の位置で採花)
y

第1～6節分枝:それぞれの節位からの一次分枝
Ⅹ

子葉節分枝:子葉節からの一次分枝

'採花後分枝:第2節以上の採花位置から発生する二次分枝

試験1に準じて換算し,定植床を対象に定植前と切り花開始時期に等量ずつ施

用した.

摘心節位は箱栽培と同様の,①無摘心,②第2節,③第4節および④第6節

の4処理区を設定した.なお,試験規模は1区24株と した.

切り花の調査は開花開始から1993年 3月 31日までに開花した全分枝を対象

とし,採花本数,切り花品質,切り花長を調査した.ここで,切り花品質は商

品として販売可能な上物,小花の一部が欠如した花飛び,茎が細すぎる軟弱,

切り花長40cm以下の短茎,茎の曲がりの5段階とした.

結 果

試験1 箱栽培における摘心節位の影響
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摘心時における生育状況は,本葉数15.6枚,草丈17.1cmであった.摘心後の

草丈は第2節摘心区が最も低く,第6節摘心区が最も高かった.なお,摘心時

の観察では,第2節以上では一次分枝の発生が始まっていたが,第1節以下で

は一次分枝の発生は全くみられなかった.

摘心処理後に発生した分枝の発生位置の模式図を図3-4に示した.調査対

象の一次分枝を発生位置別に第6節分枝,第5節分枝,第4節分枝,第3節分

枝,第2節分枝,第1節分枝及び子葉節分枝とし,二次分枝を採花後分枝とし

た.さらに,無摘心区では頂花を調査対象として加えた.すなわち,①無摘心

区では,一次分枝は第2節分枝,第1節分枝及び子葉節分枝,二次分枝は第2

節の採花後分枝である.なお,頂花は開花時に第2節の位置で採花した.②第

2節摘心区の分枝の発生状況は,一次分枝は第2節分枝,第1節分枝及び子葉

節分枝,二次分枝は第4節～第2節の採花後分枝である.試験1と同じである.

③第4節摘心区では,一次分枝は第4節分枝,第3節分枝,第2節分枝,第1

節分枝及び子葉鮨分枝,二次分枝は第4節～第2節の採花後分枝である.④第

6節摘心区では,一次分枝は第6節分枝,第5節分枝,第4節分枝,第3節分

枝,第2節分枝,第1節分枝及び子葉節分枝,二次分枝は第6節～第2節の採

花後分枝である.

無摘心区の第2節分枝は頂花の採花後に伸長を開始した.第2節摘心区の第

2節分枝,第4節摘心区の第4節分枝～第2節分枝,第6節摘心区の第6節分

枝～第2節分枝は,摘心直後に伸長を開始した.第1節分枝ならびに子葉節分

枝は,第2節以上からの一次分枝の採花前に発生して分枝長10c皿未満で伸長

を停止し,採花後に伸長を開始した.採花後分枝は,第2節以上から一次分枝

の採花後に切り 口直下の節から発生して伸長した.

摘心処理により発生する各分枝の開花日ならびに採花本数を図3-5に示し

た.無摘心区では頂花の開花日が 9月 20日で処理区の中で最も早かった.頂

花の採花後に第2節分枝が伸長し11月25に開花した.第1節分枝は2月18日,

子葉節分枝と採花後分枝はそれぞれ3月 8日,3月15日であった.

第2節摘心区では第2節分枝の開花日が10月 25日で,第1節分枝と子葉節

分枝ではそれぞれ3月 6日,3月1日であった.また,採花後分枝は2月15日

に開花した.

-33-



無摘心 第2節摘心 第4節摘心 隻6節摘心

日

日

月

月

日

日

日

月

月

月

開
花
日

月

月

樗
花
鶴
分
枝

子
‡
申
分
血

串
,
取
分
仕

黙
そ
埠
分
披

講
a
申
分
鐘

■
■
●
→
【

n
5
茸
分
払

事
■
■
小
甘

抒
在
社
分
校

子
‡
野
分
技

弟
-
右
分
城

東
2
ヰ
分
枝

弟
3
甘
分
捷

■
■
_
→
け

R
花
血
分
梅

干
_
節
分
¢

弟
-
申
分
鑓

■
.
▲
■
}
■

擢
花
仕
分
技

手
■
廊
分
鐘

弟
-
野
分
桟

弟
～
申
分
榛

任
花

回3-5 摘心節位の違いと`ライトピンク/くタフライⅡ'の開花日(●)

と採花本数(口)

開花日の垂直線は額準偏差を示す.

第4節摘心区では第4節分枝の開花日が10月21日,第3節分枝が11月5日,

第2節分枝が12月17日と上位節位の一次分枝から開花が進んだ.しかし,第

1節分枝,子葉節分枝の開花日はそれぞれ3月 7日,3月 5日と差はなく,採

花後分枝は2月15日に開花した.

第6節摘心区では第6節分枝が10月 24日に開花し,その後,第5節分枝～

第3節分枝が11月12～18日,第2節分枝が12月10日に開花した.また,第

1節分枝と子葉節分枝はそれぞれ3月 6日,3月 7日で,採花後分枝は3月 30

日 と最も遅かった.

採花本数については,第6節分枝～子某節分枝では1.1～2.0の範囲であり,

いずれの処理区でも全ての節位から1.1本以上の切り花が得られたが,摘心節

位による一定の傾向は示さなかった,一方,採花後分枝は0.1～0.4本といずれ

採
花
本
数

無摘心 第2節操心 第4節摘心 第6節摘心

図3-6 摘心節位の違いと`ライトピンクバタフライⅡ,の

時期別採花本数(箱栽培)
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の処理区でも少なかった.

1株当たりの時期別採花本数を図3-6に示した.開花開始～12月までの

採花本数は第2節摘心区が1.9本と最も少なく,第6節摘心区が7.1本と最も多

かった.1～3月における採花本数は2.7～3.5本で,処理間の差は明確ではな

かった.したがって,総採花本数は第2節摘心区が最も少なく第6節摘心区が

最も多かった.

表3-4に時期別の切り花長を示した.各処理区とも,開花開始～12月に

は 59皿以下の切り花が大部分を占めた.特に第4節摘心区ならびに第6節摘

心区では 39cm以下の切り花が 79%と最も高い比率となった.1～ 3月の切り

花では 60～ 99cmの切り花が大部分を占め,摘心節位による差はみられなかっ

た.

表3-5に開花時節数と小花数を示した.開花開始～12月 と1～3月のい

ずれの期間においても,節数,小花数に処理間の差はみられなかった.ただし,

節数,小花数ともに開花開始～12月よりも1～3月の方が多かった.

蓑3-4摘心節位の違いと`ライトピンクバタフライⅡ'の時期別切り花長(試験1)

摘心日 <39cm 40～59 60～79 80～88 100<

+(%)
無摘心 50 36 7 7

第2節 68 32

第4節 79 16 5

第6節 79 17 1 3

<39c皿 40～59 60～79

巧も)雄(%)
8 14 19

3 19 45

13 42

4 15 15

軒…551
Z栽培概要,播種:1992年7月6日,仮構:7月Zl日,摘心:8月20日(無摘心区を除く),定植:9月1日

(表3-5,表3-6,表3-7,表3-8も同じ)

表3-5 摘心節位の違いと`ライトピンクバタフライⅡ'の時
期別節数と小花数

～12月
開花時節数 小花数
24.0 17.1

21.2 15.8

23.6 16.8

21.5 14.4

摘心節位

無摘心
第2節
第4節
第6節

1～3月

開花時節数 小花蓼
41.7 27.9

44.2 26.9

43.3 28.0

41.5 26.2

試験2 地床栽培における摘心節位の影響

摘心後に発生した分枝の発生状況は,試験1の箱栽培と同じである.

1株当たりの時期別採花本数を図3-7に示した.両品種とも摘心節位が高

いほど開花開始～12月においてのみ採花本数が増加したが,1～2月には処理

間の差はみられなかった.なお,無摘心区の採花本数は第2節摘心区と第4節
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園3-7 摘心節位の違いとキンギョソウの時期別採花本数(地床栽培)

国3-8 摘心節位と定植方法の違いがキンギョソクの1rぱ当たり採花本数

1□f当たり栽植密度①箱栽培:32株/撼
②地床栽培:36株/ポ

摘心区の中間となった.

箱栽培ならびに地床栽培における採花本数を1-d当たりに換算したものを図

3~8に示した･地床栽培の`ライトピンクバタフライⅢ'の絵採花本数は箱

栽培よりもやや少なかった.一方,地床栽培の`ライトピンクバタフライⅢ･

と`ホワイトバタフライⅢ'の採花本数を,同→の摘心節位で比較すると第6

節摘心区で`ライトピンクバタフライⅢ'の採花本数が`ホワイトバタフライ

Ⅱ'よ りも多かった.

切り花品質を表3-6に示した,開花開始～12月の切り花では,両品種と

も第2節摘心区の上物率が最も高く,第6節摘心区が最も低かった.花飛び率
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表3-6 摘心節位の違いとキンギョソウの切り花品質Z (試験2)

花飛び

_上3色__3
琶
8

1

㈲
一
5
7
6
7
3
1
旦
7
5
8
6
4
6
4
3

品種名 摘心節位

無摘心

ライトピンク 第2節

バタフライⅡ 第4節

鮎慧
ホワイト 第2節

バタフライⅡ 第4節
第6節

…Ⅲ1
4
1
2
一
2
6
2
8

1617一8

100

25 22 2 86 11

1

6

Z上物:商品として出荷可能な切り花,花飛び:小花や善に花飛びがある,軟弱:茎が細すぎて規格外の切り花,
短茎:切り花長40皿未満で商品価値のないもの,曲がり:茎の曲がりで規格外の切り花(表3-8も同じ)

は`ライトピンクバタフライⅡ'の第6節が12%と最も高かった.軟弱率と

短茎率では両品種とも第4節摘心区と第6節摘心区が他の処理区よりも高かっ

た･1～3月の切り花における上物率は,両品種ともに第6節摘心区が他の処

理区よりもやや低かった.その他の切り花品質については,処理間に一定の傾

向は認められなかった.なお,開花開始～12月では,`ホワイトバタフライⅡ,

の方が`ライトピンクバタフライⅡ'よりも上物率が高かった.

切り花長を表3-7に示した.開花開始～12月の切り花では両品種とも第

4節摘心区と第6節摘心区において 39皿以下の切り花が多くなった.40～ 59

Cmの切り花は,`ライトピンクバタフライⅡ'では第2節摘心区が68%とやや

高く,`ホワイトバタフライⅡ'では第4節摘心区と第6節摘心区が 60～ 63

%と高かった.00皿以上の階級別は,`ライトピンクバタフライⅡ,では60～79

Cmが無摘心区で高く,`ホワイトバタフライⅡ'では00～79皿が無摘心区と

第2節摘心区で高くなった･1～3月の切り花では両品種とも,処理間に差は

みられなかったが,`ホワイトバタフライⅡ'が`ライトピンクバタフライⅡ,

より も長い切り花長の割合が高かった.

表3-7 摘心節位の違いとキンギョソウの切り花長(試験2)

軍113
60～79

__!蓮⊥8
12

13

14

6

11

9 60･-79 80～88

(%) (%)

品種名 摘心節位

無摘心
ライトピンク

バタフライⅡ

ホワイト

バタフライⅡ

8
1
6
3
一
3
7
4
5
8
1
2 1
8
4
6
6

Ⅷ)39%<(脹
㈲
一

考 察

箱栽培において開花開始～12月に開花したのは,無摘心区では頂花と第2

節分枝･第2節摘心区では第2節分枝,第4節摘心区では第4節分枝,第3節
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分枝及び第2節分枝,第6節摘心区では第6節分枝,第5節分枝,第4節分枝,

第3節分枝及び第2節分枝であった･また,いずれの処理区においても第1節

分枝,子葉節分枝及び採花後分枝の大部分は2月以降に開花した.このように,

キンギョソウの開花特性として,摘心節位を含めてそれ以下のすべての節位か

ら一次分枝が発生し,開花する特性を有している.したがって,摘心節位が高

くなるほど採花本数が多くなる･特に,第4節摘心や第6節摘心では,第2節

摘心よりも11～12月の採花本数が増加した.このことは地床栽培の`ライト

ピンクバタフライⅡ'と`ホワイトバタフライⅡ'についても同様となった.

1Ⅱf当たり採花本数は地床栽培よりも箱栽培の方が多かった.特に`ライト

ピンクバタフライⅡ'の時期別採花本数は,いずれの摘心節位においても箱栽

培の方が多かった･しかし,箱栽培の定植方法は34×34cm,深さ25cmの木箱

に4株植え(32株/出,実面積当たり),地床栽培はSOcmの定植床に中2株抜

き6株植え(36株/d,実面積当たり)と,箱栽培の方がやや1Ⅰぜ当たりの定

植株数は少ない･しかし,箱栽培はおおむね正方形の木箱に4株植えであり,

すべての株が外側に配置されているため,地床栽培における1列6株植えより

も受光態勢が良いため,株当り採花本数が増加し,1Id当たり採花本数でも箱

栽培が地床栽培より多くなるものと推察された.

また,箱栽培,地床栽培とも第4節摘心区と第6節摘心区における開花開始

～12月の切り花長は,切り花長39cm以下の割合が増加している.開花時の節

数はいずれの時期においても･摘心節位による差が認められないことから,第

2節以上における分枝発生本数が増加するため,切り花の節間伸長が抑制され

たものと考えられる.

地床栽培の`ライトピンクバタフライⅡ,と`ホワイトバタフライⅡ,とも

に･開花開始～12月の切り花品質は第2節摘心区に比べ,第4節摘心区と第

6節摘心区の上物率がやや低下し,軟弱や短茎の比率がやや増加した.すなわ

ち,開花開始～12月までの採花本数は第4節または第6節で摘心すると増加

するが･切り花品質はやや低下することが明らかとなった.また,無摘心区で

も第2節摘心区より採花本数は多くなるが,切り花品質はやや低下することが

明らかとなった.
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第3節 摘心回数と生育開花

第3節では,静岡県内の主産地である西伊豆町仁科で行われている第1節(1

回)摘心後の摘心回数と開花特性との関係について検討した.

材料および方法

供試した品種は`ライトピンクバタフライⅡ'に加え,現地で栽培の多い`初

春'と,栽培の増加しつつある`ヴェルン'である.播種,仮植用土は本章の

第1節に,定植床の用土は同第2節試験2の地床栽培に準じた.1993年7月 30

日に,南伊豆分場内の育苗用ビニルハウス内で播種,8月16日に仮植し,9月16

日に南伊豆分場のガラス温室内の80c皿の定植床に定植した.温度条件は,播

種時から1993年11月25日までは昼夜ともに側窓を開放したままで管理し,1993

年11月26日から1994年3月31日まで最低気温を6℃以上となるように設定し,

日中は外気温が設定温度を下回らない限り 9時～16時まで側窓を開放した.

施肥は1a当たりの換算成分量として窒素1.4kg,りん酸1.6短,カリ1.8短を

慣行法に従い定植前と切り花開始時期に等量ずつ施用した.

摘心回数は,①第2節摘心,②第1節摘心,③1回半摘心及び④2回摘心の

4処理区を設定した(図3-9)･なお,②第1節摘心区,③1回半摘心区,

④2回摘心区の3処理区は主産地の西伊豆町仁科で行われている方法である.

1回目の摘心(①区は第2節,②区･③区,④区は第1節)は9月10日に仮

植床で行った･2回目の摘心は･定植後の10月16日に行い,③1回半摘心区

と④2回摘心区についてのみ第1節からの一次分枝を分枝位置から第3節で,

③1回半摘心区では1本,④2回摘心区では2本摘心した･なお,定植間隔は,

①第2節摘心区と②第1節摘心区は80c皿の定植床に株間10×条間20c皿,中2

株抜き6株植え,③1回半摘心区と④2回摘心区では現地の方法に準じて80

Cmの定植床に株間20×条間20cm,4株植えとした･試験規模は,①第2節摘

心区と②第1節摘心区は1区30株,③1回半摘心区と④2回摘心区は1区24

株と した.

切り花の調査は1994年3月 31日までに開花した全分枝を対象とした.開花

日,採花本数,切り花品質,切り花長は分枝の発生位置別に1株ごとに調査し

た･ここで,切り花品質は商品として販売可能な上物,小花の一部が欠如した
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花飛び,茎が細すぎる軟弱,切り花長40cm以下の短茎,茎の曲がりの5段階

と した.

結 果

各処理区の分枝発生位置の模式図は図3-9に示した.調査対象の一次分枝

を発生位置別に第2節分枝,第1節分枝及び子葉節分枝とし,二次分枝を2回

目分枝及び採花後分枝とした･すなわち,①第2節摘心区の分枝の発生状況は,1

第3章第1節と同じである.②第1節摘心区では,一次分枝は第1節分枝なら

びに子葉節分枝,二次分枝は第1節からの採花後分枝である.③1回半摘心区

では,一次分枝は第1節分枝ならびに子葉節分枝,二次分枝は2回目分枝なら

びに第1節からの採花後分枝である.④2回摘心区では,一次分枝は子葉節分

枝,二次分枝は2回目分枝である.

第1回目の摘心時の観察では,第2節分枝の発生状況に品種間差があり,`初

春'では芽吹きが確認され,`ライトピンクバタフライⅡ,では小さな葉の形

になっており,`ヴェルン'では発生はほとんどみられなかった.

第2回目の摘心時の観察では,摘心節位により生育に差がみられた.すなわ

ち,第2節摘心区では第2節からの一次分枝が2.0～2.2本発生し,17～22cm

に伸長していたが,第1節分枝,子葉節分枝は発生本数も少なく,10｡m以下

と短かった･第1節摘心区では第1節分枝が1.8～2.0本発生し,16～18cmに

伸長していた.子葉節分枝は1.8本発生していたが,10cm以下と短かった.

第2回目の摘心後から開花開始時期までの観察では,1回半摘心区と2回摘

心区は,第2節摘心区ならびに第1節摘心区よりも1株当たりの分枝数が増加

した.

各処理区における分枝発生位置別の開花日ならびに採花本数を図3-10に

示した･いずれの品種も第2節摘心区,第1節摘心区及び1回半摘心区におけ

る各分枝の発生位置別の開花のパターンは,おおむね同様の傾向を示した.

すなわち,第2節摘心区では,各品種とも第2節分枝の開花が最も早く,続

いて第1節分枝ならびに子葉節分枝,採花後分枝の開花となった.第1節摘心

区では,第1節分枝から開花が始まり,続いて子葉節分枝が開花したが,`ラ

イトピンクバタフライⅡ'と`ヴェルン'では採花後分枝の開花はみられなか
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採花後分枝Ⅴ

①第2節摘心(対照)

③1回半摘心

②第1節摘心(1回)

④2回摘心

図3-9 分枝発生位置模式図(試験3)
Z

第2節分枝:第2節からの一次分枝

y第1節分枝:第1節からの一次分枝

X子葉･胚軸分枝:子葉部分からの一次分枝と胚軸からの不定芽(一次分枝)

'採花後分枝:第1節の採花位置(分鵬掛ら1脊)から発生する二次分枝

'2回目分枝:2回目の清心後に発生する二次分枝

った･1回半摘心区では第1節分枝から開花が始まり,続いて子葉節分枝が開

花したが,`初春'と`ヴェルン'では採花後分枝の開花はみられなかった.

2回摘心区では,`初春'は2回目分枝と子葉節分枝が同時期に開花した.こ

れに対し,`ライトピンクバタフライⅡ'と`ヴェルン'では,子葉節分枝か

ら開花が始まり,続いて2回目分枝が開花した.また,いずれの品種も採花後

1月1日

3月1日

2月1日

⊥
1月1日

花

日12月柑

10月31日

8月30日

8月30日
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図3-10 摘心回数の違いとキンギョソウの開花日(●)と採花本数(□)

開花日の垂直線は標準偏差を示す.

ー41-

5.0 1月18

`ヴェルン,

0

0

挿
花

5

4.

3

暮■子義 書手徽 二■子徽 二子書
21■花 1嘉花 水1暮花 凛暮花
■暮･t ■.七 分●.t 分.愴

鰹t 島t 鶴 ■t 技腱■

■ ■ ■ ■



分枝の開花はみられなかった.

一方,品種別の開花特性をみると,第2節摘心区では,第2節分枝の開花が

`初春'と`ライトピンクバタフライⅡ'で早く,`ヴェルン'が最も遅れた.

第1節分枝及び子葉節分枝では,`初春'が最も早く開花し,次いで`ライト

ピンクバタフライⅡ'の第1節分枝,子葉節分枝と,`ヴュルン,の第1節分

枝が同時期に開花し,`ヴェルン'の子葉節分枝が最も遅れた.第1節摘JL､区

では,第1節分枝の開花は`初春'が最も早く,`ヴェルン,が最も遅れた.

しかし,その他の分枝の開花日は一定の傾向を示さなかった.1回半摘心区で

は,2回目分枝の開花は`初春'が最も早く`ヴェルン'が最も遅かった.第

1節分枝と子葉節分枝は`初春'と`ライトピンクバタフライⅢ】には差はな

く`ヴェルン'のみがこの2品種よりも遅かった,2回摘心区では,2回目分

枝と子葉節分枝の開花特性は1回半摘心区と同様の傾向を示した.

分枝の発生位置別の採花本数は,第2節摘心区ではいずれの品種も第2節分

枝が2･4～2■6本と最も多く,次いで子弟節分枝であった.第1節摘心､区ではい

ずれの品種も第1節分枝が1.3～2.4本と最も多く,次いで子葉節分枝が多かっ

た･1回半摘心区では,`初春'は2回目分枝と子葉節分枝の採花本数に差は

なく,第1節分枝が少なかった.`ライトピンクバタフライm,と`ヴェルン

では子集節分枝が2回目分枝ならびに第1節分枝より多かった.2回摘心区で

は,`初春'は2回目分枝が子葉節分枝より多くなったが,`ライトピンクバ

タフライⅡ'と`ヴェルン'ではほぼ同じであった,

1株当たりの時期別採花本数を図3-11に,1nf当たりに換算した採花本

数を図3-12に示した･開花開始～12月の採花本数は,`初春,ならびに`ラ

イトピンクバタフライⅢ'では第2節摘心区と第1節摘心区が他の処理区より

7
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回3-11腐心回数の違いと時期牒り採花本数
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囲3-12 摘心回数の遠いとキンギョソウの1r丘当たり採花本数

1ポ当たり栽植密度①第2節線心と第1節摘心:36株/ポ
②1回半摘心と2[司摘心:24株/d

も多かったが,`ヴェルン'では第2節摘心区が最も多かった.1～3月の採

花本数は,`初春'と`ライトピンクバタフライⅡ'では2回摘心､区が最も多

く,第1節摘心区が少ないが,`ヴェルン'では1回半摘心区が最も多く,第

2節摘心区が最も少なかった.しかし,1Ⅱ2当たりの採花本数をみると,いず

れの品種も第2節摘心区が最も多く,次いで第1節摘心区が多かった.

切り花品質を表3-8に示した.いずれの品種も開花開始～12月の上物率

は89～100%と高く,処理間の差はみられなかった.1～3月の上物率は開花

開始～12月よりも低下するものの処理間の差はみられなかった.なお,`初春,

では第2節摘心区と第1節摘心区で曲がり発生率が高くなり,2回摘心区で軟

弱な切り花の発生率が高くなった.`ライトピンクバタフライⅢ,では第1節

摘心区,1回半摘心区及び2回摘心区で花飛び発生率が高くなった.`ヴェル

ン'では第2節摘心区,第1節摘心区で曲がりの発生率が高くなった.

切り花長については表3-9に示した.開花開始～12月では,`初春,は第

2節摘心区が40～59cmに16%,60～79c皿に62%と短い階級の分布が最も多

く,次いで第1節摘心区,1回半摘心区,2回摘JL､区の順に長い階級への分布

が多くな?.を二`ライトピンクバタフライⅡ'は第2節摘心区が40～59｡mに54
3-8 摘心回数の違いとキンギョ ソウの切り花品質

品種名 摘心回教

第2節(対照)

第1節(1回)

1回羊
2回

上物 花飛び 軟弱 榎茎 曲がり 上物 花飛び 短茎 曲が

初春
2 2

2 5

4 7

ライトピンク
バタフライロ

第2節(対照)
グェルン 第1節(1回)

1回半

1 1

1

95100



%と短い階級の分布が最も多かった.次いで1回半摘心区が60～79cmに60%

と多く,第1節摘心区と2回摘心区は80～99cmが69～75%とほぼ同比率で

あった･`ヴェルン'では第2節摘心区で100cm以上の比率が97%と第1節摘

心区よりも高い比率であった.1～ 3月では,`初春,と`ヴェルン,では処

理区に関係なく大部分が100c皿以上であった.これに対し,`ライトピンクバ

タフライⅡ'では第2節摘心区では100cm以上が94%と高かったが,第1節摘

心区,1回半摘心区及び2回摘心区で80～99cmの階級が増加して100｡m以上

の比率が低下した.

表3-9 摘心回数の違いとキンギョソウの切り花長

開始～12月∵
60′-79 80′-88 100<

(%) (%) (%)

62 11 11

61 35 3

20 46 34

4 76 20

品種名 摘心回数 <39皿 40～59

(%) (%)

第2飾(対照) 1 16

初春 第1節(1回) 1

1回半

2回

巧言-･-一面～59 去㌶晃
8｡～88ぺ表%) (%) (%】

100

100

1 4 95

2 14 84

%) (%

第2節(対照)
ライトピンク 第1節(1回)

バタフライⅡ 1回半

2回

第2節(対照)
ヴュルン 第1節(1回)

1回半

2回

54 36 4 6

19 69 12

3 60 34 3

20 75 5

6 94

5 39 56

7 7 29 57

7 10 20 63

3 97

33 67

3 97

2 98

100

100

考 察

第2節摘心区では,は第2節分枝,第1節摘心区では第1節分枝から開花し

た･開花開始は第2節摘心区が第1節摘心区よりも早く,`初春,では6日,

`ライトピンクバタフライⅡ,では20日,`ヴェルン,では30日早かった.

また,品種間の開花開始は`初春'が最も早く,`ヴェルン,が最も遅かった.

これに対し1回半摘心区では第1節分枝から開花し,続いて子葉節分枝,2回

目分枝が開花した･また,2回摘心区では`初春,では2回目分枝と子葉節分

枝は同時期に開花したが,`ライトピンクバタフライⅡ,と`ヴェルン,では

子葉節分枝の開花が2回目分枝よりも早かった･1回半摘心区と2回摘心区に

おける,子葉節分枝と2回目分枝の開花時期は,`初春,と`ライトピンクバ

タフライⅡ'では1～2月,`ヴェルン,では2～3月である.したがって,

1回半摘心や2回摘心により,1～3月にある程度開花させることが可能と思

われる･また,2回目分枝は,1回半摘心区,2回摘心区ともに`初春,,`ラ

イトピンクバタフライⅡ,･`ヴェルン,の順に開花が早いことから,2回目

分枝の開花日は3品種の早晩性を反映しているものと推察された.
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1株当たり採花本数では,`初春'は第2節摘心区と2回摘心区,`ライト

ピンクバタフライⅡ'では第2節摘心区,`ヴェルン'では1回半摘心区が多

かった･時期別採花本数をみると,いずれの品種も開花開始～12月では第2

節摘心区と第1節摘心区が1回半摘心区,2回摘心区よりも多く,1～3月で

は1回半摘心区と2回摘心区が第2節摘心区,第1節摘心区よりも多かった.

これは,開花開始～12月では第2節摘心区の第2節分枝,第1節摘心区の第

1節分枝の開花が多く,1～3月では1回半摘心区と2回摘心区の子葉節分枝

と 2回目分枝の開花が多くなったためである.

一方,1Ⅱf当たり採花本数ではいずれの品種も1回半摘心区,2回摘心区が

第2節摘心区,第1節摘心区よりも少なかった.これは,1Ⅰぜ当たり定植株数

(実面積当たり)が第2節摘心区と第1節摘心区では36株であるのに対し,

1回半摘心区と2回摘心区では現地の裁植密度と同じ 24株となっているため

である･一般的に,摘心回数が増加すると1株当たりの分枝発生本数が増加し

て,受光態勢が低下し,切り花品質に悪影響を及ぼすので,現地の生産者もこ

の点に配慮して1Id当たりの定植株数を少なくしているものと推察された.

切り花品質では,上物率はいずれの品種も摘心回数に関係なく高かった.`初

春'ぉよび`ライトピンクバタフライⅡ'の切り花長では,開花開始～12月

では第2節摘心区の79cm以下の割合がやや高く,その他の処理区では79cm以

上の割合が高かったが,1～3月では第2節摘心区で100cm以上の割合が最も

高くなった･`ヴェルン'の切り花長では処理区による差はみられなかった.

これらのことから,開花開始～12月に切り花の多い`初春,や`ライトピ

ンクバタフライⅡ'では,第2節摘心を行うと,切り花長はやや劣るものの採

花本数が多くなるので,採花本数を確保するためには第2節摘心が有利と考え

られる･また･いずれの品種でも1～3月の採花本数を確保するためには,1

回半摘心または2回摘心を取り入れることも一つの方法であると思われた.

1株当り採花本数は,第2節摘心区と比較して,`初春,の2回摘心区と`ヴ

エルン'の1回半摘心区において増加したが,1Id当たりの採花本数でみると,

定植株数が24株と少ないために,第2節摘心あるいは第1節摘心よりも減少

する･したがって,今後!摘心回数と定植方法との関係についても検討する必

要があると思われた.
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第4節 育苗方法および採花方法の違いと生育開花

第4節では,採花方法が生育,開花に及ぼす影響について,慣行育苗と無仮

植育苗の異なる育苗方法において検討した.

材料および方法

試験は静岡県農業試験場南伊豆分場(静岡県賀茂郡南伊豆町上賀茂)ガラス

温室内(南北棟,148.8出)の幅 80cmの地床で行った.地床間の通路は東西に

配置され60cm幅である.

`メリーランドピンク(Ⅰ型)'と`ライトピンクバタフライⅡ(Ⅱ型),

の2 品種を供試し,それぞれに慣行育苗と無仮植育苗を行った.採花方法は,

①第2節分枝の分枝位置から1節を残して採花(1節採花),②同,2節残し

て採花(2節採花),③同,3節残して採花(3節採花)の3処理区を設定し

た(図3-13).

無仮植育苗では2002年7月 31日に播種し,g月 30日に定植した.9月 9日に

第2節の上部で摘心した.対照として設けた慣行育苗区では,2002年7月 31日

に播種,8月16日に仮植,9月 9日に摘心し,9月16日に定植した.裁植密度

は株間10cmX条間20c皿で1列中央の2株を抜く,中2株抜き6株植えとした.

試験規模は1区18株で2反復とした.冬期夜温は11月25日から翌年3月31日

まで11℃設定と した.

播種は,市販育苗用土(与作N-150,チッソ旭)を充填したL型の育苗箱(縦33

CmX横47cmX深さ7cm)に300粒を目安に行った.仮植は,山土とバーク堆肥

を 2‥1に浪合した土壌消毒済みの用土を充填し,被覆緩効性肥料180日タイ

プ(ロング424180日,チッソ旭)を1Ⅱf当たり20g混和した専用の仮植床で行

った･無仮植育苗では,定植時まで育苗箱で管理した.定植床における施肥は,

la当たり成分量で窒素1･4kg,りん酸l.6kg,カリ1.8kgを,定植前と採花開

始後の2回施用した･摘心は第2節で行った.摘心後に発生した一次,二次分

枝の整理は行わなかった･小花4輪が開花した時点を開花日とした.開花開始

から3月31日までの切り花について,発生位置別に到花日数(摘心～開花),

切り花長,節数を調査した･産地の出荷規格により,花飛び,軟弱を除いたも

のを販売可能な切り花とした.
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切り花とした分枝の発生位置の模式図を図3-13に示した.いずれの品種も

摘心後に第2節からの一次分枝(以下第2節分枝)が,次いで第1節および子

葉節からの一次分枝が,その後に第2節分枝の採花部分から発生した二次分枝

(以下採花後分枝)が開花した.なお,第1節および子葉節からの一次分枝は

おおむね同時期に開花しており,ここでは一括して第1節以下分枝とした.

ヽ

ヽ

.
-
･
-
･
-
･
-
･
-
･
-
･
-
･
し

ヽ

ヽ
ヽ

採花後に発生する二次分枝

第2節からの一次分枝

③
②
①

第1節からの一次分枝

〆子葉節からの~次分枝
ニ

; ×:摘心位置
; =:採花節位Z■

ニ

■

■

■

■

図3-13 分枝発生位置および採花節位模式図

Z①:1節残し,②:2節残し,③:3節残し

結 果

到花日数は,`メリーランドピンク'の第 2節分枝,`ライトピンクバタフ

ライⅡ'の第2節分枝と第1節以下分枝が無仮植育苗で短縮した(表3-10).

また,いずれの品種も採花節位が高くなるほど採花後分枝の到花日数が短縮し

た.

採花本数は,無仮植育苗では`メリーランドピンク,の1株当たり採花本数

が,`ライトピンクバタフライⅡ'の第1節以下分枝,採花後分枝および1株

当たり採花本数が増加した(表3-11).いずれの品種も採花節位が高いほど

採花後分枝と合計採花本数が増加した.1節採花と 3節採花の1株当たり採花

本数を同一の育苗方法で比較すると,それぞれ,`メリーランドピンク,の無

仮植育苗では0･9本,慣行育苗では1.5本,`ライトピンクバタフライⅡ,の無

仮植育苗では1･4本,慣行育苗では2･2本増加した･観察では,採花節位が高い

ほど残された上位節位からの分枝の発生が多くなる傾向であった.

切り花長は,無仮植育苗により第2節分枝および第1節以下分枝で短くなっ

た(表3-12)･採花節位が高くなると`メリーランドピンク,では第2節分
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表3-10 育苗方法および第2節分枝の採花節位の違いがキンギョソウの発生位置別到花日数Zに及ぼす影響

メリーランドピンク

育苗方法y 採花飾位Ⅹ 第2節分枝Ⅹ
第1節以下
分枝

(日) (日)

採花後分枝

(日)

ライトピンクバタフライⅡ

第2節分枝 第1節以下分
採花後分枝

枝

(日) (日) (日)
無仮植

慣行(仮植)

1節

2節

芦犀_
1節

2節

3飾

有意性' 育苗方法

採花節位

育苗×採花

67 178

65 181

65 161

71 181

72 170

73 153

** NS

NS NS

NS NS

180

164

1学号
183

165

三三ユ
NS

**

NS

61 172

65 166

62 172

70 185

69 183

70 184

彙丁彙T

S

S

*

N

N

***

乙

到花日数は摘心から開花までの日数(小花4輸開花時).
y

無仮植,播種:2002年7月31日,摘′b:9月9日.

恨行(仮構),播種:2002年7月31日,仮植;8月16日,定植:9月16日.
X

採花飾位は,第2節分枝の採花節位を1節,2節,3節に区分した.

W第2節,第1節以下,採花後分枝はいずれも開花分枝の発生位置を示す.
V

F検定,***:0.1%水準で有意,綿:1%水準で有意,*:5%水準で有意,ⅣS:有意差なし.

郎~11相方法および榊分枝の採彗警官空曹ご苧き;芽▲ヨソウの離任阻廷

175

179

_tn192

162

.逗且NS
*

*

に及ぼす影響

`ライトピンクバタフライm'

育苗方法Z

採花節位y第2節分枝X第ち賢下採花後分針濃霧第2節分枝第ち賢下採花後分枝豊㌶
(本) (本) (本) (本) (本) (本) (本) (本)

無仮植 1節 2.0

慣行(仮植)

2節 2.0

3節 2.0

1節 1.9

2節 1.9

3節 1.9

0.9 1.8

0.7 2.5

0.8 2.9

1.1 1.4

0.6 2.2

0.3 3.7

4.7 1.9

5.2 2.1

5.6 2.1

4.3 2.0

4.6 1.9

5.8 1.8

2.9 0.8 5.6

3.1 1.2 6.3

2.8 2.2 7.0
■ 一 - ■ 一 ■■ ● ■- - ■■ ■■ -

- - - - - ■ ■ ● ■ ■ ■

2.4 0.1 4.4

2.4 1.1 5.4

2.8 2.1 6.7

有意性W 育苗方法 NS

採花節位 NS

育苗×採花 NS

NS NS * NS * * **

NS ** *** NS

NS NS NS NS

=無仮植,播種:2002年7月31日,摘心:9月9日.

慣行(仮植),播種:2002年7月31日,仮植:8月16日,定植二9月16日.

y採花節位は,第2節分枝の採花節位を1節,2節,3節に区分した.

X第2節,第1節以下,採花後分枝はいずれも開花分枝の発生位置を示す.
Y

F検定▲***:0.1%水準で有意,瑚:1%水準で有象*:5%水準で有息NS:有意差なし.

*** ***

NS NS

表3-12 育苗方法および第2節分枝の採花節位の違いがキンギョソウの発生位置別切り花長に及ぼす影

メリーランドピンク

第2節分枝 第
育苗方法Z 採花節位y

無仮植 1節

ライトピンクバタフライⅡ

1節以下 授丑毯△比 璧∩臆八丑 第1節以下
;▼′…､ハ■雰首､■採花後分枝 第2節分枝罪雰置■~採花後分枝
(cm) (cm)(c些) (cm) (cIⅦ)

89 115 101

81 118 101

77 128 98
■ ■ ■ - ● ● - ■■ 一 一 ■ ● 一 ■ ■ - - - 一 一 - - -■ ■ ●l■

■ ■ ● ■

100 121 104

98 123 103

92 137 98

*** * NS

* * NS

NS NS NS

(cm)麺) 托m)+++(些し
59 94 86

56 96 85

52 94 79
1■■● ■■ ■● ■■- ---

-- ■■-- --- ---■ ●■■■●● ■-

68 100 80

64 96 83

59 97牛些
*** * NS

*** * *

_..NS
NS NS

慣行(仮構)

2節

3節

有意性∇ 育苗方法

採花節位

育苗×採花

Z無仮植,播種:2002年7月31日,摘心:9月9日.

慣行(仮植),播種:2002年7月31日,仮植:8月16日,定植:9月16日.

y採花節位は,第2節分枝の採花節位を1節,2節,3節に区分した.

X第2i軌 第1節以下,採花後分枝はいずれも開花分枝の発生位置を示す.
W

F検定,*輌‥0･1%水準で有意,**:1%水準で有息*:5%水準で有意1NS:有意差なし.

枝は短く,第1節以下分枝は長くなったが,`ライトピンクバタフライⅡ,で

は第2節分枝と採花後分枝が短く,第1節以下分枝では一定の傾向を示さなか

った.

節数は,無仮植育苗により`メリーランドピンク,では第2節分枝が減少し,
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表3-13 育苗方法および第2節分枝の採花節位の違いがキンギョソウの発生位置別節数に及ぼす影

メリーランドピンク

育苗方法ヱ 採花節位y

無一仮構

ライトピンクバタフライⅡ

第豊げ採花後分枝第2節分枝第ち賢下採花後分枝
+(節)

(節) (節)

1節 30 41 38

2節 27 42 41

3節 28 48 41
l■-●●-●---■■●■■■■●-●■一一----------一一---一--t一一----一-一一---t-一一----一一一---一一---------------一一-----------------------■●-■■-●■

慣行(仮植) 1節 31 42 34 25 44 38

2節 31 48 43 22 42 37

3節 29 49 48

(節) (節) (節)
20 36 41

19 38 39

17 40 39

21 43 24

有意性∇ 育苗方法 * NS NS

採花節位 NS ** NS

育苗×採花 NS NS■F由X‡禾イヒ ハS NS NS
Z

無仮植,播種:2002年7月31日,摘心:9月9日.

慣行(仮植),播種:2002年7月31日,仮植:8月16日,定植:9月16日.

ア採花節位は.第2節分枝の採花節傲を1節,2節,3節に区分した.

X第2節,第1節以下,採花後分枝はいずれも開花分枝の発生位置を示す.
W

F検定,***:0.1%水準で有意,輌:1%水準で有嵐 *:5%水準で有乳NS:有意差なし.

*

S

S

*

N

N

`ライトピンクバタフライⅡ'では第2節および第1節以下分枝は減少し,採

花後分枝は増加した(表3-13).採花節位が高くなるとメリーランドピンク,

の第1節以下分枝で増加し,`ライトピンクバタフライⅡ,では第2節分枝と

採花後分枝で減少した.

切り花品質は,`ライトピンクバタフライⅡ'の 3節採花で花飛びが発生し

やすい傾向が観察された.

考 察

育苗方法の違いは第2節分枝の到花日数に影響し,無仮植育苗により短縮し

た･筆者らのこれまでの結果においても,同様の現象を確認しており(稲葉･

大城,2004;Ⅰ血a･Oh血m,2005),慣行育苗では摘心後に定植していることから,

移植による生育の遅れにより到花日数が増加したものと考えられた.しかし,

本試験では`ライトピンクバタフライⅡ,において,無仮植育苗の第1節以下

分枝の到花日数が短縮しているが,稲葉･大城(2004)は`ライトピンクバタ

フライⅡ'の第1節以下分枝と採花後分枝について育苗方法の違いによる到花

日数への影響を認めておらず,やや異なる傾向を示した.

次に･育苗方法の違いと採花本数についてみると,無仮植育苗は慣行育苗と

比較して`メリーランドピンク'では1株当たりの採花本数が,`ライトピン

クバタフライⅡ'では第1節以下分枝,採花後分枝および1株当たりの採花本

数が増加することが認められた.稲葉･大城(2004)は,`メリーランドピン

ク'では第2節分枝･第1節以下分枝および1株当たりの採花本数で,`ライ
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トピンクバタフライⅡ'では第1節以下分枝と1株当たりの採花本数で育苗方

法の影響を認め,ⅠⅠ血a･Ob血血(2005)は`メリーランドピンク,を供試して

無仮植育苗による1株当たり採花本数の増加を認めている.したがって,キン

ギョソウの摘心栽培では･無仮植育苗により採花本数を増加させる効果がある

と言える.

このように,無仮植育苗では慣行法と比べ,第2節分枝の到花日数の短縮や

採花本数の増加が期待され･実用性の高い技術であることを確認することがで

きた･しかし,稲葉･大城(2004)の報告では,`メリーランドピンク,の第2

節分枝と第1節以下分枝の採花本数,`ライトピンクバタフライⅡ,では第1

節以下分枝の到花日数と採花後分枝の採花本数などについて本試験の結果とは

異なる部分もみられた･この報告では,栽植密度は本試験と同じであるが,ポ

リプロピレン製隔離床に定植し,根城は制限されている.これに対し,Ⅰ血a･

Ob血相(2005)と本試験においては地床栽培であることから,栽培条件の違い

がそれぞれの分枝位置における到花日数や採花本数に影響している可能性もあ

る･今後,現地における栽培実証を進める必要がある.

本試験において採花節位が高くなると,採花後分枝の到花日数が短縮する傾

向が認められ･1株当り採花本数も増加した･これは,第2節分枝の採花時に

残された節数が多いほど,その上位節位からの分枝の発生が多くなる傾向を示

している,との観察結果ともおおむね一致する.

細谷(1994)は･産地の栽培事例から･採花節位が高くなると高い位置の芽

が先に伸長して短い切り花になると指摘している･本試験においても採花節位

の違いが採花後分枝の開花時期に影響し,高節位で採花するほうが採花後分枝

の到花日数が短縮する傾向を示している･産地では採花節位が特定されている

わけではないため,仮に3節より高い位置で採花した場合には,さらに採花後

分枝の発生が促されて到花日数が短縮する可能性もある.

摘心栽培では秋から春まで連続して採花するため,収穫時期により切り花長

が変化し(細谷,1994;稲葉,1994;稲葉ら,1997),年内の切り花は年明けの切り花

よりも短いことが認められている(稲葉ら,1997)･本試験においては,無仮植

育苗により第2節分枝と第1節以下分枝の切り花長が,慣行育苗よりも減少し

た･第2節分枝では無仮植育苗による到花日数の短縮により切り花長が短くな
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ったと推察された.第1節以下分枝の切り花長は 90cm以上で,産地における

上位階級である2LあるいはLの出荷規格を満たしており(阿部･佐々木,1994;

布施,1994;細谷,1994;稲葉,1994),実用上の問題はないと判断された.

`メリーランドピンク'では,同一の育苗方法･採花節位における切り花長

は`ライトピンクバタフライⅡ'より 25～34cm長かった(表3-12).`メリ

ーランドピンク'では,高夜温(稲葉･堀内,2003;稲葉･大城,2004)や長日処

理(稲葉･堀内,2004)により,採花本数が増加しにくい性質が明らかとなっ

ている.このため,第2節分枝の切り花長がある程度短くなったとしても,冬

期の増収効果が見込まれる 3節採花の実用性があるものと考えられた.一方,

`ライトピンクバタフライⅡ'は一番花の切り花長が他の品種より短いために,

産地では出荷規格を変更するなどの処置を行っている(細谷,1994)ほか,一

番花の収穫時には,二番花の生育を促すために分枝位置近くまで切り下げるこ

とが推奨されている(稲葉,1994).細谷(1994)も,上位の芽を残して採花す

ると高い位置の芽が先に伸長して短い切り花となると指摘している.このよう

な品種では,第2節分枝の採花節位を高くすると,切り花長が減少し,出荷規

格を低下させる可能性があるので,第2節分枝の切り花長が短くなりすぎない

2節での採花が望ましいと考えられた.

切り花の飾数については,切り花長とおおむね同様の傾向を示したものの,

切り花長ほど明確な違いはなかった.節数は,品種や生育期間中の夜温(稲葉

･大城,2004)および日長(稲葉･堀内,2003)の影響によって異なることが示

唆されている･本試験は,冬期最低夜温を11℃に設定した温室内で行ってお

り,それぞれの分枝の開花時期により切り花長とは異なる影響が現れていたも

のと考えられた.

切り花品質については,`ライトピンクバタフライⅡ'の 3節採花で採花後

分枝に花飛びの発生が観察されている.細谷(1994)は,`ライトピンクバタ

フライⅡ'では上位節位の芽ほど短い切り花になることを指摘している.品種

により,適した採花位置を設定することが,実際栽培においては重要であると

判断される.

以上の結果から,無仮植育苗により第2節分枝の到花日数が短縮するととも

に採花本数が増加することが明らかとなった.無仮植育苗は産地において有効
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な育苗技術であると考えられる.一方,第2節分枝の採花節位は,第2節分枝

の切り花長,第1節以下分枝の到花日数と採花本数,採花後分枝の到花日数と

採花本数などに影響を及ぼすことが明らかとなった.しかし,3飾採花では第2

節分枝の切り花長を減少させることがあるため,品種特性を考慮して採花位置

の設定を行う必要がある.本試験の結果からそれぞれの品種に適する採花位置

は,`メリーランドピンク'では3節,`ライトピンクバタフライⅡ'では2節

であると考えられた.
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第4章 冬期の夜温および長日処理とキンギョソウの生育開花

キンギョ ソウの切り花栽培は暖地の無霜地帯を中心に,終戦後の1940年代

後半から広がり,1955～1960年に最盛期となった(稲葉,2001).その後,不

安定な露地栽培は減少し,施設栽培が増加した(稲葉,2001).しかし,暖地で

の栽培は海岸線を中心に行われてきたことから,冬期の夜温は 5℃程度を目安

に凍害を受けない程度の管理が行われてきた(稲葉,1994).

暖地におけるキンギョ ソウの慣行栽培では,7月中下旬に播種,発芽後仮植

し,9月上旬に摘心した後に,定植し,秋～春にかけて連続して切り花を収穫

する.この栽培では,12月までの切り花の採花後,1～2月に採花本数が減

少し,3月に増加する(稲葉,1994).産地には,1985年頃より花が上向きに咲

くペンステモン(ベル)咲きや豊富な花色を有する普通咲きの Fl品種が海外か

ら数多く導入されているが,これらの品種のなかには,冬期の採花本数が少な

くなるものがあると指摘されている(稲葉,1994).

一方,海外では,無摘心で開花させ,収穫後に定植を繰り返しており,開花

時期別に早晩性の異なる品種が用いられている.このため,海外では無摘心栽

培における温度反応が報告されているが(Mi11er,1960;Miller,1962;Tayama･Mil1er,

1964;Sanderson･Link,1967),摘心栽培における生育開花特性は不明である.

従って,摘心栽培における,冬期の夜温と切り花の開花時期,採花本数およ

び切り花品質等との関係について明らかにすれば,生産性向上に大きく貢献で

きるものと考えられる.

一方,キンギョ ソウは相対的長日植物であり,アメリカで分類されたⅠ～Ⅳ

型の 4グループではそれぞれの順に日長反応が強くなる(CoⅢ･･LaugI眠ち1998;

Rogers,1992).このため,海外では無摘心栽培で日長,光強度などの影響が検討

されており(Flint,1960;Hedley,1974;Maginnes･Langhans,1961;Sanderson･Link,1967),Ⅲ

型品種を短日期に栽培する際に長日処理が必要であるとされている(CoⅢ･･

Langh叫1998).しかし,摘心栽培のように据え置き株から数か月にわたり収穫

を繰り返す作型の日長反応は明らかではない.また,日本の冬期の日長条件に

おいて,無摘心栽培における長日処理についても報告はない.

産地における冬期の栽培管理法についてみると,稲葉･大塚(2002)はキン
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ギョ ソウの摘心栽培において品種により好適な冬期夜温が異なることを解明

し,産地での夜温管理の目安を11℃とした(稲葉,2001).一方,稲葉ら(2005)

は暖地における無摘心栽培の導入について検討し,周年生産の可能性を示して

いる.この中で,国内で育成した品種の一部について夜温と開花特性との関係

を調査しているが,作型開発をさらに進めるためには冬期の加温開始時期,好

適夜温をさらに詳細に検討する必要がある.

稲葉･大塚(2002)の報告では,加温開始時期は産地の慣行にあわせた11月

下旬(稲葉,1994;稲葉,2001)である.しかし,暖地においても11月以降夜温

は徐々に低下し,加温開始前には設定夜温よりも低くなるが,キンギョソウの

摘心栽培ではこれよりも早い時期からの加温開始や開花開始後の夜温の変更な

どがその後の生育開花に及ぼす影響はこれまで検討されていない.また,産地

に導入が進んでいる無仮植育苗(稲葉,2001)における夜温管理の影響につい

ても検討が必要である.

第1節 冬期夜温が開花に及ぼす影響

第1節では,国内外で育成された数品種を供試して,摘心栽培および無摘心

栽培における冬期夜温の影響を検討した.

材料および方法

試験1 摘心栽培における冬期夜温の違いが開花に及ぼす影響

試験には,`初春'(普通咲き),`ライトピンクバタフライⅡ,(ペンステモ

ン咲き)および`ヴェルン'(普通咲き)の3品種を供試し,暖地での慣行栽培

である摘心栽培とした･試験は静岡農試南伊豆分場内の環境制御温室で,冬期

の最低夜温を6℃,11℃および16℃の3区とし,1993年11月 28日～1994年3

月 31日まで処理した･日中は,外気温が設定温度を下回らない限り 9時～16

時まで側窓を開放した･供試品種は,1993年7月30日に播種し,名月16日に仮

植,9月10日に第2節で摘心して,9月16日に34×34c皿,深さ25cmの木箱(以

下木箱)に1箱当たり4株定植した.定植用土として山土とバーク堆肥を2‥1

に混和したものを使用し,施肥は1a当たり換算成分量で窒素1.4kg,りん酸1.6

k,カリ1･8鹿を慣行法に従い定植前と切り花開始後に等量ずつ施用した.試
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験規模は1区1箱3反復とした.摘心後に発生した一次,二次分枝の整理は行

わず,開花開始から1994年 3月 31日までに開花した全分枝を分枝位置から1

節残して採花し,発生位置別に開花日,切り花品質を調査した.なお,温度処

理開始時点での供試品種の草丈は,`初春'では77～ gO c皿,`ライトピンクバ

タフライⅡ'では58～60皿,`ヴェルン'では68～70cmであった.

試験2 無摘心栽培における定植後の冬期夜温が開花に及ぼす影響

`ライトピンクバタフライⅡ'(ペンステモン咲き)を供試した.試験場所お

よび夜温設定は試験1と同一とし,1994年1月10日～3月 31日まで処理した.

日中は,外気温が設定温度を下回らない限り 9～16時まで側窓を開放した.

供試品種を,1993年11月 8日に播種,12月 2日に仮植して,1994年1月10日に

木箱に1箱当たり4株定植した.定植用土は試験1と同一とし,施肥は1a当

たり換算成分量で窒素1.4k,りん酸1.6kg,カリ1.8kgを定植前に施用した.

試験規模は1区1箱3反復とし,定植と同時に環境制御温室に搬入して処理を

開始した.処理開始後は無摘心で開花まで調査した.

結 果

試験1 摘心栽培における冬期夜温の違いが開花に及ぼす影響

図4-1に切り花の発生位置の模式図を示した.いずれの品種も,摘心後に

第2節からの一次分枝(以下第2節分枝)が,次いで第1節および子葉節の一

次分枝が,その後に第2節分枝の採花部分から発生した二次分枝(以下採花後

分枝)が開花した･なお,第1節および子葉節からの一次分枝はおおむね同時

採花後に発生する二次分枝 採花後分枝

第2節からの一次分枝
-…--…=第2節分枝

第1節からの一次分枝

√子葉節からの一次分枝
×:摘心位置

=:採花位置
(分枝位置から1節残し)

図4-1 分枝発生位置模式図
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期に開花しており,ここでは一括して第1節以下分枝とした.

表4-1に夜温の違いによる供試品種の到花日数を発生位置別に示した.第

2節分枝,第1節以下分枝および採花後分枝の開花日は,品種により夜温の影

響が異なった･`初春'と`ライトピンクバタフライⅡ'では,第2節分枝の

開花は処理開始直後におおむね終了しており,夜温が高いほど,その後に伸長

する第1節以下分枝の開花が促進された.`初春'では,第1節以下分枝の平

均開花日は,6℃と11℃とでは8日,11℃と16℃とでは17日の差があり,採

花後分枝は11℃以上で開花した･`ライトピンクバタフライⅡ,では,第1節

以下分枝の平均開花日は,6℃と11℃とでは19日,11℃と16℃とでは13日の

違いとなり,採花後分枝は16℃でのみ開花した.この2品種の同一夜温にお

ける第1節以下分枝の開花日を比較すると,`初春,は`ライトピンクバタフ

ライⅡ'よりも16～27日早く開花した.`ヴェルン,は夜温制御開始27～45

日後に開花し,夜温が高いほど第2節分枝の開花が促進された.しかし,第1

節以下分枝の開花日には各処理区の間に有意差は認められなかった.採花後分

枝は夜温16℃でのみ開花した.

夜温の違いと採花本数との関係を表4-2に示した.`初春,は夜温16℃で

採花後分枝が3･3本と他の処理区よりも多くなり,1株当たり採花本数は8.9本

表4-1キンギョソウの清心栽培におけや冬期夜温の違いが開花分枝の発生位置別到花日数に及ぼす影響

`初春' ライトピンクバタフライⅡ

夜温 第2節分枝聖暫採花後分枝
第2節分第1飾以〒

J｣ト ′しJJ_

ヴェルン

拐訝採花後分枝第2節分第ち訝下採花後分枝第2節分枝第豊▲下枝 採花後分枝

(モ)(慧 三三)L,(竺 (ミ三:三)_ (竺)(ヲ1!竺)⊥む6 88 155bW 86 182c 124b 183

11 90 147ab 189 92 163b l17b 171

16 82 130a 184 85 150a 195 106a 164 187

有意性X NS * NS NS *** ** NS

王栽培概要,播種:1993年7月30日,仮構:8月16日,摘心:9月10日,定植:9月16日.

y到花日数は摘心から開花までの日数(小花4輪開花時).
X

F検定,***:0･1%水準で有意,榊:1%水準で有意｣*:5%水準で有息NS:有意差なし.

Y数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(肝卿温 5%).

表4-2キンギョソウの摘心栽培における冬期夜濫の違いが開花分枝の発生位置別の採花本数に及ぼす影響

`初春'

夜温

第2節分枝第濃げ採花後分枝器毘
(℃) (本) (本) (本) (本)

`ライトピンクバタフライⅡ,

第2節分枝第豊作採花後分枝㍊

`ヴェルン'

第2節分 第 1節以下
枝 分枝

(本) (本) (本) (本)
採花後分枝深㌶

(本) (本) (本)
6 1.9 3.2 0.O cV 5.1b 1･9 2･9 0･0 4･8 2･0 1.O b O.0 3.O b

l1 2･0 3･1 0･5b 5･6b 2･0 3･8 0･0 5･B l･9 l.2b O.0 3.1b

16 2.0 3.6 3.3 a 8.9 a 2.0 2.7 0･7 5･4 2･0 2.1a O.2 4.3 a

有意性Ⅹ NS NS *** ** NS NS NS NS NS * NS *

;栽培概要,播種:1993年7月30日,仮植:8月16日,摘心:9月10日,定格:9月16日.

y開花開始から3月31日までの採花本数.
X

F検ヌ已***:0.1%水準で有意,榊:1%水準で有意,*:5%水準で有息NS:有意差なし.

W数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(Rm湖艶 5%).
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となった.`ライトピンクバタフライⅡ'の採花本数には各処理区の間に有意

差はみられなかった.`ヴェルン'では夜温16℃で第1節以下分枝の採花本数

が2.1本と他の処理区よりも多くなり,1株当たり採花本数は4.3本となった.

切り花品質について表4-3に示した.夜温が高くなるほど販売可能本数(以

下上物本数)の割合が低下した.`初春'では夜温が高くなるほど茎が細くな

り軟弱な切り花が増加し,切り花長は16℃で 79cm以下が 5.0本と最も多くな

った.`ライトピンクバタフライⅡ'では16℃で花飛びが増加して上物本数が

減少し,切り花長は 59cm以下が1.7本と最も多くなった.`ヴェルン'では夜

温11℃,16℃で花飛び,軟弱,曲がりが増加し,切り花長は夜温16℃で99cm

以下が2.0本と最も多くなった.

試験2 無摘心栽培における定植後の冬期夜温が開花に及ぼす影響

試験2の結果を表4-4に示した.無摘心栽培では夜温が高くなるほど,発

らいが早まり,開花時期も早くなった.定植～発らい,発らい～開花の両期間

ともに夜温が高くなるほど短縮し,16℃では 6℃よりも 22 日早く開花した.

表4-3 キンギョソウの摘心栽培における冬期夜温の違いが切花品質･切花長に及ぼす影響

合計y 切 花 品 質Ⅹ 切 花 長

品種名 処理区 本数 上物 花飛び 軟弱 曲がり <39cm 40～59 60～79 80～99 100<

(℃) (本)(本)(本)(本)(本) (本)(本)(本) (本) (本)

6 5.1 4.0

11 5.6 3.6

16 8.9 4.1

ライトピンクバ 6 4.8 4.3

タフライⅡ

ヴェルン

11 5.8 5.1

16 5.4 3.5

6 3.0 3.0

11 3.1 2.8

16 4.3 3.2

0.0 1.0 0.1

0.3 1.1 0.6

0.5 3.2 1.1

0.2 0.2 0.1

0.3 0.0 0.4

1.1 0.5 0.3

0.0 0.0 0.0

0.1 0.1 0.1

0.3 0.5 0.3

0.0 0.0 0.6 2.6 2.0

0.0 0.1 0.7

0.0 1.5 3.5

0.1 0.4 1.7

0.0 0.5 1.8

0.6 1.1 2.0

0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.1

0.0 0.0 0.5

3.6 1.2

3.1 0.8

1.8 0.8

3.0 0.5

1.5 0.2

0.0 3.0

0.2 2.8

1.5 2.3

Z栽培概要,播種:1993年7月30日,仮構:8月16日,摘心:9月10日,定植:9月16日.

y

開花開始から3月31日までの採花本数.

X上物:商品として販売可能,花飛び:小花の花飛び,軟弱:茎が柔らかい,曲がり:茎の曲がり.

表4-4キンギョソウ`ライトピンクバタフライⅡ'の無摘心栽培における定植後の夜温が開花に及ぼす影響

定植～ 発らい 定植～

夜温 発らい日 開花日y 発らい ～開花 開花

(℃) (月/日) (月/日) (日) (日) (日)

草 丈

発らい暗 闘花時 節 数
(c皿) (cm)

6 3/12aW 4/18a

l1 3/4b 4/8b

16 2/23c 3/26c

61a 37a

54b 35b

44c 32c

98a 28.6a 89.4a 36.9a

89b 28.2a 82.O b 33.6b

76C 24.7b 73.3c 34.8ab

有意性Ⅹ *** *** *** *** *** * ** *

Z栽培概要,播種:1993年11月8日,仮植:12月2日,定植:1月10日.

y開花日は小花4輪開花時とした.
X

F検定,***:0.1%水準で有意,**:1%水準で有意,*:5%水準で有意.

W数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(RY州法,5%).
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草丈は,夜温が高いほど高く推移した(データ省略)が,発らい,開花時の草

丈は低くなった.節数は,夜温が高いほど減少する傾向を示したが,11℃と16

℃との間に差はみられなかった.

考 察

キンギョソウの無摘心栽培では,栽培温度が高いほど生育･開花が促進され

る(Sanderson･Link,1967)･また,生育適温は生育ステージによって異なる(Miller,

1962).しかし,据え置き株を数か月にわたり採花し続ける摘心栽培において

は,常に生育ステージの異なる枝が生育していることから,栽培時期による温

度の変更は困難であり,冬期間の好適な夜温を選定する必要がある.

稲葉ら(1997)は,`ライトピンクバタフライⅡ'を供試して摘心時期によ

り,第2節分枝の開花時期を調節できるが,第1節以下分枝および採花後分枝

の多くは3月になることを示した.このときの夜温は8℃であった.産地でも,

夜温 5℃では開花遅延する品種があるといわれている(稲葉,1994).試験1

の摘心栽培において,`初春'と`ライトピンクバタフライⅡ,では夜温設定

直後に開花した第2節分枝の開花に夜温による差はなく,その後に第1節以下

分枝の開花が促進された.`ヴェルン'では,夜温制御開始27～ 45日後に開

花した第2節分枝において,高夜温による開花促進効果が認められた.また,

試験2の無摘心栽培において,定植～発らいおよび発らい～開花の両期間とも

に夜温が高いほど短縮した.これらのことから,夜温の影響は生育期間を通じ

て現れるものと思われ,一定期間設定夜温下で栽培されることで,早晩性の違

いにかかわらず設定夜温が高いほど開花が促進されることが明かとなった.

一般に`初春'は切り花本数の多い品種(稲葉,1994),`ライトピンクバタ

フライⅡ'は秋には順調に開花するが冬期に開花しにくい品種(細谷,1994)

とされている･試験1の結果でもこれと同様に`初春'が最も低温下で開花し

やすい品種,`ライトピンクバタフライⅡ'はより高い夜温が必要な品種,`ヴ

ェルン'は最も高夜温を必要とする品種であることが明らかとなった.

アメリカで育成されているキンギョソウのFl品種の多くは,開花時期別に

4つのグループに分類されている(Co汀･Laugh肥り998;Roge指,1992).すなわち,

冬期･早春の開花に適し冬期の好適夜温が7～10℃であるグループⅠ(Ⅰ型),

晩冬･春の開花に適し好適夜温が10～13℃であるグループⅡ(Ⅱ型),晩春
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･秋の開花に適し好適夜温が13～16℃であるグループⅢ(Ⅲ型),夏の開花

に適し好適な夜温は16℃以上で,それ以下の夜温ではブラインドになるグル

ープⅣ(Ⅳ型)である.我が国ではこのような分類は一般的ではないが,今回

供試した3品種をこれにあてはめると,`初春'がⅠ型,`ライトピンクバタ

フライⅡ'がⅡ型,`ヴェルン'はⅢ型に近い特性を持つものと考えられた.

試験1における採花本数は,`初春'と`ヴェルン'では夜温16℃で増加し

たが,`ライトピンクバタフライⅡ'では夜温による差は認められなかった.

しかし,`初春'と`ライトピンクバタフライⅡ'では夜温11℃以上で第1節

以下分枝の開花が促進されていることから,産地における夜温5℃程度での1

～2月の採花本数の減少(稲葉,1994)については夜温を高めることで改善する

ことが可能と考えられる.また,試験1は木箱で栽培しており,箱栽培と地床

栽培とでは採花本数が異なることから(稲葉ら,1997),今後,産地での実証も

含め,さらに検討が必要と思われる.

切り花は,夜温が高くなるほど品質が低下した.`初春'では夜温が高くな

るほど茎が細く,軟弱な切り花が,`ライトピンクバタフライⅡ,では夜温16

℃で花飛びが,`ヴェルン'では夜温11℃,16℃で花飛び,軟弱花,茎の曲が

りが増加した.また,いずれの品種も高夜温で短い切り花の本数が多くなった.

試験2においても,夜温が高い方が開花時草丈は低くなった.これまで,栽培

温度とキンギョソウの切り花品質に関する報告はないが,切り花長については

生育後期に温度が低くなると草丈が高くなる(Miuer,1962)との報告とおおむ

ね一致した.節数は,夜温が高い方が少なくなったが,夜温11℃と16℃との

差はみられなくなった.これは,夜温が高いほど花芽分化が促進された結果と

考えられるが,発らい,開花が日長が長くなりつつある時期であることから,

温度の影響だけでなく,日長の影響についても検討する必要があると思われる.

以上,到花日数,採花本数および切り花品質などからみて,供試品種に好適

な冬期夜温は,`初春'では6～11℃,`ライトピンクバタフライⅡ,は11℃,

`ヴェルン'は16℃と考えられた.

第2節 冬期の夜温と長日処理が開花に及ぼす影響

第2節では,第1節の結果の一部を踏まえ,産地での夜温設定に近い6℃お
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よび11℃における長日処理の有無が生育開花に及ぼす影響を摘心栽培と無摘

心栽培において検討した.

材料および方法

試験1 摘心栽培における冬期の夜温と長日処理が開花に及ぼす影響

試験には`メリーランドピンク'(普通咲き),`ライトピンクバタフライⅡ,

(ペンステモン咲き)および`ヴェルン'(普通咲き)の3品種を供試した.試験

は静岡農試南伊豆分場内の環境制御温室で行った.冬期の最低夜温を6℃と11

℃に設定し,それぞれに自然日長と電照による長日処理とを組み合わせた計4

処理区とした.処理は1994年11月 28日～1995年3月 31日まで行った.長日処

理は10d当たり100Wの白熱灯1灯を4:00～8:00と16:00～20:00の2回点灯して

16時間日長とした.日中の温度管理は外気温が11℃を下回らない限り 9時～16

時まで側窓を開放した.1994年7月 29日に市販育苗用土(与作N-150:チッ

ソ旭)を充填した育苗箱に播種し,8月12日に山土とバーク堆肥を 2:1に混合

した用土(以下用土)を充填した専用の仮植床に仮植した.9月 7日に第2節

で摘心し,9月14日に34cmX 34cm,深さ25cmの木箱(以下木箱)に1箱当た

り4株定植した.施肥は1回につき1a当たり成分量で窒素1.4kg,りん酸1.6

短,カリ1.8鹿を慣行法に従って定植前と切り花開始後の 2回施用した.試験

規模は1区1箱3反復とした.摘心後に発生した一次,二次分枝の整理は行わ

なかった.小花4輪が開花した時点を開花日とした.1995年3月 31日までに開

花した全分枝を分枝位置から1節残して採花し,発生位置別に開花日,切り花

品質を調査した･切り花品質は産地の出荷規格に従い出荷可能な上物,花飛び,

軟弱に区分し,それぞれの切り花長と節数を調査した.なお,処理開始時点で

の供試品種の草丈は`メリーランドピンク'は 60～ 70cm,`ライトピンクバ

タフライⅡ'は50～60cm,`ヴェルン'は90～100cmであった.

切り花の発生位置の模式図は図4-1のとおりである.

試験2 無摘心栽培における冬期の夜温と長日処理が開花に及ぼす影響

試験1と同じ3品種を供試した.試験場所,処理区,育苗および管理方法は

試験1と同様とし,定植時から1995年3月 31日まで処理した.1994年10月14

日に播種,11月10日に仮植,12月 20日に試験1と同じ木箱に4株定植し,試
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験場所に搬入した.定植用土は試験1と同じものを使用した.施肥は1a当た

り成分量で窒素1.4kg,りん酸1.6短,カリ1.8短を定植前に施用した.試験規

模は1区1箱3反復とした.摘心は行わず,無摘心のまま発らい日,開花日,

草丈および節数を調査した.小花 4輪が開花した時点を開花日とした.草丈は

発らい時と開花時に,節数は開花時に調査した.定植時の平均草丈は`メリー

ランドピンク'が5.4cm,`ライトピンクバタフライⅡ'が4.2cm,`ヴェルン'

が 4.5cmであった.

結 果

試験1 摘心栽培における冬期の夜温と長日処理が開花に及ぼす影響

夜温と長日処理が分枝の発生位置別到花日数に及ぼす影響を表4-5に示し

た.処理開始時点で`メリーランドピンク'ぉよび`ライトピンクバタフライ

Ⅱ'では第2節分枝の大部分が,`ヴェルン'では第2節分枝の約半数が開花

済みであり,第1節以下分枝はその収穫後に伸長を開始した.いずれの品種も

長日処理の有無に関わらず第1節以下分枝の開花が夜温11℃で促進されたが,

長日処理の効果は認められなかった.

採花本数に及ぼす影響を表4-6に示した.`メリーランドピンク,では夜
表4-5 摘心栽培における冬期の夜温と長日処理が開花分枝の発生位置別の到花日数に及ぼす影響

`メリーランドピンク, `ライトピンクバタフライⅡ'
ダニルン

夜温 日長
第2節分枝第㌔賢下採花後分枝第諾分第豊げ採花後分枝第2節分枝常澄下採花後分枝

(℃) (日) (日) (日) (日) (日) (日) (日) (日) (日)

6 長日 50

自然 54

11 長日 49

自然 53

9

1

5

9

5

広U

4

4

1

1

1

1

181

183

170

9

2

0

5

5

5

5

5

1

2

3

4

9

n8

7

7

1

1

1

1

1
6
0
1
7
5
1
7
2
塑
N
S

NS

NS

78

75

74

聖
耶

NS

NS

168

170

145

149

1
7
4
1
7
8
1
9
0
塑
*
N
S
肺

有意性W 夜温 NS ** NS

日長
NS

NS
NS

夜温×日長 NS NS
NS

NS
*榊

NS
NS

NS
NS

王

栽培概要,播種:1994年7月29日,仮植:8月12日,摘心:9月7日,定植:9月14日.
y

到花日数は摘心から開花までの日数(小花4輸開花時).
X

第2飾,第1節以下,採花後分枝はいずれも開花分枝の発生位置を示す.
▼

F検定,*■*:0.1%水準で有意,抽:l%水準で有意,*:5%水準で有意,ⅣS:有意善なし.

表4-6 ■摘心栽培における冬期の夜温と長日処理が開花分枝の発生位置別の採花本数に及ぼす影響

≡一†

S

S

虫T

N‖

‥N

`メリーランドピンク' `ライトピンクバタフライⅡ' 一ヴェルン,

槻 日長
第2紛枝第潜下採花後分枝農墨第2節分枝削管下分

`用■｣〟仇

按 杯1bⅧ刀伏 採花本数 按 分枝
快化乍

(本) (本) (本) (本) (本) (本) (本)

採花後分枝 慧芝空認第響分第崇瞥下採花後分枝

(℃) (本) (本) (本) (本)

6 長日 2.2 乙3 0.7 5.2

自然 2.4 2.9 0.0 5.3

11 長日 2.2 3.0 0.9 6.1

自然 2.3 3.1 0.3 5.7

2.5 2.8 0.3 5.6

2.3 2.0 0.2 4.5

2.2 4.0 0.6 6.8

2.3 3.3 0.3 5.9

1.9 1.3 0.4

1.9 1.3 0.3

1.9 1.5 0.5

2.1 1.3 0.6

3.6

3.5

3.9

4.0

有意性X 夜温 NS NS NS NS NS ** NS

日長 NS NS NS NS NS ** NS

夜温×日長 NS NS NS NS NS NS NS

NS NS NS NS

NS NS NS NS

NS NS NS NS

播種:1994年7月29日,仮櫨:8月12日,摘心:9月7日,定植:9月14日.

開花開始から3月31日までの1株当りの採花本数.

F検定,***:0.1%水準で有意,**:1%水準で有意,NS:有意差なし.

-61-



表4-7 摘心栽培における冬期の夜温と長日処理が切り花品質に及ぼす影響

メリーランドピンク ライトピンクバタフライⅡ

夜温 日長 採花本数X うち上物本数Ⅴ切り花長V 節数V 採花本数 うち上物本数切り花長 節数

(本) (cm) (節) (本) (本) (cm) (節)(℃)+(節)

6 長日 3.0 2.8
100

49 3.1 3.1 84 40

ヴェルン'

採花本数 うち上物本数 切り花長

(本) (本) (em)

2.1 2.0
108

1.8 1.8 101

撒
軋
6
｡
6
｡
5
5
6
｡
一
N
S

NS

NS

自然 2.9 3.1 92

11 長日 3.9 3.3
88

自然 3.1 3.4
8ヰ

有意性u 夜温 情 借
料

日長
NS NS NS

49 2.2 1.9 80 40

45 4.6 3.8 71 35

3.6 3.2 66 3749一NS

NS

2.4 2.0

2･5芯

NS

NS

105

2.5
101

NS NS

NS NS

NS NS

虫T

S

*

*

N S

*

N

S

S

*

N

N

抽

NS

NS
夜温入日長

NS NS NS NS

播種:1994年7月29日,仮植:8月12日,摘心:9月7日,定植:9月14日

調査期間は処理開始(1994年11月調日)から3月31日まで.

Ⅹ処理開始(1994年11月28日)から3月31日までに得られた1株当たり採花本数.

∇採花した切り花のうち花飛び,軟弱を除き出荷規格を満たしたものの1株当りの本数.
V切り花の平均値.
q

F検定,棉:1%水準で有意,*:5%水準で有意,NS:有意差なし.

温11℃で採花本数が増加する傾向を示したが,処理区間に有意差はみられな

かった.`ライトピンクバタフライ Ⅱ'では夜温11℃ならびに長日処理により

第1節以下分枝の採花本数および合計採花本数が増加し,第1節以下分枝が4.0

本,1株当たり採花本数では 6.8本と供試品種中で最大となった.`ヴェルン'

では夜温の違いおよび長日処理による採花本数への影響は認められなかった.

処理開始後から 3月 31日までの切り花品質について表4- 7に示した.`メ

リーランドピンク'では採花本数,上物本数および節数には差はみられなかっ

たが,切り花長は夜温11℃で減少した.`ライトピンクバタフライⅡ'では採

花本数ならびに上物本数が夜温11℃と長日処理で増加した.切り花長と節数

は夜温11℃で減少した.また,長日処理の有無に関わらず夜温11℃で花飛び

が増加する傾向を示した(データ省略).`ヴェルン'では処理による違いは

みられなかった.

試験2 無摘心栽培における冬期の夜温と長日処理が開花に及ぼす影響

夜温と長日処理が到花日数に及ぼす影響を表4-8に示した.いずれの品種

も夜温11℃ならびに長日処理で定植から発らいまでの日数および定植から開

花までの日数が短縮した.発らいから開花までの目数は夜温11℃でのみ短縮

し,長日処理の影響はみられなかった.夜温11℃+長日区における定植から

開花までの日数は,夜温 6℃+自然日長区と比較して`メリーランドピンク,

では 30 日,`ライトピンクタフライⅡ'では 28 日,`ヴェルン'では 31日短

縮した.

品種間では`メリーランドピンク'が最も早く,次いで`ライトピンクバタ

フライⅡ',`ヴェルン'の順に開花した.`メリーランドピンク'と`ヴェル
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ン'の同一処理における開花日には,16～23 日の違いがあった.

無摘心栽培における草丈と節数を表4-9に示した.`メリーランドピンク,

では夜温11℃で開花時の草丈が低くなり,長日処理により 自然日長より節数

が減少した.`ライトピンクバタフライⅡ'では夜温11℃で開花時の草丈が低

くなり,夜温11℃ならびに長日処理で節数が減少した.`ヴェルン'では夜温

および長日処理による草丈への影響はみられなかったが,長日処理で節数が減

少した.

表4-8 無摘JL､栽培における冬期の夜温と長日処理が開花に及ぼす影響

`メリーランドピンク' `ライトピンクバタフライⅡJ `グェルン'

夜温 日長 定植～発らい発らい～開花ア 定植～開花 定植～発らい発らい～開花定植～開花 定植～発らい発らい～開花定格～開花

(℃) (日) (日) (日) (日) (日) (日〉 (日) (日) (日)

6 長日 46

自然

11 長日

自然

4

4

5

5

3

4

51 97 62

5

4

38 83

3

8

5

7

4

5

43 105

0

7

7

4

3

3

70 44 114

3

3

5

8

5

ごU

9

8

1

3

3

■
4
▲

有意性X 夜温 *** ***

日長 *抽 ⅣS **

袴温×日長 NS

_
NS NS

栽培概要,は種:1994年10月14日,仮構:11月10日,定植:12月20日.

開花日は小花4輪開花時.

嚢T

S

S

*

N

N

*

S

*

*

Ⅳい

*

E

F検定,***:仇1%水準で有意,**:1%水準で有意,*:5%水準で有意,ⅣS:有意差なし.

表4-9 無摘心栽培における冬期の夜温と長日処理が草丈と節数に及ぼす影響

`メリーランドピンク' `ライトピンクバタフライⅡ'

夜温 日長 発らい時草丈

(℃) (皿)

6 長日 33

自然 33

11 長日 29

自然 36

開花時草丈Z 節 数 発らい時草丈 開花時草丈 節 数

(cm) (節) (皿)

104 32 35

99 45 31

93 31 31

93 45 33

`ヴェルン'

発らい時草丈 開花時草丈 節 数

(皿) (節) (cm) (cm) (節)

98 34

88 37

78 28

86 37

53 119 56

54 111 67

52 113 47

53 113 66

有意性E 夜温 NS

日長 NS

夜温×日長 NS

*** NS NS

NS *** NS

NS NS *

* *

NS **

* *

栽堵概要,は種:1994年10月14日,仮構:11月10日,定植:12月20日.

小花4輪開花した時点での草丈.

F検定,***:0.1%水準で有意,**:1%水準で有意,*:5%水準で有意,NS:有意差なし.

NS NS NS

NS NS ***

NS NS NS

考 察

キンギョソウは地中海沿岸が原産で,原種は絶対的な長日性を有していたが,

冬期の温室栽培向けの品種を育成する過程で短日期にも開花する相対的長日性

を持つ品種が育成された(Rogers,1992).F血t(1960)は24時間日長では12時間

日長より到花日数と英数を減少させるが,6時間日長では 5か月間発らいしな

いことを報告した･Magirmes･Langhans(1961)の報告では 9時間日長より18時間

日長で開花開始が早く,温度が高いほどそれらの日長下での開花開始時期が早

くなることを認め,花芽の形成は日長と温度に敏感であるとしている.Sanderson

･Li止(1967)は早晩性の異なる 2品種を供試して夜温が高いほど,また光中
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断の時間が長いほど開花が促進されることを報告した.さらに,Hedl甲(1974)

は早晩性の異なる 2品種を供試して長日処理による開花促進効果と,その品種

間差異を報告した.これらは,いずれも無摘心栽培での結果である.

試験1の摘心栽培と試験2の無摘心栽培では処理開始時期に 20 日あまりの

違いがあるが,ほぼ同時期の処理と仮定して比較検討した.摘心栽培では供試

した3品種ともに夜温の影響の方が大きく,長日処理による開花促進効果は認

められなかった.しかし,無摘心栽培では夜温が高いと定植～発らいおよび発

らい～開花の両期間を短縮したが,長日処理では発らいまでの期間のみを短縮

し,海外での報告(Flint,1960;Hedley,1974;MagirLneS･Langhans,1961;Sanderson･Link,1967)

と一致した･供試品種の早晩性は`メリーランドピンク'がⅠ型(CoⅡ･Langh妃r,

1998),`ライトピンクバタフライⅡ'がⅡ型,`ヴェルン'がⅢ型(稲葉･大

塚,2002)であり,試験 2における到花日数はそれを裏付ける結果となった.

若澤･大塚(1991)は`ライトピンクバタフライⅡ'を供試し,9月の定植

後からの長日処理は一番花の開花促進に有効であるが切り花品質を低下させる

と報告した･したがって,試験1では産地の作型を想定し第2節分枝の開花期

以降の11月下旬に処理を開始した.

ところが,試験1の摘心栽培では長日処理による開花促進は認めらなかった.

ほぼ同時期に処理を行った試験2の無摘心栽培では長日処理の効果が認められ

た･君津･大塚(1991)は調査対象の分枝より下位節位から発生した分枝をすべ

て整理して一番花採花後の11月下旬に長日処理を開始したところ,二番花の

開花促進効果を認めている･すなわち,摘心栽培で分枝を整理しなかった場合,

常に生育ステージの異なる枝が混在するので,発らいまでの期間のみを短縮す

る長日処理ではその効果が確認しにくいものと考えられた.

アメリカではⅢ型品種を短日期に無摘心栽培する作型で長日処理が推奨され

ている(CoIT･La喝b眠r,1998)･しかし,試験2の無摘心栽培の開花日からみて,

`ヴェルン'の到花日数をⅡ型品種に近づけるには,さらに高夜痘下での長日

処理が必要と考えられた.

採花本数は`ライトピンクバタフライⅡ'で夜温と長日処理の影響が認めら

れた･しかし,稲葉･大塚(2002)は`ライトピンクバタフライⅡ,の摘心栽

培において夜温による採花本数の違いを認めていない.この報告では試験1の
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前年同時期の 7月 30 日に播種し,9月10 日に摘心しているが,第 2節分枝は

約 30 日遅く開花しており,この違いが第1節以下分枝の発生本数に影響した

ものと推察された.また,`ライトピンクバタフライⅡ'は長日処理で第1節

以下分枝の発生本数が増加しやすい性質を持つ品種と考えられた.試験1の長

日処理は11月下旬から開始したが,このよ うな品種ではこれよりも数週間早

い第2節分枝の発らい後からの長日処理についても検討する余地があると考え

られた.

一方,Ⅰ型品種の`メリーランドピンク'とⅢ型品種の`ヴェルン'の採花

本数には処理による差がみられなかった.`メリーランドピンク'は試験2の

無摘心栽培では供試品種中で最も開花が早かったが,摘心栽培における第1節

以下分枝の発生本数については夜温ならびに長日処理の影響を受けにくい品種

と考えられた.`ヴェルン'は夜温16℃で採花本数が増加する(稲葉･大塚,

2002)が,試験1の夜温11℃+長日処理では夜温16℃ほどには採花本数を増

加させる効果は得られないものと推察された.

切り花品質について Maginnes･Langhans(1961)は 9時間日長では18時間日長

よりも出荷を想定した階級(Society of AmericanFlorists(S.A.F)Grade)が優れると

報告した.Sa血e指On･Li止(1967)は9時間日長では良質な切り花が得られるが,2

～

6時間の光中断をすると品質が低下し,その程度には品種間差があると述べ

ている.アメリカでは長日処理はⅢ型品種には適するがⅠ型およびⅡ型品種に

は適さないとされている(CoIT･Laughner,1998).しかし,君津･大塚(1991)は

定植直後からの長日処理では品質低下したが,試験1とおおむね同時期の一番

花終了後に長日処理を開始すると自然日長区との間に切り花長と節数がやや減

少したほかは品質には大差はないとしている.試験1における処理開始後の品

質調査では`メリーランドピンク'と`ヴェルン'の上物本数には処理による

差はみられなかったが,`ライトピンクバタフライⅡ'では長日処理で上物本

数が増加した.なお,上物の基準とした産地の出荷規格は外見と切り花長のみ

で決定しており(稲葉,1994),箱栽培と地床栽培では切り花長や採花本数な

ど一部の特性が異なる(稲葉ら,1997)ことから,今後,産地における栽培実

証が必要である.

切り花長は試験1および試験2ともに同一夜温における長日処理の影響はみ
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られなかった.これは同一場所で処理を行った若澤･大塚(1991)の二番花に

おける自然日長と長日処理との比較とは異なった.この違いが年次変動である

のか,あるいは整枝方法など別の要因によるのかについてはさらに検討が必要

である.

節数はいずれの品種も試験1では長日処理による影響はみられなかったが,

試験2では長日処理で減少した.無摘心栽培においては長日処理で花芽分化が

早まった結果,開花が促進することを裏付けるものと考えられた.これに対し,

`ライトピンクバタフライⅡ'だけは試験1,試験2の夜温11℃で節数が減少

した.稲葉･大塚(2002)も同様の結果を報告しており,`ライトピンクバタ

フライⅡ'は`メリーランドピンク'ぉよび`ヴェルン'とは異なる花芽分化

特性を持っている可能性がある.

以上より,夜温と長日処理の影響は摘心栽培よりも無摘心栽培で明確に現れ

ることが明らかとなった.摘心栽培では夜温と長日処理の影響に品種間差があ

り,`ライトピンクバタフライⅡ'でのみ夜温11℃と長日処理の組合せで第1

節以下分枝における採花本数の増加が認められた.産地では一番花開花後の二

番花の開花促進と採花本数の増加が求められており(稲葉,1994),この点か

らみても供試品種の中では`ライトピンクバタフライⅡ'が最も夜温と長日処

理の組合せの効果が期待できる品種と考えられた.

第3節 無摘心栽培における加温開始時期と夜温設定

第3節では,冬期の無摘心栽培において加温開始時期と時期別の夜温設定と

の組み合わせが生育開花に及ぼす影響を検討した.

材料および方法

試験は静岡農試南伊豆分場内の環境制御温室で行った.供試品種として`メ

リーランドピンク'(Ⅰ型)と`ライトピンクバタフライⅡ,(Ⅱ型)の 2品

種を用いた.

1998年10月12日に市販育苗用土(与作N-150:チッソ旭)に播種し,10月26

日に山土とバーク堆肥を2:1に混合した用土(以下用土)に仮植した.11

月16日に用土を充填した34cmX34cm,深さ25cmの木箱(以下木箱)に4株定
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植し,処理を開始した.試験規模は1区1箱3反復である.なお,施肥は1a

当たり成分量で窒素1.4kg,りん酸1.6kg,カリ1.8kgを定植前に施用した.

処理区は表4-10に示すとおり,加温開始時期と夜温設定とを組み合わせ

た8区を設定し,199$年11月16日から1999年3月 31日まで処理した.すなわ

ち,12月15日までは無加温で12月16日から夜温6℃で加温する区(無一無-6

℃),12月1日から夜温6℃に加温する区(無一･6-6℃),12月16日から夜

温11℃に加温する区(以下無一無-11℃),12月1日から夜温11℃に加温す

る区(以下無-11-11℃),11月16日から夜温11℃に加温する区(以下11

-11-11℃),11月16日から12月15日まで夜温16℃で12月16日から夜温11

℃に加温する区(16-16-11℃),11月16日から12月15日まで夜温11℃で12

月16日から夜温16℃に加温する区(11-11-16℃),11月16日から夜温16

℃に加温する区(以下16-16-16℃)の8処理区である.日中の温度管理は

外気温が11℃を下回らない限り 9時～16時まで側窓を開放した.

無摘心のまま発らい日,開花日,草丈および節数を調査した.小花4輪が開

花した時点を開花日とした.草丈は12月1日,12月16日,発らい時および開

花時に,節数は開花時に調査した.花穂の先端から最下部の小花の下側までを

花穂長と した.

なお,定植時の草丈は`メリーランドピンク'が 4～ 5c皿,`ライトピンク

バタフライ Ⅱ'が3cmであった.

則各処理区の時期即夜温設定

処理区
時 期 (月/日)

11/16～11/30 12/1～12/15 12/16～3/31

① 無一無- 6℃ 無加温

② 無-6- 6℃ 無加温

③ 無一無-11℃ 無加温

④ 無一11-11℃ 無加温

⑤11-11-11℃ 11℃

⑥16-16-11℃ 16℃

⑦11-11-16℃ 11℃

⑧16-16-16℃ 16℃

無加温 6℃

6℃ 6℃

無加温 11℃

11℃ 11℃

11℃ 11℃

16℃ 11℃

11℃ 16℃

16℃ 16℃

結 果

試験開始1か月間の最低気温(平均値±標準偏差)は11月16日から11月 30

日までが8･5±2･6℃,12月1日から12月15日までが7.7±3.3℃であった.調
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査期間中に最低気温16℃以下となったのは11月上旬から 3月,11℃以下とな

ったのは11月中旬から 3月,6℃以下となったのは12月下旬から 2月下旬で

あった(図4-2).

■U

最
低
気
温
(
℃
)

H

12 3 4 5 612 3 4 5 612 3 4 5 612 3 4 5 612 3 4 5 6

11月 12月 1月 2月 3月

国4-2 試験実施場所における半句別最低気温の推移

表4-11に`メリーランドピンク'の到花日数について示した.定植～発

らいまでの期間は定植直後から加温を開始し,かつ夜温が高い区ほど短かった.

発らい～開花までの期間は発らい後の夜温が高い区ほど短かった.この結果,

定植～開花までの期間は夜温が高いほど,また加温開始が早いほど短かくなっ

た.

表4-12に`ライトピンクバタフライⅡ'の到花日数について示した.定

植～発らいの期間は定植直後からの夜温16℃が最も短かった.発らい～開花

までの期間は発らい時点で夜温16℃となっていた11-11-16℃区が32日,16

-16-16℃区35日と短かった.この結果,定植から開花までの期間は夜温が

表4-11加温開始時期と時期別の夜温設定が`メリーランドピン
ク'の開花に及ぼす影響

≒∴∴=∵｡｢∵≡一∴‥‥∵∵∵∵∵
定植一発らい発らい～開花 定植～開花

(日) (日) (日)

64d∇ 54d l18f

61cd 53d l14f

63d 45c lO8e

63d 43c lO6de

57bc 44c lOIcd

54b 46c lOO c

56bc 32a 88b

47a 35b 82a

処理区

無一無-6℃

無- 6- 6℃

無一無一11℃

無-11-11℃

11-11-11℃

16-16-11℃

11-11-16℃

16-16-16℃

有意性X ** *** ***

Z栽培概要,播領:1998年10月12日,仮植:10月26日,定植(処理開始):11月16日.

ア小花4輪開花時点.
X

F検定,**:1%水準で有意､***こ0.1%水準で有意.

W数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(RYAN法,5%).
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表4-12 加温開始時期と時期別の夜温設定が`ライトピンクバ

タフライⅡ'の開花に及ぼす影響

定植～発らい 発らい～開花 定植～開花

(日)

96cW

87b

79b

79b

84b

68a

77b

63a

腑
冊
S
測
…
…
紺
㌶
細

こ
二
二
=
∴
二
三
｣
‥
､
…

処理区

無一無- 6℃

無- 6- 6℃

無一無-11℃

無-11-11℃

11-11-11℃

16-16-11℃

11-11-16℃

16-16-16℃

(日) (日)

44ab 140c

47c 134c

40abc l19b

41abc 120b

37ab 121b

42abc llO b

34a lllb

33a 96a

有意性Ⅹ *** ** ***

ヱ栽培概要,播種:1998年10月12日,仮植:10月26日,定植(処理開始):11月16日.

y小花4輸開花時点.
Z

F検定,**:1%水準で有意､***:0.1%水準で有意.

y数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(RY劇J法,5%).

高いほど短かくなった.

表4-13に`メリーランドピンク'の草丈,節数および花穂長を示した.

草丈は16-16-16℃,11-11-16℃,16-16-11℃の3処理区が開花時

に100cm未満と低かった.節数は処理による一定の傾向を示さなかった.花穂

長および販売可能な切り花を示す上物率には差はみられなかった.

表4-14に`ライトピンクバタフライⅡ'の草丈,節数および花穂長につ

いて示した.草丈は発らい時には夜温11℃以上の区で高くなったが,開花時

点では夜温が低い区の方が高くなった.節数は処理による一定の傾向を示さな

かった.花穂長は16-16-16℃区と16-16-11℃区が14～15cmと短くな

った.上物率は無-11-11℃区,無- 6- 6℃区および無一無- 6℃区で低

く なり,これらの区の切り花には花飛びが観察された.

考 察

`メリーランドピンク'では定植した11月16日から11℃以上に加温するこ

とで発らいまでの期間が短くなった.ところが,`ライトピンクバタフライⅡ,

では夜温11℃の場合,加温開始時期にかかわらず発らいまでの期間には差は

なく,夜温をより高くすることでのみ発らいまでの期間が短くなった.キンギ

ョソウの無摘心栽培では栽培温度が高いほど生育･開花が促進される(稲葉･

大塚,2002;Miueり962).また,品種の早晩性により好適な冬期夜温が異なる(稲

葉･大塚,2002).

キンギョソウの開花反応は冬期夜温が低いと遅れ,高いと早まるが,その程
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表4-13 加温開始時期と時期別の夜温設定が`メリーランドピンク'の切り花品質に及ぼす影響

草 丈

12/16

(cm)

12 a∇ 緋虹3431343835…造
7
7
7
6
7
7
6
7

16血/

(

11
処理区

無一無-6℃

無一6-6℃

無一無-11℃

無-11-11℃

11-11-11℃

16-16-11℃

11-11-16℃

16-16-16℃

飾数 花穂長 上物率yW

㈲
一
肌
机
机
机
机
翫
机
m

迦
1
8
1
8
1
7
1
8
1
6
1
6
1
5
1
8

㈲
一
1
0
0
1
0
0
1
0
0
9
2
1
0
0
1
0
0
1
0
0
1
0
0

5

4

A
ユ
一
4
▲

.4

4

4

A-

12 a

13 a

15 a

ll a

15 a

C

C

C

C

C

b

b

b

b

b

a

a

a

a

a

4

2

9

5

5

1

(パY

O

O

O

O

9

9

9

1

1

1

1

有意性Xサ*
王

栽培概要,播種:1998年10月u日,仮植:10月26日,定植(処理開始):11月16日.

ア販売可能な切花の率.
X

F検定,榊:1%水準で有意,*:5%水準で有意,耶:有意差なし.

Ⅴ上物率は訂CSin変換した数値を検定.

V数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(RtAⅣ法,5%).

表4-14 加温開始時期と時期別の夜温設定が`ライトピンクバタフライⅡ'の切り花品質に及ぼす影響

白 日3捉切呈E

ll/16 12/1 12/16 発らい時

(皿) (皿) (皿) (皿)

処理区
‖′.∧ .〈′.

ニノ…人＼〔′Hこ.‥- -♯一
節赦 花社長 上他事y▼

(飾) (皿) (%)

無一無一6℃ 3

無-6-6℃ 3

無一無-11℃ 3

無-11-11℃ 3

11-11-11℃ 3

16-16-11℃ 3

11-11-16℃ 3

16-16-16℃ 3

4

A】

Aェ

一4▲

.4

5

4

5

6 b∇ 22 b

22 b

27 ab

25 ab

7 b 27 a

lO a 29 a

7 b 28 a

3

0

2

0U

(パ)

史U

81

b

b

b

b

a

a

a

a

9 a 26 ab 70 a

QU

3

6

4

3

3

3

3

b 20 ab 88 ab

a 21ab 70 a

ab 20 ab

b

b

b

b

O

O

O

O

O

O

O

O

l

l

l

l

b

b

b

a

a

a

a

有意性Ⅹ NS NS *** ** *

王

栽培概要,禰種:1998年10月12日,仮植:10月26日,定植(処理開始):11月16日.

y販売可能な切花の率.
X

F検定,**:1%水準で有意,*:5%水準で有意,NS:有意善なし.

Ⅴ上物率はarcsin変換した数値を検定.

V数字右側のアルファベットは同列同符号間で有意差なし(EYAⅣ法,5%).

度には品種間差が認められた.Ⅰ型品種の`メリーランドピンク'では11℃

以上でかつ早期から加温するほど早く開花することが明らかとなった.試験開

始後の1か月間の最低気温は11℃以下で推移しており(図4-2),Ⅰ型品種

は低い温度でも開花しやすい品種である(CoⅡ･Lang血eり998;稲葉･堀内,2003)

ことから,この期間の夜温をより高くすることで生育･開花が早くなりやすい

ものと考えられた.これに対しⅡ型品種の`ライトピンクバタフライ Ⅱ'では

より高い温度で開花する性質があり(稲葉･大塚,2002),11～16℃と高めの

夜温とすることで開花が早くなると考えられた.

開花時の草丈は`メリーランドピンク'と`ライトピンクバタフライ Ⅱ,と

もに夜温が低いほうが高くなった.Mimer(1962)はキンギョ ソウでは生育後期

に温度が低くなると草丈が高くなると報告し,稲葉･大塚(2002)も夜温を低

く設定すると草丈が高くなることを報告している.キンギョ ソウでは 80cm以

上でおおむね最上位階級となる(稲葉,1994).このため,今後は地床におけ

る栽培での検討が必要と考えられる.
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節数はいずれの品種も処理により一定の傾向を示さなかった.`メリーラン

ドピンク'では夜温6℃と11℃では節数に差はみられない(稲葉･堀内,2003)

が,`ライトピンクバタフライⅡ'では温度条件により節数が異なることが報

告されている(稲葉･堀内,2003;稲葉･大塚,2002).すなわち,夜温と節数

との関係は品種の早晩性により異なることが示唆された.花穂長についても,

`メリーランドピンク'では処理による差はなかったが,`ライトピンクバタ

フライⅡ'では加温開始時期と夜温により反応が異なっており,今後の検討が

必要と考えられた.

切り花品質は`ライトピンクバタフライⅡ'の夜温 6℃設定で花飛びの発生

が観察され,稲葉･大塚(2002)の報告とは異なる結果となった.しかし,稲

葉･大塚(2002)の報告における処理開始時期は本試験よりも 60 日ほど遅いこ

とから,処理開始時期あるいは播種時期等を組み合わせての検討が必要と考え

られた.

一方,摘心栽培では`ライトピンクバタフライⅡ'の夜温16℃で短い階級

が増加するとともに花飛びの発生が認められている(稲葉･大塚,2002).ま

た,`メリーランドピンク'と`ライトピンクバタフライⅡ'の場合,夜温11

℃では夜温 6℃より切り花長が減少する(稲葉･堀内,2003).本試験の開花

時草丈は摘心栽培の切り花長と同様の傾向を示したが,切り花品質では`ライ

トピンクバタフライⅡ'の夜温6℃区で花飛びが認められた.したがって,摘

心栽培と無摘心栽培とでは切り花品質における特性の一部が異なる可能性が示

唆された.なお,いずれの報告も箱試験で行われていることから,今後は実際

栽培においての切り花品質の評価が必要である.

なお,キンギョソウでは生育ステージにより好適な温度条件が異なり,若い

植物体ほど高く,開花期近くには低くなる(Tayama･Miller,1964)が,生育途中

で夜温を低下させると到花日数も増加した(表4-11,表4-12).このため,

実際栽培では生育途中での夜温の低下は望ましくないと考えられた.

以上のように,キンギョソウの無摘心栽培における加温開始時期および冬期

夜温設定に対する反応は品種間差が認められた.Ⅰ型品種の`メリーランドピ

ンク'では加温開始時期および夜温設定とを組み合わせることによって開花調

節が可能であるが,切り花品質をみると11月中旬からの夜温11℃が適してい
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た.一方,Ⅱ型品種の`ライトピンクバタフライⅡ'では夜温設定でのみ開花

調節が可能であり,11月中旬から夜温16℃で栽培することで,`メリーランド

ピンク'の夜温11℃とおおむね同時期に開花するが,開花時草丈がやや減少

することが明らかとなった.

第4節 摘心栽培における育苗方法と冬期夜温設定

第4節では,摘心栽培における育苗方法と時期別の夜温設定との組み合わせ

が生育開花に及ぼす影響を検討した.

材料および方法

試験は静岡農試南伊豆分場内の環境制御温室で行った.供試品種として`メ

リーランドピンク'(Ⅰ型)と`ライトピンクバタフライⅡ'(Ⅱ型)の 2品

種を用い,以下に示す育苗方法と夜温を組み合わせた8処理区を設けた.

育苗方法は産地の栽培を想定して①播種,仮植,摘心を行ったのちに定植す

る慣行区と,②播種後1か月間を育苗箱で管理したのち定植後に摘心する無仮

植区の 2区を設定した.慣行区は2000年7月 30日に市販育苗用土(与作N-

150,チッソ旭)を充填したL型の育苗箱(縦33cm X横47cm X深さ7cm)に300

粒を目安に播種し,8月16日に山土とバーク堆肥を 2:1に混合した土壌消毒

済みの用土(以下用土)を充填した専用の仮植床に仮植した.9月 8 日に第 2

節で摘心して 9月16日に定植した.無仮植区は慣行区と同じ7月 30日に播種

して8月 31日に定植した.9月 8日に第2節で摘心した.なお,仮植床の用土

には被覆緩効性肥料180日タイプ(ロング424180日,チッソ旭)を1Ⅰぜ当たり 20

g混和した.

夜温は①2000年11月16日から2001年3月 31日まで11℃(11-11℃区),②11

月16日から12月15日まで16℃で12月16日以降11℃(16-11℃区),③11月16

日から12月15日まで11℃で12月16日以降16℃(11-16℃区),④11月16日か

ら2001年3月 31日まで16℃(16-16℃区)の4区を設定した.日中の温度管理

は外気温が11℃を下回らない限り 9時から16時まで側窓を開放した.

定植床にはポリプロピレン製隔離床(幅85c皿×長さ 320
cmX深さ17cm,商

品名:スーパードレンベット 85,全農)を用い,用土を充填した.栽植方法
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は株間10cm X条間20c皿,中2株抜き 6株植え(米村,1990)とした.施肥は1

a当たり成分量で窒素1.4kg,りん酸1.6短,カリ1.8由を,定植前と切り花開

始後の2回施用した.

試験規模は1区12株 2反復とした.摘心後に発生した一次,二次分枝の整

理は行わなかった.小花4輪が開花した時点を開花日とした.2001年3月 31日

までに開花した全分枝を分枝位置から1節残して採花した.発生位置別に到花

日数(摘心から開花までの日数),切り花長,節数を調査した後,産地の出荷

規格により販売可能な切り花と,それ以外の花飛び,軟弱に区分した.

切り花と した分枝の発生位置の模式図は図4-1のとおりである.

結 果

到花日数は,`メリ､-ランドピンク'では無仮植区,`ライトピンクバタフ

ライⅡ'では無仮植区の夜温16-16℃または16-11℃の第2節分枝で減少した(表

4-15).いずれの品種も第1節以下分枝および採花後分枝の到花日数には処

理による差はみられなかった.

採花本数は,`メリーランドピンク'では第 2節分枝,第1節以下分枝およ

び1株当りの採花本数が,無仮植区で増加した(表4-16).`ライトピンク

バタフライⅡ'では第1節以下分枝と1株当りの採花本数が,無仮植区の夜温

16-16℃または1ト16℃で増加した.

切り花長と節数には,いずれの品種も12月15日までは処理による差はみら

れなかった(表4-17).12月16日以降の切り花では16-16℃区と11-16℃区に

おいて,`メリーランドピンク'では切り花長と節数が,`ライトピンクバタ

表4-15 育苗方法と冬期の夜温が発生位置別到花日数に及ぼす影響

メリーランドピンク

育苗方法Z

夜温ア第欝分㌔賢採花後分枝
(℃) (日) (日) (日)

無仮植

ライトピンクバタフライⅡ

第2節分 第1飾以
枝 下分枝

採花後分枝

(日)雄(日)
75 164

73 171 190

76 172 192

71 166 194

77 175 197

78 16g 197

84 178 179

78 164

11-11 74 166 190

16-11 74 170 192

11-16 71

耐被釘……黒㌣=-一票
16-11 81

11-16 81

16-16 82

有意性Ⅴ 育苗方法 *坤

夜 温 NS

育苗×夜荘 NS

181 185

169 181

148 197

158 188

172 185

163 185

ⅣS NS

NS NS

NS ⅣS

*** ⅣS
** NS

NS NS

;無仮稚区.播種2000年7月30日.定稚:る月31日,摘心=9月8日.

慣行(仮稚).播種:2000年7月30日.仮稚:8月16日.摘心:9月8日.定相:9月18日

y18-160c:11月18日から180c､11-180c:11月18日～12月15日を110cでその後16℃.

18-110c:11月18日～12月15日を180cでその後110c､11-110c:11月16日から110c.

X到花日数は摘心から開花までの日数(小花4輸開花時).
W

F検定.***=0.1%水準で有意.**:1%水準で有意.NS:有意差なし.
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フライ Ⅱ'では切り花長が減少した.

販売可能な切り花は,`メリーランドピンク'では無仮植区で夜温にかかわ

らず多くなり,`ライトピンクバタフライⅡ'では無仮植と16-16℃ないし11_16

℃の組み合わせで多くなった(データ省略).

表4-18 育苗方法と冬期の夜温が分枝の発生位置別採花本数に及ぼす影

`メリーランドピンク' ライトピンクバタフライⅡ

第2節分枝第‡賢下採花後分枝蒜窟
(本) (本) (本) (本)

1.9 1.6 0.0 3.5

2.4 1.0 0.2 3.6

2.2 2.5 0.3 5.0

2.1 2.5 0.2 4.8

育苗方法Z 夜温ア 第2節分第濃▲下採花後分枝去誤窟枝

(℃) (本) (本) (本) (本)

11-11 2.2 1.0 0.5 3.7

16-11 2.1 1.2 0.6 3.9

11-16 1.8 1.4 0.6 3.8

16-16 2.2 0.9 1.4 4.5

●‖碩行て蔚酢~~‖ii二汀~~~‖i:i~~~‖‖も:占~~~~~~五i……‥亘二i‖~~~~~●工丁~‥‖~五も●●‥‖~五Y‖~…●ま丁‖■

16-11 1.6

11-16 1.2

16-16 1.4

有畜直面~~~~育苗方法~~~霜
夜 温 NS

育苗×夜温 NS

0.6 0.4 2.6

1.4 0.8 3.4

0.7 0.6 2.7

* NS ***

NS NS NS

NS NS NS

2.3 1.2 0.1 3.6

1.8 1.7 0.1 3.6

1.9 2.0 0.0 3.9

NS ** NS **

NS * ⅣS **

NS NS NS NS

Z無仮植区,播種2000年7月30日,定格:8月31日,摘心:9月8日.

慣行(仮植),播種:2000年7月30日,仮植:8月18日,摘心:9月8日,定植:9月16日.

y16-16℃:11月16日から16℃､11-16℃:11月16日～12月15日を11℃でその後16℃.

16-11℃:11月16日～12月15日を16℃でその後11℃､11-11℃:11月16日から11℃.

X到花本数は開花開始から3月31日までの1株あたりの本数.
V

F検定,杓陣:0.1%水準で有意,榔:1%水準で有意,*:5%水準で有意,帖:有意差なし.

表4-1丁 育苗方法と冬期の夜温が切り花長と節数に及ぼす影響

`メリーランドピンク

育苗方法ヱ 夜 温y

(℃)
11-11

切り花長 新 教

開花開始 12/16 開花開始 12/16

～12/15
～

3/31 ～12/15
～

3/31
(cm) (皿)
91 97

92 95
91 62

91 73

98 108
93 95

88 69

92 73

37 45

38 40

38 35

41 38

42 51
40 42

39 37
42 38

`ライトピンクバタフライⅡ'

切り花長 節 数

開花開始 12/16 開花開始 12/16

～12/15
～ 3/31 ～12/15

(皿) +(c血)+++++++
59 82 26

57 80 26
55 64 25
56 74 27

■ ● ■■ ■ 一 ■ ■ ● ■ ● ■ - - - 一 一 一 - ■■ - ■ ● ■■ 一 - ■ll● ■■ 一

58 72 25

60 78 27

58 64 26
55 70 27

～

3/31

45

43

39

毀
43

43

42

42

16-11

｢酢〒て視程F-…-i雪三重雪1(;一11

11-16

16-16

有意性X 育苗方法 NS NS NS NS

夜 温 NS 掴* NS *

育苗×夜温 NS NS NS NS

無仮稚区,播種之000年7月30日.定積:る月31日,摘心:9月8日.

慣行(仮稚).播種:2000年7月30日,仮稚:8月18日.摘心:9月8日,定稽:9月18日.

18-18℃:11月18日から18℃､11-18℃:11月18日～12月15日を11℃でその後18℃.

18-11℃:11月18日～12月15日を18℃でその後11℃､11-11℃:11月16日から11℃.

F検定＼★=:0.1%水準で有意∴ *:5%水準で有意,NS:有意差なし.

NS NS NS NS

NS * NS NS

NS NS NS NS

考 察

1 育苗方法の影響

無仮植区と慣行区では同時に摘心しているにもかかわらず,第2節分枝の到

花日数が無仮植区で短縮した.慣行区では仮植床には被覆緩効性肥料を施し順

調に生育していたが,摘心後に定植しており,活着までの生育の遅れが第2節

分枝の到花日数に影響していると推察された.

両品種の第2節分枝の到花日数を比較すると,同一処理間では`ライトピン

クバタフライⅡ'が`メリーランドピンク'と同等かやや短い傾向を示した.

無摘心栽培では`メリーランドピンク'が`ライトピンクバタフライⅡ,より
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早く開花する(稲葉･堀内,2003).摘心時の観察では`ライトピンクバタフラ

イⅡ'の第2節分枝はわずかに伸長を開始していたが,`メリーランドピンク'

の第 2節分枝は発生していなかった.産地でも`ライトピンクバタフライⅡ'

は秋の開花は早いが冬期の開花は遅れやすい品種とされており(細谷,1994),

摘心時における第 2節分枝の状態が,その後の到花目数に影響しているものと

推察された.

採花本数は,`メリーランドピンク'では第2節分枝と第1節以下分枝で,`ラ

イトピンクバタフライⅡ'では第1節以下分枝で育苗方法の影響が認められた.

`ライトピンクバタフライⅡ'の16-11℃区でのみ他の処理区と異なる傾向を

示したが,全体としては無仮植育苗は採花本数を増加させる可能性が示唆され

た.発生位置別にみると品種間差が認められた.

時期別の切り花長,節数については育苗方法による差はみられないことから,

無仮植育苗は販売可能な切り花の本数を増加させる効果があると考えられた.

2 冬期夜温の影響

試験開始時点の11月中旬以降の外気最低夜温は11℃以下となり,試験温室

の最低夜温は全期間を通じて設定通りであった.

冬期夜温の影響についてみると,`メリーランドピンク'では夜温による到

花日数の違いが認められず,`ライトピンクバタフライⅡ'では無仮植区の夜

温16-16℃または16-11℃の第 2節分枝で到花日数が短縮した.`メリーランド

ピンク'では冬期夜温16℃での摘心栽培の報告はないが,`ライトピンクバタ

フライⅡ'では夜温16℃で第1節以下分枝の到花日数が短縮するとの報告(稲

葉･大塚,2002)とは異なる結果となった.

採花本数には,`メリーランドピンク'では夜温の影響はみられなかった.

稲葉･堀内(2003)は本試験より低い夜温6℃と11℃との比較で`メリーラン

ドピンク'の第1節以下分枝の採花本数に差を認めていない.したがって,`メ

リーランドピンク'の採花本数は夜温の影響を受けにくいものと推察された.

`ライトピンクバタフライⅡき の第1節以下分枝は16-16℃区と11-16℃区で増

加したが,稲葉･大塚(2002)は夜温による採花本数の増加を認めていない.

このように,`ライトピンクバタフライⅡ'では到花日数および採花本数に

対する夜温の影響がこれまでの報告(稲葉･大塚,2002)と異なった.稲葉･
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大塚(2002)は本試験と同時期の7月 30 日に播種し,9月10 日に摘心している

が,加温開始時期は11月 28 日と本試験よりも13 日遅く,第2節分枝の開花が

終了する時期に開始し,第 2節分枝の到花日数は本試験よりも 7～15 日長か

った.また本試験は,第2節分枝の開花直前の11月16日(摘心後69 日)に加

温を開始しており,夜温による第 2節分枝の到花日数への影響が認められてい

る.このような違いが第1節以下分枝の到花日数や採花本数に影響したものと

推察された.

切り花長は,12月16日以降の16-16℃区と1ト16℃区で短くなったが,品種間

では`メリーランドピンク'で顕著な差が認められた.節数は`メリーランド

ピンク'の16-16℃区と1ト16℃区における12月16 日以降の切り花で減少した

が,`ライトピンクバタフライⅡ'では差はみられなかった.稲葉･大城(2003)

はⅠ型品種の`メリーランドピンク'の無摘心栽培では11月中旬からの夜温11

℃が適すると報告しており,摘心栽培においても夜温16℃では切り花長の短

縮,節数の減少が顕著にあらわれるため,高い夜温での栽培はこの品種には適

さないと考えられた.これに対し,稲葉･大塚(2002)はⅡ型品種の`ライト

ピンクバタフライⅡ'の摘心栽培には夜温11℃が適すると報告している.本

試験の結果からみて,11月中旬からの加温では,採花本数は夜温16-16℃と11_16

℃が優れているものの,節間伸長が抑制されて冬期の切り花長が減少するため,

品質的にはやや低下する可能性がある.

なお,稲葉･大塚(2002)および稲葉･掘内(2003)の報告はいずれも箱栽

培による結果である.箱栽培と地床栽培とでは採花本数や切り花長など一部の

特性が異なる(稲葉ら,1997).本試験はポリプロピレン製隔離床に定植し,地

床栽培と同じ栽植方法としたが,箱栽培と同様に根城は制限されている.今後,

産地における栽培実証が必要である.

以上の結果から,育苗方法では無仮植育苗が慣行法より生産性に優れている

ことが明らかとなった.夜温管理についてはⅠ型品種の`メリーランドピンク,

は11月中旬からの夜温11℃が適していた.Ⅱ型品種の`ライトピンクバタフ

ライⅡ'は11月中旬から夜温11℃以上で加温を開始し,第2節分枝の開花が

終了する12月中旬以降に夜温16℃とすることで採花本数は増加するが,切り

花長は減少することが明らかとなった.
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第5章 無摘心栽培によるキンギョソウの新作型開発の可能性

日本の暖地におけるキンギョ ソウの慣行栽培は,7月中下旬に播種,発芽後

仮植して,9月上旬に摘心した後,定植して秋～春にかけて同一株から連続し

て採花する摘心栽培である(稲葉,1994;2001).これに対し,アメリカでは定植

後は無摘心で開花させ,収穫後に定植を繰り返す無摘心栽培である(Corr･

Laughneち1998;Rogers,1992).日本での無摘心栽培の事例は少なく,北海道などの

寒冷地において春～夏に出荷する一部の作型で用いられているにすぎない(阿

部･佐々木,1994;加藤,1994).

アメリカでは温度,日長などに対する生態反応から栽培品種は早生性が強い

順にⅠ型～Ⅳ型の 4つのグループに分類され,開花時期別に品種を選定するこ

とで日本より長期間の出荷を可能としている(Co汀･Laug山鳩r,1998;RogeIち,1992).

しかし,日本の暖地においては,無摘心栽培の事例がないため,開花特性に

ついての年間の季節変動と品種間差,国内育成品種の開花特性などが明かでは

ないことに加え,Ⅲ,Ⅳ型品種の栽培事例もほとんど認められない.これらを

明確にすることにより,日本の暖地におけるキンギョ ソウの出荷期間を拡大す

るとともに,これまで日本ではみられない周年生産を実現することも可能と考

えられる.

第1節 無摘心栽培における生育特性と新作型開発

第1節では,試験1と試験2において日本および海外で育成されたキンギョ

ソウの開花特性を無摘心栽培で播種時期別に検討し,その結果を踏まえて,試

験 3,試験 4および試験 5では日本の暖地におけるキンンギョソウの出荷時期

を拡大するための無摘心栽培による新しい作型開発の可能性について検討し

た.

材料および方法

共通事項

試験は静岡農試南伊豆分場内のガラス温室で行った.

市販育苗用土(与作N-150,チッソ旭)を充填した育苗容器(縦33c皿×横47
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cm x深さ 7 cm)に300粒を目安に播種した.播種床の冬期最低夜温は12℃以上

に設定した.本圃における栽植密度は株間10cm X条間 20cm,8株植えとし,1

品種の定植株数は24株とした.施肥は1a当たり成分量で窒素1.4k,りん酸1.6

鹿,カリ1.8鹿を定植前に施用した.栽培時の冬期最低夜温は,試験1では 6

℃,試験2では6℃と11℃,試験3,4,5では11℃設定とし,期間は11月 25

日または 28 日から翌年 3月 31日までとした.定植後は無摘心で開花まで栽培

した.小花 4輪が開花した日を開花日とし,播種から開花までの日数を到花日

数とした.開花時草丈,節数を調査した.

試験1 播種時期の違いと開花特性およぴその品種間差

`メリーランドピンク'(Ⅰ型)と`ヴェルン'(Ⅲ型)を供試した.1994

年6月から1995年5月まで毎月18日に播種し,本葉8～10枚展葉時にガラス

温室内に定植した.

試験2 日本で育成された品種の開花特性

日本で育成された16品種を供試し,`メリーランドピンク'(Ⅰ型),`ライ

トピンクバタフライⅡ'(Ⅱ型),`ヴェルン'(Ⅲ型)および`ポトマックア

ップルプロツサム'(Ⅳ型)と比較した(第1表).1996年 8月 20日,10月1

日および1997年3月15日に播種し,それぞれ9月 20日,11月 28日および4月 30

日に定植した.冬期最低夜温は,8月 20日播種では6℃,10月1日播種では6

℃と11℃の2区を設定した.

試験3 6-8月播種におけるⅠ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ型品種の開花特性

Ⅲ,Ⅳ型に属する 9品種を供試し,`メリーランドピンク'(Ⅰ型),`ライ

トピンクバタフライⅡ'(Ⅱ型)および`ヴェルン'(Ⅲ型)と比較した(第

2表).1998年6月16日,7月1日,7月16日,7月 31日および8月15日に播

種し,それぞれ7月16 日,7月 31日,8月15日,8月 31日および9月16日に

定植した.

試験4 9～10月播種におけるⅠ,Ⅱ,Ⅲ型品種の開花特性

Ⅰ～Ⅲ型に属する 4品種を供試し,`メリーランドピンク'(Ⅰ型),`ライ

トピンクバタフライⅡ'(Ⅱ型)および`ヴェルン'(Ⅲ型)と比較した(第

3表).1998年9月12日,9月22日,10月2日,10月12日に播種し,それぞれ10

月12日,10月 23 日,11月 2日および11月17日に定植した.
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試験5 2-4月播種におけるⅠ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ型品種の開花特性

Ⅰ～Ⅳ型に属する 6品種を供試し,`メリーランドピンク'(Ⅰ型),`ライ

トピンクバタフライ Ⅱ'(Ⅱ型)および`ヴェルン'(Ⅲ型)と比較した(第

4表).1999年2月 5日,2月 25日,3月17日および4月 6日に播種し,それぞ

れ3月 25日,4月 6日,4月 26日および5月13日に定植した.

結 果

試験1 播種時期の違いと開花特性およぴその品種間差

到花日数は 9～1月播種で120 日以上と長かった.`メリーランドピンク'

と`ヴェルン'を比較すると,年間を通じて`ヴェルン'の到花日数が6～29

日長かった(図5-1).草丈は 6～ 9月播種で次第に高くなり,その後減少

した.開花時節数は`メリーランドピンク'では草丈と同様に 6～ 9月播種で

増加したが,`ヴェルン'では6～10月播種と 5月播種で増加した(図5-2).

観察により播種時期別の切り花品質を比較すると,4～ 7月播種では`メリー

ランドピンク'は 6～ 9月に開花して花飛びや軟弱な切り花が多くなったのに

対し,`ヴェルン'はその7～19日後に開花し良質の切り花が得られた.9～11

月播種では`メリーランドピンク'は2～4月に開花して良質な切り花が得ら

れたが,`ヴェルン'ではその11～ 23 日後に開花し,切り花の茎が太くなる

傾向がみられた.

試験2 日本で育成された品種の開花特性

日本で育成された16品種の開花時期は,`メリーランドピンク,または`ラ

0

0

0

0

0

0

4

2

0

ロリ

6

4

到
花
日
数
(
日
)

6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月
播 種 時 期

図5-1無摘心栽培における年間の播種時期別到花日数の推移

到花日数は播種から開花までの日数
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図5-2 無衝心栽培における年間の播種時期別の開花時草丈と

節数の推移

イトピンクバタフライⅢ'のいずれかと同時期のものが多かった.これら16

品種における播種時期別の到花日数と開花時期は,名月 20日播種では7S～94

日で11月,10月1日播種の夜温11℃区では130～161日で2月上旬～3月,夜

温6℃区では14S～1$5日で2月下旬～4月上旬,3月15日播種では$3～94日

で6月上中旬であった.草丈は,日本で育成された品種は8月20日播種より10

月1日播種で高くなり,3月15日播種では低くなった.開花時節数は,8月 20

日播種と10月1日播種の間では一定の傾向は認められなかったが,3月15日

播種ではすべての品種で8月20日播種および10月1日播種よりも減少した(表

5-1).

試験3 6-8月播種におけるⅠ.Ⅱ,Ⅲ.Ⅳ型品種の開花特性

6月16日から 7月16日播種で比較すると,供試品種のうち対照品種の`ヴ

ェルン'とおおむね同等の到花日数を示したものは`ライトピンクバタフライ

Ⅲ'･`ポトマックソフトイエロー,,`ポトマックイエロー･など5品種で,

残りの 4品種はこれらより到花日数が長かった(表5-2).播種時期別の到

花目数と開花日は,6月16日播種では71～82日で8月下旬から9月上旬,7月1

日播種では73～87日で9月上中旬,7月16日播種では78～95日で10月上中

旬であった･しかし,7月31日,8月15日播種では品種間差が大きく,播種時

期が遅い方が到花日数が増加した.草丈は,播種時期が遅いほど高くなる傾向

を示した･大部分の品種では80cm以上の草丈となったが,`ライトピンクバタ
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表5-1 日本で育成された品種の無摘心栽培における播種時期と冬期夜温の違いが到花日数,開花時草丈および節数に及ぼす影響Z

到花日数(開花日)

11℃X 6℃X

開花時草丈(皿)

3/15 8/20≠3/15 8/20≠ 3/15

11℃ 6℃ 11℃ 6℃

紅華

あけぼの

桜の詩

銀鶏

富士の雪

満月

桃の輝

桃の峰

金鶉

雪姫

藤娘

伊予アプリコット

マーブルレッド

ブライダルピンク

ブライダルホワイト

ブライダルイエロー

メリーランドピンク

ライトピンクバタフライⅡ

グェルン

86(11/14)± 4X

83(11/10)± 2

78(ll/6)± 2

84(11/1)± 3

87(11/14)± 4

86(ll/13)± 5

94(11/22)± 6

92(11/19)± 4

86(11/13)± 3

85(11/12)± 3

131(2/9)± 7148(2/25)± 9 89(6/14)± 2 舗 103 98 85

137(2/15)± 5152(3/1)± 5 88(6/10)±1 ミ抑 121 99 77

139(2/17)± 6169(3/18)±14 83(6/4)± 2 58 79 98 57

142(2/19)± 5158(3/7)± 9 90(6/12)± 2 91110 104 74

144(2/21)± 4158(3/7)± 6 90(6/12)± 3 89 107 107 71

152(3/1)± 6173(3/22)± 8 89(6/11)± 2 87 124 121 87

152(3/1)± 51休(3/16)± 9 89(6/11)± 2 91121123 80

154(3/3)± 6169(3/19)± 7 94(6/16)± 2 98 139 133 92

155(3/4)± 6174(3/23)± 8 92(6/14)± 2 97 133 128 88

157(3/6)± 5174(3/23)± 6 91(6/13)± 3 83 108 109 72

87(11/14)± 5 161(3/10)± 6185(4/3)± 5 91(6/13)± 2 91150 152 舗

26 23 23

26 26 23

17 21 28

33 28 27

33 29 28

30 36 34

30 36 34

28 35 31

35 41 37

34 46 43

30 47 5l

82(11/9)± 3 130(2/8)± 7151(2/28)±11
V

93 111101 33 31 29

83(11/10)± 4

81(11/8)± 2

87(11/14)± 5

89(11/16)± 4

Ⅰ 82(11/10)±1

Ⅱ 87(11/14)± 4

Ⅲ134(12/31)±13

137(2/15)± 8

145(2/23)± 6

147(2/25)± 5

148(2/26)± 6

141(2/9)± 7

167(3/16)± 6

176(3/25)± 8

154(3/3)± 8

159(3/8)± 9

167(3/16)±12

165(3/14)±11

160(3/9)±10

184(4/3)± 4

192(4/10)± 7

87(6/8)± 3

88(6/9)±1

86(6/7)± 2

90(6/11)± 2

88(6/10)± 2

96(6/18)± 2

99(6/21)± 2

77 110 105 69

90 115 104 78

97 119 121 77

87 112 106 76

97 121 118 86

72 108 120 71

152 147 148 98

ポトマックアップルブロワサム Ⅳ193(3/1)± ほ184(4/3)± 5 203(4/21)±13102(6/24)± 3 182 177 168 101

27 30 28

31 34 32

37 38 41

31 37 35

32 26 25

25 40 41

78 70 77

119 ∈格 101

17

15

14

柑

18

23

19

19

21

19

2
〇
一
1
9

20

23

22

17

17

33

41

=

8月20日,10月1日およぴ3月15日播種における定植日は,それぞれ9月20日,11月28日およぴ4月30臥

y`メリーランドピンク',`ライトピンク′くタフライⅢ',`ダニル:/およぴ`ポトマックアップルプロツサム'は対照品種.

X

冬期夜温設定.

W

平均値 ±標準偏差.

V

播種なし.

曇5-2 キンギョソウの無摘心栽培における播種時期の違いが到花日数,開花時草丈および節数に及ぼす影響(6月から8月播種)

到花日数(開花日) 開花時草丈(q) 節 数

播種日 播種日 播種日

8/18 7/1 7/18 7/31 8/15 8/16 7/17/187/31鋸15 8/187/17/187/alる/15

ライトピンクバタフライⅢ

ポトマックソフトイエロー

ポトマックイエロー

ポトマックライトローズ

ポトマックローズ

ポトマックローヤル

ポトマックアップルプロツサム

ポトマックピンク

ポトマックホワイト

メリーランドピンク

ライトピンクバタフライⅡ

ヴ土ルン

Ⅱ 72(8/28)± 4Ⅹ 75(9/14)± 4 78(10/2)± 5

Ⅱ 71(8/Z5)± 5 76(9/15)± 5 78(10/Z)± 7

Ⅱ 76(8/31)± 2 79(9/17)± 2 85(10/8)± 5

90(10/姐)±12 158(1/20)± 27 71 89 87 85Ⅰ払

那(11/4)±11144(1/8)±19 85 84 7910g145

酪(11/5)± 8 951肌 100125

-
Ⅱ 77(8/31)± 2 80(9/柑)± 2 朗(10/12)± 5 101(11/8)±10 103 103 9811占

-
Ⅲ 7Z(8/27)± 2 73(9/12)± 2 80(10/4)± 5 89(10/27)± 7 鎚 92 朗 93

-
Ⅳ 82(9/6)± 4 87(g/26)± 5 95(10/18)±10

Ⅳ 79(9/2)± 3 82(g/20)± 3 90(10/13)± 6

Ⅳ -W 84(9/23)± 5 91(10/14)± 4

Ⅳ

-
82(g/20)± 3 85(10/9)± 5

Ⅰ 63(8/18)± 2 64(9/3)± 2 87(g/20)±1

Ⅱ 69(8/Z3)± 4 69(9/8)± 4 89(9/22)± 3

Ⅱ 73(る/27)± 3 78(8/18)± 3 別(10/5)± 5

28 28 32 41 70

2T 30 Z8 44 62

31 29 38 47

-
50 49 5g 71

-
37 34 40 50

-
102 103 108

- -
誠 40 42

- -
103 108 102

- 一
朗 53 81

- -
132(12/g)± 27

-
102105155

- -
54 59

148(12/糾)± 誠
一
朗 75139

- -
41 41

72(10/10)± 3 g8(11/1g)± 6 77 74 73 7る105 23 2a 25

74(10/12)± 5 121(12/14)± 20 58 52 50 54 78 ZO18 1g

81(10/19)± 8 141(1/3)±14 10Z 98 9Z 鈍150 48 46 48

一
一
4
0

38

87

0U

[U

OU

2

0

qU

l

qん

2

-.-∪

王

8月16日,7月1日.7月18日,7月al日およぴ8月15日播種におる定稽日は,それぞれ7月18日.7月31日,8月15日.8月31日およぴ9月18日.

y`メリーランドビング.`ライトピンクバタフライⅢ■ および 一ヴェルン■は対屠品種.
X

平均値 ± 標準偏差.

フライⅢ'はポトマック系品種よりやや草丈が低かった.節数は,7月 31日以

降の播種で増加した.

試験4 9～10月播種におけるⅠ,Ⅱ,Ⅲ型品種の開花特性

供試品種のうち対照品種の`メリーランドピンク'とおおむね同等の到花日

数を示したものは`オークランド'で,`ライトピンクバタフライⅡ,と同等

かやや短い到花日数を示したものは`メリーランドブライトイエロー,と`ヨ
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セミテ'であり,`ヴェルン'と同等の到花日数を示したものは`ライトピン

クバタフライⅢ'であった(表5-3).播種時期別の到花日数と開花日は,9

月12日播種では136～165日で1月下旬～2月,9月 22日播種では129～162日

で1月下旬～3月上旬,10月 2日播種では138～170日で2月中旬～3月,10月

12日播種では145～174日で3月～4月上旬であった.草丈は`オークランド,

では10月 2日と10月12日播種で,`ヨセミテ'では10月12日播種で,それぞ

れそれ以前の播種と比較して明らかに減少したが,`メリーランドブライトイ

エロー'と`ライトピンクバタフライⅢ'では一定の傾向は認められなかった.

節数には,草丈とおおむね同様の傾向が認められた.

試験5 2～4月播種におけるⅠ.Ⅱ,Ⅱ,Ⅳ型品種の開花特性

2月 5日と 2月 25日播種では`メリーランドピンク'と同等の到花日数を示

したものは`オークランド'で,`ライトピンクバタフライⅡ'よりも長く,

`ヴェルン'とおおむね同等の到花日数を示したものは`メリーランドブライ

トイエロー',`ライトピンクバタフライⅢ'ぉよび`ポトマックソフトイェ

表5-3 キンギョソウの無摘心栽培における播種時期の違いが到花日数,開花時草丈および節数に及ぼす影響(9月から10月播種)

到花日数(開花日)

型

開花時草丈(皿) 新 教

♯種日 播種日

9/12 9/22 10/2 10/12 9/129/2210/210/12 9/129/2210/210/12

オークランド I136(1/26)± 6X129(1/29)± 7132(2/11)± 5149(3/10)± 6 132132118 111 46 45 34 34

ヨセミテ Ⅱ140(1/29)± 6141(2/10)± 5138(2/17)± 5145(3/5)± 7 141138134 117 54 48 44 35

メリーランドブライトエロー Ⅲ142(2/1)± 8142(2/11)± 6146(2/25)± 5158(3/19)± 4 147134144 138 55 48 49 44

ライトピンクバタフライⅢ Ⅲ165(2/23)±10162(3/2)± 7170(3/20)±10174(4/3)±12 129113130 119 53 76 50 41

メリーランドピンク I130(1/19)± 6128(1/27)± 3121(1/31)±1145(3/5)± 6 138127125 123 45 47 33 31

ライトピンク′くタフライⅡ Ⅱ149(2/7)±14162(3/2)±11153(3/4)± 9167(3/27)± 9 94101110 103 39 45 43 36

グェルン Ⅲ159(2/18)± 6164(3/4)± 6160(3/10)± 8170(3/30)± 6 145141150150 77 74 76 62

`9月12日,9月22日,10月2日およぴ10月12日播種におる定植日は,それぞれ10月12日,10月23日,11月2日,およぴ11月17乱

ア`メリーランドピンク',`ライトピンクバタフライⅢ'およぴ`グェルン,は対照品種.

X

平均値±標準偏差.

轟軍･-ヰキンギョソウ?珊中華特におけ予畢弾時坤･の華さ.:ヂ竺竺竺草･甲華甲坤些鱒虹及ぼす桝(2月から4月桝)
__到花日数(開花日) 開花時草丈(仙) 部 数

品種名y 型 播種日 播種日 播種日

2/5 2/25 3/17 4/6 2/5 2/253/17 4/6 2/52/253/174/6

オークランド

メリーランドブライトイエロー

ライトピンクバタフライⅢ

ポトマックソフトイエロー

ポトマックアップルプロツサム

ポトマックピンク

メ,-ランドピンク

ライトピンクバタフライⅡ

ヴュルン

IlO7(5/22)± 3Ⅹ

Ⅱ
W

Ⅲ124(6/8)± 7

Ⅲ125(6/9)± 3

Ⅳ123(6/7)± 2

Ⅳ128(6/13)± 6

IlO5(5/21)± 4

Ⅱ115(5/31)± 7

Ⅱ120(6/4)± 4

94(5/29)± 4

102(6/7)± 4

106(6/10)± 6

104(6/9)± 8

113(6/18)± 7

115(6/20)± 12

92(5/28)± 1

96(5/31)± 3

101(6/6)± 3

90(6/14)± 4

94(6/柑)± 3

95(6/19)± 5

103(6/27)± 3

106(6/30)± 4

106(6/30)± 6

82(6/7)± 4

90(6/14)± 6

96(6/21)± 4

73(6/18)±1

87(7/l)± 3

97(7/11)± 7

94(7/9)± 8

91(7/6)± 3

92(7/7)± 3

78(6/22)± 4

83(6/27)± 6

88(7/2)± 4

85 66 65 46

-
84 92 90

89 68 78 64

105 77 88 72

117 92 100 105

109 97 96 106

97 77 68 66

77 62 64 51

110 102 102 97

20 17

-
23

27 22

26 22

44 43

40 35

19 16

23 15

34 33

17 12

23 25

22 26

24 25

42 37

37 35

15 16

17 15

32 35

Z

2月5日,2月25日,3月17日およぴ4月6日播種におる定植日は,それぞれ3月25日,4月6日,4月26日およぴ5月13日.

y`メリーランドピンク',`ライトピンクバタフライⅡ'およぴ`ダニルン,は対照品種.

X

平均値 ±標準偏差.

∇ 播種なし.
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ロー'であり,`ポトマックアップルブロツサム,と`ポトマックピンク,で

は到花日数が最も長くなった(表5-4).3月17日播種ではⅢ型品種とⅣ型

品種との到花日数の差は小さくなり,4月 6日播種では両者の間に差は認めら

れなくなった･播種時期別の到花日数と開花日は,2月 5日播種では107～128

日で5月下旬～6月上旬,2月20日播種では94～115日で5月下旬～6月下旬,

3月17日播種では90～106日で6月中下旬,4月6日播種では73～97日で6月

中旬～7月上旬であり,全体としては播種日が遅いほど到花日数が減少した.

草丈と節数は,`オークランド'では播種時期が遅くなるほど減少する傾向を

示したが,それ以外の品種では一定の傾向は認められなかった.

考 察

キンギョソウの無摘心栽培における到花日数は,11月～6月播種で次第に減

少し,7月～9月播種で次第に増加した･Rogers(1992)も,キンギョソウの開

花特性についてアメリカ(ミズーリ州)での実験結果を基に同様の現象を報告

していることから,無摘心栽培におけるキンギョソウの到花日数の年間を通じ

た変動は日本の静岡県(北緯34度)とアメリカのミズーリ州(北緯38度)と

いう異なる条件下でもおおむね同様の傾向を示すと考えられる.早晩性の異な

る品種について同時に栽培した場合には,いずれの播種時期においてもⅠ型の

`メリーランドピンク'の到花日数は,Ⅲ型の`ヴェルン,よりも常に短くな

るこ とが明らかとなった.

両品種を4月～7月に播種すると,`メリーランドピンク,では6月～9月

に開花して切り花長が短く,花飛びや軟弱な切り花が多かったのに対し,`ヴ

エルン'ではその7～19日後に開花して比較的良質の切り花が得られた.日

本では春から夏にかけてキンギョソウの出荷は減少し,暖地での栽培はみられ

なくなるが(稲葉,1994;2001),`ヴュルン】のようなⅢ型品種を使用すること

で出荷期間を拡大させる可能性が示された.

9月～11月に播種すると,`メリーランドピンク,では2～4月に良質な切

り花が得られたが,`ヴェルン,ではこれより到花日数が長く茎も太くなる傾

向が認められた･アメリカではⅠ型品種は切り花品質の点から北緯38度以南

での栽培には適さないとされているが(Co汀･Lang血眼り998;Rogers,1992),日本の
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暖地では冬期の摘心栽培に用いられている(稲葉,2001).試験1における冬期

の草丈や切り花品質からみて,日本の暖地においてのⅠ型品種の無摘心栽培の

可能性が示された.

試験2では,日本で育成された品種について検討し,到花日数と草丈は8月

播種より10月播種で増加し,3月播種で減少した.節数についてはg月播種と

10月播種との間で一定の傾向は見られなかったが,3月播種で減少する傾向を

示した･また,10月1日播種における到花日数を,夜温6℃と11℃で比較す

ると,筆者らのこれまでの報告(稲葉･堀内,2003;稲葉･大塚,2002)と同様に

高夜温で到花日数が減少したが,草丈および節数では一定の傾向は認められな

かった･したがって,キンギョソウ品種の早晩性は播種時期が同一であれば,

不変であると考えられる･筆者らのこれまでの報告(稲葉･堀内,2003;稲葉･

大塚,2002)は箱試験で行っており,定植方法等が異なることから,草丈およ

び節数についてはさらに検討が必要と考えられる.

日本で育成され,摘心栽培されている16品種はⅠ～Ⅳ型の分類に当てはめ

られていないため,無摘心栽培における特性が不明であった.試験2の結果か

ら判断すると,`紅華',`あけぼの',`桜の詩',`銀鶉,,`富士の雪,,`伊

予アプリコット',`マーブルレッド',`ブライダルピンク,,`ブライダルホ

ワイト'ぉよび`ブライダルイエロー,がⅠ型,それ以外の6品種はやや到花

日数が長いためⅡ型に近いと考えられた.

なお,試験2で対照品種として供試した`ポトマックアップルブロツサム,

はⅣ型品種であり(CoⅡ･La喝Ⅰ耽r,1998),8月播種と10月播種の到花日数は184

～203日と6か月以上を要したが,3月播種では102日と大幅に減少した.Ⅳ型

品種の開花には夜温16℃で長日条件が必要で(Corr･Laughner,1998;Rogers,1992),

夜温10℃ではブラインドになるとされる(鮎gers,1992).試験2の10月～3月

中旬の日長は12時間未満･冬期最低夜温は6または11℃であることから,Ⅳ

型品種は日本の秋冬期の栽培条件では花芽の発達が非常に緩慢となり到花日数

が増加するが,3月播種では温度の上昇,日長の増加に伴い到花日数が激減す

る性質が確認された.

試験1,試験2の結果を踏まえて,開花特性にあわせた作型を開発するため

に試験3,試験4および試験5を実施した･いずれの試験においても対照品種
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を`メリーランドピンク'(Ⅰ型),`ライトピンクバタフライⅡ,(Ⅱ型),`ヴ

ェルン'(Ⅲ型)とした･供試品種の品質上に注意すべき点がある場合を除き,

以下,開花時期を中心に考察する.

夏から秋までに開花させる作型を想定した試験3は,高温,長日条件下での

栽培であり,Ⅰ,Ⅱ型品種では切り花長が短いため,Ⅲ,Ⅳ型品種が適すると

判断された･この作型では開花時期および到花日数は 7月16日以降の播種に

おいて品種間差が大きくなった.

対照品種の`ヴェルン'と同時期かやや遅く開花するⅢ型の`ライトピンク

バタフライⅢ'など5品種の7月 31日播種では10月中旬から11月上旬に開花

した･また,試験2の8月 20日播種と試験3の8月15日播種における`ヴェ

ルン'の開花日は12月下旬から1月上旬とおおむね同時期であった.これに

対し,Ⅳ型の`ポトマックピンク'と`ポトマックホワイト,の 7月 31日播

種は12月に開花した･したがって,`ヴェルン'と同時期に開花するⅢ型品種

では7月 31日,これよりも開花が遅いⅣ型品種では7月16日までに播種する

のが適当と考えられた.

`ヴェルン'などⅢ型品種の無摘心栽培では夜温13～16℃で中日～長日,

`ポトマックアップルブロツサム'などⅣ型品種では夜温16℃以上で長日条

件が必要とされる(Corr･Laughner,1998;Rogers,1992).このため,これらの品種で

は,気温が低下して日長が12時間以下となる10月以降に開花時期の品種間差

がより大きくなるものと考えられた.

試験2の8月20日播種,試験3の8月15日播種の結果からみて8月以降の播

種ではⅠ･Ⅱ型品種に切り替えることで開花時期を遅らせずに品質の優れる切

り花を収穫できると考えられた･この時期は,アメリカで品種の早晩性を切り

替える33週頃にあたる(Corr･Laughner,1998;Rogers,1992).

冬期の開花を想定した試験4における開花時期は,Ⅰ型の`メリーランドピ

ンク',Ⅱ型の`ライトピンクバタフライⅡ,,Ⅲ型の`ヴェルン,を基準と

した3つのパターンに分かれた･Ⅰ型品種の`メリーランドピンク,と`オー

クランド'では開花時草丈はいずれの播種日でも100cm以上と高かった.これ

は,冬期の切り花としては十分であり(細谷,1994;稲葉,1994),試験1の`メ

リーランドピンク'の結果ともほぼ一致した.Ⅱ型品種はこれらよりも15～20
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日遅れて開花し,開花時草丈も高くなる傾向であった.

キンギョソウは栽培温度が高いほど生育･開花が促進される(稲葉･大塚,

2002;Sanderson･Link,1967)･I,Ⅱ型品種の多くは,Ⅲ型品種とは異なり,夜温16

℃での栽培では柔らかく貧弱になるといわれる(Rogers,1992).筆者らは`メリ

ーランドピンク'(Ⅰ型)と`ライトピンクバタフライⅡ,(Ⅱ型)を供試し,

夜温16℃では夜温6℃,11℃より開花時草丈が減少することを確認している

(稲葉･大城,2003)･アメリカにおける冬期のキンギョソウ栽培では,北緯38

度より北はⅠ,Ⅱ型,南はⅡ型品種の栽培を推奨している(CoIT･Laug血叫1998;

Rogers,1992)･本研究を実施した静岡県は北緯34度前後に位置し,アメリカで

はカリフォルニア州ロサンゼルス(北緯33度),テキサス州ダラス(北緯32

度)およびジョージア州アトランタ(北緯33度)とほぼ同緯度ではあるが,

冬期の平均気温はこれらより低く推移する傾向にある(理科年表,2002).こ

のため,Ⅰ型品種であっても軟弱にならずに切り花品質が良くなるものと推察

された･しかし,日本の出荷規格は切り花長のみで区分されており,いずれの

切り花長でも小花の開花数を一定としているが(細谷,1994;稲葉,1994),アメ

リカでは出荷規格により長さ,重量および小花の開花数の基準が異なる(Roge巧,

1992)･このため,それぞれの国における出荷規格の違いも品種の選定におい

て考慮する必要がある.

稲葉･大城(2003)は,Ⅱ型品種をⅠ型品種と同時期に開花させるためには

加温開始時期を早めたり夜温を上昇させる必要があるとしているが,試験4の

結果からⅡ型品種の播種時期を早めることでⅠ型品種と同時期に開花させるこ

とが可能と考えられた･Ⅲ型品種は同一の栽培条件ではさらに到花日数が長く

なる(Corr･Laughner,1998;稲葉･堀内,2003;稲葉･大塚,2002;Rogers,1992)･Rogers

(1992)は,Ⅲ型品種においては夜温16℃と長日処理とを組み合わせることに

よる周年生産の可能性を示唆しており,今後,Ⅲ型品種について日本の暖地に

適した冬期の栽培法をさらに検討する余地がある.

春から夏に開花させる作型を想定した試験5における到花日数は,播種時期

が遅くなるほど減少し,3月17日播種ではⅢ型品種とⅣ型品種との差は小さく

なり,4月 7日播種ではⅢ型品種の`ライトピンクバタフライⅢ,ぉよび`ポ

トマックソフトイエロー,と,Ⅳ型品種の`ポトマックアップルブロツサム,
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および`ポトマックピンク'の到花日数には差がみられなくなった.このこと

から,気温が上昇し,日長が長くなるほど開花時期の品種間差が小さくなるも

のと考えられた･実際栽培を想定した場合,2月 5日～2月 25日の播種では到

花日数の短いⅠ型,Ⅱ型品種が適するが,それ以降の播種では開花時草丈が低

くなる･このため 2月 25日以降の播種ではⅢ型,Ⅳ型品種に切り替えること

が望ましいと考えられた.

これらの作型を,日本における摘心栽培と比較した場合,無摘心栽培ではそ

れぞれの開花時期に適した品種を選定することで,切り花品質を低下させずに

出荷可能な期間を長く出来る利点はあるが,育苗と定植を繰り返すことによる

栽培上の負担は増加する･筆者らは日本の暖地でのキンギョソウの無摘心栽培

において,冬期の夜温を高めたり(稲葉･大城,2003;稲葉･大塚,2002),長日

処理(稲葉･堀内;2003)を行うことにより冬期の開花が早まることを明らか

にしており,今後,労働時間や栽植密度なども含め産地での実証試験が必要で

ある.

以上,日本の暖地において,無摘心栽培で温度や日長反応の異なる品種を組

み合わせることにより,慣行の摘心栽培よりも出荷期間を拡大することが可能

であることが明らかとなった･本試験の結果を,日本の暖地での無摘心栽培に

当てはめると次の通りである.①夏から秋に開花させる作型はⅢ型あるいはⅣ

型品種を用い,Ⅲ型品種では6月中旬から7月下旬播種,Ⅳ型品種では6月中

旬から 7月中旬播種,②秋から冬に開花させる作型はⅠ型あるいはⅡ型品種を

用い,Ⅰ型,Ⅱ型品種ともに 8月中旬から10月中旬播種,③春から夏に開花

させる作型はⅠ型,Ⅱ型,Ⅲ型,Ⅳ型のいずれの品種も可能で,Ⅰ型,Ⅱ型品

種では2月播種,Ⅲ型,Ⅳ型品種では2月下旬から3月播種が適することが明

らかとなった･なお･夏から秋に開花させる作型のⅢ型品種とⅣ型品種,秋か

ら冬に開花させる作型のⅠ型品種とⅡ型品種では到花日数が異なるが,これを

同時に開花させるには到花日数の長い品種の播種時期を早めればよいと考えら

れた･これら 3つの作型を組み合わせることで,日本の暖地におけるキンギョ

ソウの周年生産の可能性が見出された.
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第6章 総合考察

日本の暖地におけるキンギョソウの切り花栽培は,摘心を行った株から 5～

7か月の聞達続して採花する摘心栽培が広く行われている.この栽培技術は戦

後まもなく暖地の無霜地帯を中心に露地の切り花栽培が始まった頃には確立し

ていたとみられ,冬期を中心に出荷されていた.1960年代よりビニルハウス等

を利用した施設栽培が少しずつ広がり,現在では,露地栽培はごく一部の地域

に限られ,施設栽培の品目として位置づけられている.

本研究は,この慣行栽培である摘心する作型においてその生育･開花特性の

解明により現地の生産性向上技術を確立するために開始した.さらに,アメリ

カ等で行われている無摘心栽培の日本の暖地における適用性を検討することに

より採花期間を拡大しようとした･以下に本研究により得られた技術を基に,

日本の暖地におけるキンギョソウ栽培の改善方向について考察した.

1.育苗方法

育苗方法については,これまで産地の慣例として行われている発芽後,仮植

し,仮植床で摘心した後に定植する作型の問題点を検討した.第2章第1節に

おいて無仮植育苗における育苗容器･育苗期間について検討し,さらに第2章

第2節,第3章第4節および第4章第4節ではそれぞれ裁植密度,採花方法お

よび夜温管理との組み合わせにより育苗方法の影響を検討した.

育苗容器と育苗期間では播種後約1か月間の苗質の違いにより,定植後の生

育,開花時期および収量といった生産性に影響を及ぼしていた.特に大きめの

育苗箱で育苗した方が,定植後の生育が順調であることが認められた.育苗期

間については深型育苗箱では35日であったものが,浅型では30日以内での定

植が必要と考えられた･産地では,今回用いた2種類の育苗箱を利用していこ

とから,定植時期は播種後25～30日と考えれば良いと思われる.この結果は

後藤(2002)のセル成型苗における結果と近いものであるが,この報告とは播

種時期が異なっていること･無摘心栽培における結果であることを考えると,

摘心栽培におけるセル成型苗の利用についてはさらに検討が必要と考えられ

る.
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第2章第2節,第3章第4節および第4章第4節においてはいずれも深型育

苗箱を使用して 30日間の育苗を行ったものを無仮植育苗区として設定した.

ここでは､無仮植育苗では第2節分枝の到花日数が慣行育苗よりも短縮すると

ともに採花本数の増加を認めている.裁植密度,採花節位および夜温管理とを

組み合わせた場合においても,無仮植育苗を行うことにより1株当りの採花本

数については処理の効果に上乗せになる傾向が認められている.

このように,無仮植育苗は,いろいろな栽培条件において,慣行育苗より第2

節分枝の到花日数が短く,1株当たりの採花本数も増加させる傾向を示すこと

が認められた･採花本数が多いほど出荷可能な本数も増加する.したがって,

キンギョソウの摘心栽培では,無仮植育苗は生産性を向上させる効果があり,

さらに仮植作業を行わないことから夏期の育苗作業の省力化も期待でき,より

実用的な栽培技術であるといえる.

2.裁植密度

育苗方法が同一である場合,栽植密度の違いによる発生位置別分枝の到花日

数には差はみられなかったことから,栽植密度以外の栽培条件が同一である場

合,栽植密度は開花時期に影響しないと考えられた.

現在の主力品種は`メリーランドピンク'と`ライトピンクバタフライⅡ,

であり(稲葉,2001),この2品種のいずれにおいても裁植密度の効果は同様の

ことが当てはまることを示した･`メリーランドピンク,(Ⅰ型)と`ライト

ピンクバタフライⅡ'(Ⅱ型)では早晩性が異なるが(稲葉･大城,2003),キ

ンギョソウの摘心栽培では冬期の採花本数確保が求められていることから(稲

葉,1994)･両品種ともに第1節以下分枝または採花後分枝の本数が多くなる6

株植えが優れていると考えられた.

また,栽植位置別の採花本数は･通路側が最も多く,定植床の中央側に向か

って減少し,この減少程度は栽植密度が高いほど大きくなった.稲葉(1994)

は,栽植密度は仕立本数との関係が深いと示唆している.米村(1990)もカー

ネーションについて同様のことを述べている･キンギョソウでは栽植密度が増

加すると列の内部における光環境が変化するため,通路側以外の列において第

1節以下分枝や採花後分枝の本数が減少するものと推察された.キンギョソウ
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と似た栽植方法をとることが多いカーネーションでは,栽植密度を光環境と関

連づけた調査事例が多く,適正な栽植株数は 37.5～ 50株/出と考えられており

(田中,1990),これは,本試験における6株植えおよび8株植えに相当する.

以上の結果から,連続して切り花を行う摘心栽培では,定植株数が増加する

と第2節分枝採花後の第1節分枝または採花後分枝の本数が減少するため,1

株当りの採花本数が減少することが明らかとなった.産地で行われている慣行

育苗と無仮植育苗のいずれにおいても,栽植密度は6株植えが適しているもの

と考えられた.

3.摘心方法

摘心時期は,第2節分枝の開花時期に影響し,第2節分枝では,8月 20日摘

心区の開花が10月 28日と最も早く,9月18日摘心区では12月13日と最も遅

くなった･福島･若澤(1989)は,播種日と摘心日が遅くなるほど開花が遅く

なることを報告しているが,本試験のように,播種目を7月15日として第2

節での摘心日を変えることによっても,第2節分枝の開花日に影響を及ぼすこ

とが明らかとなった･しかし,第1節分枝と子葉節分枝における開花日は,い

ずれの摘心時期でも2月下旬～3月中旬となったが,8月20日摘心区でのみ採

花後分枝が1月に開花した･したがって,8月20日摘心により採花後分枝を利

用すれば1～2月の採花本数がやや増加する可能性がある.第1節分枝と子葉

節分枝では,いずれの摘心時期においてもほぼ同時期に開花するために,慣行

の栽培時期における摘心時期は冬期の開花調節技術とはなりにくいものと考え

られた･このため,摘心時期は年内の第2節分枝の開花調節技術としてのみ利

用することが望ましいと考えられた.

摘心節位を変えた場合,開花開始～12月までに開花したのは,無摘心区で

は頂花と第2節分枝,第2節摘心区では第2節分枝,第4節摘心区では第4節

分枝,第3節分枝および第2節分枝,第6節摘心区では第6節分枝,第5節分

枝,第4節分枝,第3節分枝および第2節分枝であり,いずれの処理区におい

ても第1節分枝,子葉節分枝および採花後分枝の大部分は2月以降に開花した.

このように,キンギョソウの摘心栽培における分枝の開花時期は第2節以上と

第1節以下において明確に分かれた.したがって,摘心節位を高めることによ

ー90_



る増収効果は12月までに限られることが明らかとなった.実際栽培に近い地

床栽培の`ライトピンクバタフライⅡ'と`ホワイトバタフライⅡ,において

もおおむね同様の傾向が認められたが,切り花品質はやや低下した.高節位摘

心では,摘心後,12月までの採花本数を増加させる効果があると考えられる.

産地で行われている摘心方法である第2節摘心(対照),第1節摘心(1回

摘心),1回半摘心,2回摘心を比較すると,`初春'の採花本数は,第2節

摘心と第1節摘心では11月と 2月,1回半摘心では12月と2月,2回摘心で

は12月,1月および2月に多かった.`ライトピンクバタフライⅡ,の採花本

数は,第2節摘心では11月と 3月,第1節摘心では12月,1回半摘心では12

月,1月および3月,2回摘心では 3月に多かった.`ヴェルン,の採花本数

は,第2節摘心では12月,第1節摘心では1月と 2月,1回半摘心と2回摘

心では2月と 3月に多かった.この結果からみると,1回半摘心や2回摘心を

行うことで1～3月にある程度開花させることも可能と思われる.しかし,産

地の1回半摘心と2回摘心では株の受光態勢等を考慮して栽植密度を減らして

いるため1Ⅰぜ当たりの採花本数では,第2節摘心,第1節摘心,1回半摘心お

よび2回摘心の順に減少していった･このように,摘心回数を増やしても必ず

しも増収にはつながらず,対照の第2節摘心が望ましいと考えられた.

4.採花方法

採花節位が高くなると,採花後分枝の到花日数が短縮する傾向が認められ,1

株当り採花本数も増加した･調査時の観察においても,第2節分枝の採花時に

残された節数が多いほど,その上位節位からの分枝の発生が多くなる傾向を示

していた.

産地においても,採花節位が高くなると高い位置の芽が先に伸長して短い切

り花になることが認められている(細谷,1994).第4章第4節でも,採花節位

の違いが採花後分枝の開花時期に影響し,高節位で採花する方が採花後分枝の

到花日数が短縮する傾向を示している.産地では採花節位が特定されているわ

けではないため,仮に3節より高い位置で採花した場合には,さらに採花後分

枝の発生が促されて到花日数が短縮する可能性もある.

試験に供試した`メリーランドピンク,と`ライトピンクバタフライⅡ,は,

ー91-



それぞれに分枝性が異なり,●メリーランドピンクtでは高夜温(稲葉･堀内,

2003;稲葉･大城,2004)や長日処理(稲葉･堀内,2004)で採花本数が増加しに

くく,`ライトピンクバタフライⅡ'は高夜温(稲葉･堀内,2003;稲葉･大城,

2004)や長日処理(稲葉･堀内,2004)による採花本数の増加は認められるもの

の,一番花の切り花長が他の品種より短いという特性がある.この`ライトピ

ンクバタフライⅡ'の3節採花では採花後分枝に花飛びの発生が観察されてい

る.`ライトピンクバタフライⅡ'では上位節位の芽ほど短い切り花になると

いわれている(細谷,1994).このため,品種により適した採花位置を設定する

ことが,実際栽培においては重要であると判断される.実際栽培では,これ以

外の品種の栽培も多いことから,この技術を産地で適用するためには品種毎の

分枝性や切り花長の違いを考慮する必要があると考えられる.

以上の結果から,第2節分枝の採花節位は,第2節分枝の切り花長,第1節

以下分枝の到花日数と採花本数,採花後分枝の到花日数と採花本数などに影響

を及ぼすことが明らかとなった.しかし,3節採花では第2節分枝の切り花長

を減少させることがあるため,品種特性を考慮して採花位置の設定を行う必要

がある･本試験の結果からそれぞれの品種に適する採花位置は,`メリーラン

ドピンク'では3節,`ライトピンクバタフライⅡ'では2節であると考えら

れた.

5.夜温管理と長日処理

キンギョソウは温度･日長反応により4つのグループ(Ⅰ～Ⅳ型)に分類さ

れ(Corr･Laughner,1998;Rogers,1992),それぞれに適する夜温は異なる.無摘心栽

培では生育適温は生育ステージによって異なる(鳩山er,1962)といわれるが,

据え置き株を数か月にわたり採花し続ける摘心栽培においては,常に生育ステ

ージの異なる枝が存在することから,栽培時期による温度の変更は困難であり,

冬期間の好適な夜温を選定する必要がある.本研究の結果,産地で栽培されて

いる一初春■(Ⅰ型)では6～11℃,`ライトピンクバタフライⅡ,(Ⅱ型)では11

℃,-ヴェルン●(Ⅲ型)では16℃が適していることが明らかとなり,産地の生

産性向上に寄与することが出来た･`ライトピンクバタフライⅡ,では,長日

処理と組み合わせることにより,採花本数の増加が期待できることが明らかと
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なった･これらの結果を踏まえて,冬期の夜温管理技術を明らかにするために,

無摘心栽培(第4章第3節)と摘心栽培(第4章第4節)における時期別の夜

温設定の違いが開花時期や収量に及ぼす影響を検討した.無摘心栽培では`メ

リーランドピンク'は加温開始時期と夜温設定とを組み合わせることによって

開花調節が可能であるが,切り花品質をみると11月中旬からの夜温11℃が適

していた.一方,Ⅱ型品種の`ライトピンクバタフライⅡ,では夜温設定での

み開花調節が可能であり,11月中旬から夜温16℃で栽培することで,`メリー

ランドピンク'の夜温11℃とおおむね同時期に開花するが,開花時草丈がや

や減少することが明らかとなった.摘心栽培においては`メリーランドピンク,

は11月中旬からの夜温11℃が適しており,`ライトピンクバタフライⅡ,は11

月中旬から夜温11℃以上で加温を開始し,第2節分枝の開花が終了する12月

中旬以降に夜温16℃とすることで採花本数は増加するが,切り花長は減少す

ることが明らかとなった･ただし,`メリーランドピンク'は夜温等による採

花本数の増加は認められず,`ライトピンクバタフライⅡ,では高夜温による

採花本数の増加が確認された.

このような結果を踏まえ,産地の冬期夜温管理について次のように考察した.

産地では,Ⅰ･Ⅱ型品種が混植されている事例が多く(稲葉,1994;細谷,1994),

さらに第5章において日本で育成されている品種もこれらとおおむね同様の生

育特性を示していることが明らかとなったことから,共通する温度管理が望ま

しい･したがって,第4章の結果からみて,夜温11℃での管理を基本とする

必要がある･ただし,`ライトピンクバタフライⅡ'に近い特性のⅡ型品種の

栽培にあたっては夜温16℃での管理や,長日処理等を組み合わせることによ

り採花本数の増加が期待される.この場合,切り花長に影響があるため産地の

出荷基準を考慮して夜温を設定する必要がある.

6.無摘心栽培による新作型開発

日本におけるキンギョソウの無摘心栽培は,北海道などの高冷地における春

から夏にかけての一部の作型に用いられているにすぎない.第5章第1節の試

験1の結果おいて,播種時期別の到花日数の推移について明らかにし,日本の

静岡県(北緯34℃)とアメリカのミズーリ州(北緯38℃)(鮎gers,1992)とで
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おおむね同様の傾向を示すことが認められた.早晩性の異なる品種について同

時に栽培した場合には,いずれの播種時期においてもⅠ型の`メリーランドピ

ンク'の到花日数は,Ⅲ型の`ヴェルン'よりも常に短かった.

一方,日本で育成された品種はⅠ～Ⅳ型の分類には当てはめられていないが,

第5章第1節の試験 2の結果から,供試した16品種はⅠ型またはⅡ型に近い

生育特性をもつものと考えられた.これらの中には,従来から主力品種として

栽培されてきた`初春'や`雪姫'(稲葉,19叫 細谷,1994)も含まれており,

日本ではこれ以外の早晩性の品種の栽培は確認されていない.すなわち,戦後

の日本の暖地の栽培では冬期の出荷を目的に栽培が行われており(稲葉,1994,

2001),冬期に開花しにくいⅢ･Ⅳ型に相当する品種は導入されなかったと考

えられる･このため,産地では海外から導入された品種の早晩性に対する認識

が低く,`ヴェルン'などⅢ型品種が誤って栽培される事例もあった(細谷,

1994).

今後,出荷時期を拡大するためには気温が上昇する時期においても品質低下

しにくい品種の栽培が望ましい･しかし,摘心栽培では据え置き株による栽培

であるために品種の切り替えは不可能であることから,日本における無摘心栽

培の有効性を明らかにする必要がある.そこで,第5章第1節の試験3,試験4

および試験5において無摘心栽培における作型開発を試みた.

第一に,夏から秋までに開花させる作型においては,高温,長日条件下での

栽培であり,Ⅰ,Ⅱ型品種では切り花長が短いため,Ⅲ,Ⅳ型品種が適すると

判断された･この作型では開花時期および到花日数で7月16日以降の播種に

おいて品種間差が大きく,Ⅲ型品種では 7月 31日,これよりも開花が遅いⅣ

型品種では7月16日までに播種するのが適当と考えられた.

第二に,冬期の開花を想定した作型では,Ⅰ型の`メリーランドピンク,,

Ⅱ型の`ライトピンクバタフライⅡ',Ⅲ型の`ヴェルン,を基準とした3つ

のパターンに分かれた･第5章第1節の試験1の結果からも明らかなように,

この時期はキンギョソウの到花日数が年間で最も多い時期である.アメリカに

おける冬期のキンギョソウ栽培では,北緯38度より北はⅠ,Ⅱ型,南はⅡ型

品種の栽培を推奨している(CoⅢ･･L仙g血er,1998;Roge柑,1992).本研究を実施した

静岡県は北緯34度前後に位置し,アメリカではカリフォルニア州ロサンゼル
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ス(北緯 33度),テキサス州ダラス(北緯 32度)およびジョージア州アトラ

ンタ(北緯 33度)とほぼ同緯度ではあるが,冬期の平均気温はこれらより低

く推移する傾向にある(理科年表,2002).このため,Ⅰ型品種であっても軟

弱にならずに切り花品質が良くなるものと推察された.しかし,日本とアメリ

カとでは出荷規格が異なっており(細谷,1994;稲葉,1994;Rogers,1992),品種の選

定において考慮する必要がある.

経営的にみると,計画的に出荷をするための品種構成を行うことが重要であ

る.第4章第3節において,加温開始時期を早めたり夜温を上昇させることで

Ⅱ型品種をⅠ型品種と同時期に開花させることが可能であることを示したが,

第5章第1節試験4の結果からⅡ型品種の播種時期を早めることでもⅠ型品種

と同時期に開花させることが可能と考えられた.Rogers(1992)は,Ⅲ型品種に

おいては夜温16℃と長日処理とを組み合わせることによる周年生産の可能性

を示唆しており,今後,･Ⅲ型品種について日本の暖地に適した冬期の栽培法を

さらに検討する余地がある.

第三に,春から夏に開花させる作型では,播種時期が遅くなるほど到花日数

が減少し,3月17日播種ではⅢ型品種とⅣ型品種との差は小さくなった.この

ことから,気温が上昇し,日長が長くなるほど開花時期の品種間差が小さくな

るものと考えられた･実際栽培を想定した場合,2月 5日から2月 25日の播種

では到花日数の短いⅠ型,Ⅱ型品種が適するが,それ以降の播種では開花時草

丈が低くなる･このため2月 25日以降の播種ではⅢ型,Ⅳ型品種に切り替え

ることが望ましいと考えられた.

7･日本の暖地におけるキンギョソウの栽培技術の改善方向と作型

摘心栽培の慣行作型は7月に播種し,発芽後仮植して8月下旬～9月上旬の

摘心後に定植する(細谷,1994;稲葉,1994)･本研究の結果得られた栽培技術を,

この摘心栽培に当てはめたのが表6-1である.育苗方法では日本国内の大部

分の産地は自家育苗であり,苗を購入する産地は少ない.無仮植育苗を導入す

ることにより夏期の育苗を省力化することが出来る.これにより摘心後の移植

も必要なくなるため,摘心時期との組み合わせにより年内に開花する第2節分

枝の開花時期の調節を行うことが出来る.摘心節位,摘心回数についてはなる
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べく作業の省力化を図るために第2節で1回のみ行うことが望ましいと考えら

れる･冬期夜温管理についてはⅠ･Ⅱ型品種を同時に栽培する場合には夜温11

℃であるが,Ⅱ型品種中心の栽培にあたっては12月中旬以降の夜温16℃や長

日処理の組み合わせが可能である.この場合,暖房の開始時期は夜温の低下を

考慮して11月中旬から準備していく必要がある.これらを組み合わせること

で摘心栽培における改善の方向性が見出された.

表6-1 キンギョソウの摘心栽培における栽培技術の改善方向

項目 慣行 無仮植育苗を利用した栽培改善

品種来歴

代表品種

育苗

仮植

摘心時期

摘心方法

定植

栽植密度

加温開始時期

加温温度

長日処理

採花節位

収穫期間

1株当たり採花本数

日本産品種

`初春',`雪姫'

7月下旬

8月上旬

9月上旬

第2節,第1節,

1回半摘心,2回摘心

9月(摘心後)

4～8株

12月下

6℃以下

自然

未検討

5か月

3～4本

Ⅰ･Ⅱ型品種

`メリーランドピンク'

7月下旬

無

8月下旬～9月下旬

第2節

8～9月(摘心前)

6株

11月中～

11℃

諾
朋
瑚

Ⅱ型品種

`ライトピンクバタフライⅡ,

←

←

←

←

←

←

開始時11℃以上

12月中旬以降16℃

16時間日長

2節

6～7本

次に,無摘心栽培おいては,第5章で開発した3つの作型が利用できる.こ

れを摘心栽培と比較したものが図6-1である.摘心栽培と比較して,無摘心

栽培ではそれぞれの開花時期に適した品種を選定し,播種,定植および採花を

繰り返すことで,9月から 6月までの長期間にわたり,切り花品質を低下させ

ずに採花を継続することが可能である.このことにより,日本におけるキンギ

ョ ソウの周年生産の可能性を見出すことが出来た.

本研究の結果,日本の暖地におけるキンギョソウの摘心栽培と無摘心栽培に

よる栽培技術を組み立てることが出来た･摘心栽培では育苗方法,栽植密度,

摘心方法,採花方法,夜温および日長管理技術を見直すことにより開花促進や

採花本数を増加させることが可能であることが明らかとなった.一方,無摘心

栽培では播種時期ごとに適した品種を組み合わせた作型を繰り返すことで,日

本ではこれまでに例のないキンギョソウの周年生産体系を見出すことができ
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た･本研究で確立した栽培技術は,日本の暖地におけるキンギョソウ栽培にお

いて,さらなる生産性向上に寄与できるものと考察した.

月旬 61 7 1 81 9110111112111 1 31 4 1 51 6 1 7
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第7章 摘 要

本研究は,日本の暖地におけるキンギョ ソウの切り花栽培の改善と新作型開

発を目的として,育苗方法,栽植密度,摘心方法,採花方法,冬期夜温管理,

長日処理,無摘心栽培による新作型の検討を行ったものである.

1 自家育苗における育苗容器･育苗期間と生育開花

キンギョ ソウ`メリーランドピンク'と`ライトピンクバタフライⅡ'を供

試し,7月播種,9月摘心の作型において,育苗容器(探型,浅型)と育苗期

間(25,30,35 日)とを組み合わせた6処理に慣行栽培区を加えた7処理区を

設定した.育苗容器は深い方が定植後の生育が良く,採花本数も多かった.育

苗期間が長い 35 日では,摘心時点での草丈と節数が減少するとともに,第2

節分枝の到花日数が増加し,第1節以下分枝の採花本数が減少した.無仮植育

苗は慣行育苗よりも第2節分枝の開花が早く,1株当たり採花本数も多かった.

したがってキンギョ ソウの無仮植育苗では,いずれの育苗箱においても播種後

30日以内に定植することが望ましいと考えられた.

2 摘心栽培における栽植密度の違いと生育開花

キンギョ ソウを 7月下旬に播種し,9月上旬に摘心する作型において,栽植

密度と育苗方法が開花,切り花収量および切り花品質に及ぼす影響を調査した.

試験1では`メリーランドピンク'と`ライトピンクバタフライⅡ'を仮植床

で摘心する慣行育苗を行い,1列に4 株,6 株,8 株植えとして定植した.1

株当たりの採花本数は栽植密度が増加すると減少した.しかし,1Ⅰぜ当たりで

は,4 株植えは6株植えや8株植えよりも採花本数が有意に少なかった.発生

位置別分枝の到花日数や切り花品質には栽植密度の影響はみられなかった.試

験2では`メリーランドピンク'を無仮植育苗し,4 株,6 株,8 株植えで比

較した.対照として慣行育苗の6株植えを設けた.栽植密度の影響は試験1に

おける`メリーランドピンク'とおおむね同様の傾向を示した.無仮植育苗は

慣行育苗よりも第2 節分枝の開花が早くなり,株当り採花本数も増加したこと

から,無仮植育苗は慣行育苗よりも生産性が高いことが示唆された.
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3 摘心方法と開花特性

キンギョソウの開花特性に及ぼす摘心時期,摘心節位及び摘心回数の影響に

ついて,`ライトピンクバタフライⅡ',`初春'ぉよび`ヴェルン,を用いて

検討した.

`ライトピンクバタフライⅡ'において,第2節分枝の開花日は摘心日が遅

くなるほど遅れる傾向を示し,8月20日摘心が10月28日と最も早く,9月18

日摘心と12月13日摘心が最も遅かった.第1節分枝,子葉節分枝の開花は2

～3月となった･採花後分枝の開花は,8月 20日摘心では1月となったが,

それ以降の摘心では3月となった.開花開始～12月の採花本数は,8月 20日

摘心が最も多く,それ以降の摘心では減少したが,総採花本数には摘心日によ

る差はみられなかった.

`ライトピンクバタフライⅡ,ぉよび`ホワイトバタフライⅡ,において,

摘心節位が第2節よりも高くなると,上位節位から順次開花し,開花開始～12

月の採花本数が増加したが,1～3月の採花本数には差はみられなかった.

摘心回数との関係については,`初春'の採花本数は,第2節摘心と第1節

摘心では11月と2月,1回半摘心では12月と2月,2回摘心では12月,1月,

2月に多かった･`ライトピンクバタフライⅡ'の採花本数は,第2節摘心で

は11月と3月,第1節摘心では12月,1回半摘心では12月,1月,3月,2

回摘心は3月に多かった･`ヴェルン,の採花本数は,第2節摘心では12月,

第1節摘心では1月と2月,1回半摘心と2回摘心では2月と3月に多かった.

また,いずれの品種も,1Ⅲゼ当たりの採花本数では,1回半摘心と2回摘心で

は,第2節摘心または第1節摘心より少なかった.

4 採花方法と開花特性

7月下旬に播種し,9月上旬に摘心するキンギョソウの作型において,育苗

方法と採花位置の違いが開花,切り花収量および切り花品質に及ぼす影響を調

査した･`メリーランドピンク,と`ライトピンクバタフライⅡ,を供試して,

無仮植育苗と慣行育苗に,それぞれ第2節分枝の採花位置を分枝位置から1臥

2節および3節とする3処理を組み合わせて検討した.無仮植育苗により第2

節分枝の到花日数が短縮するとともに採花本数が増加した.第2節分枝の採花
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節位により,第 2節分枝の切り花長,第1節以下分枝の到花日数と採花本数,

採花後分枝の到花日数と採花本数などが影響を受けることが明らかとなった.

それぞれの品種に適する採花位置と して,`メリーランドピンク'では 3節,

`ライトピンクバタフライⅡ'では2節であることが示唆された.

5 冬期夜温がキンギョソウの開花に及ぼす影響

冬期の夜温がキンギョ ソウの開花特性に及ぼす影響を明らかにするために,

摘心栽培および無摘心栽培で検討した.摘心栽培においては,夜温が高いほど

`初春'と`ライトピンクバタフライⅡ'は第1節以下分枝,`ヴェルン】で

は第2節分枝の開花が早まった.採花本数は`初春'と`ヴェルン'は夜温16

℃で最も多く なり,`ライトピンクバタフライⅡ'の採花本数には夜温の影響

がみられなかった.無摘心栽培の`ライトピンクバタフライ Ⅱ'では,夜温が

高いほど開花が促進された.供試品種に好適な冬期の夜温は,`初春'では 6

～11℃,`ライトピンクバタフライⅡ'では11℃,`ヴェルン'では16℃と

考えられた.

6 冬期の夜温と長日処理がキンギョソウの開花に及ぼす影響

`メリーランドピンク',`ライトピンクバタフライⅡ'ぉよび`ヴェルン,

の 3品種を冬期の夜温(6℃,11℃),日長(自然日長,16時間日長)の組み合

わせで摘心栽培および無摘心栽培を行った.摘心栽培においては夜温が高いと

開花が早くなったが,長日による開花促進は認められなかった.採花本数は`ラ

イトピンクバタフライⅡ'では夜温11℃と長日処理の組み合わせで最多とな

ったが,`メリーランドピンク'と`ヴェルン'では処理による差はみられな

かった.切り花品質および切り花長には長日処理の影響はみられなかった.無

摘心栽培においては夜温が高いと定植～発らいおよび発らい～開花の両期間を

短縮したが,長日処理は発らいまでの期間のみを短縮した.長日処理により供

試品種の節数が減少したが,`ライトピンクバタフライⅡ'では夜温が高いこ

とでも節数が減少した.

7 無摘心栽培における加温開始時期と夜温設定
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キンギョ ソウ品種`メリーランドピンク'と`ライトピンクバタフライ Ⅱ'

を10月に播種し,定植後から加温開始時期と夜温を組み合わせて栽培した.`メ

リーランドピンク'では同一夜温において加温開始を早めることで開花が早く

なった.切り花品質からみて,`メリーランドピンク'では11月中旬からの夜

温11℃が適していた.`ライトピンクバタフライ Ⅱ'では11月中旬から加温

を開始して,夜温を16℃とすることで開花が早くなった.いずれの品種も夜

温が高いほど開花が早く なった.`メリーランドピンク',`ライト ピンクバタ

フライ Ⅱ'ともに夜温が低いほど開花時の草丈が高く なった.

8 摘心栽培における育苗方法と冬期夜温設定

`メリーランドピンク'ぉよび`ライトピンクバタフライⅡ'の 2品種を育

苗方法と夜温とを組み合わせて摘心栽培したた.育苗方法では,いずれの品種

も無仮植で育苗,摘心は定植後に行うことで第 2節分枝の開花が早くなるとと

もに採花本数が増加した.夜温は,`メリーランドピンク'では11月中旬から

の夜温11℃が適していた.`ライトピンクバタフライⅡ'では,11月中旬から

夜温を11℃以上,12月中旬からは16℃とすることで採花本数は増加したが,

切り花長は減少した.

9 無摘心栽培によるキンギョソウの新作型開発の可能性

キンギョ ソウの品種特性を基に,日本の暖地における無摘心栽培での新作型

について検討した.1年間にわたり毎月播種を行い,開花時期を比較した.到

花目数は10月播種が最も長く,6月播種で最も短くなった.草丈は6月播種が

最も低く,9月播種で最も高くなった.日本で育成された品種の多くは,Ⅰ型

またはⅡ型に属するものと考えられた.無摘心栽培で夏から秋に開花させる作

型では,Ⅲ型品種の播種適期は6月中旬から 7月下旬,Ⅳ型品種の場合は6月

中旬から 7月中旬と考えられた.秋から冬に開花させる作型では,Ⅰ型,Ⅱ型

品種とも 8月中旬から10月中旬が播種適期と考えられた.春から夏に開花さ

せる作型ではⅠ型,Ⅱ型品種の播種適期は 2月で,Ⅲ型,Ⅳ型品種の場合は 2

月下旬から 3月と考えられた.これら 3つの作型により,キンギョソウの周年

生産の可能性が見出された.
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Summary

Thisstudywascamiedouttoimprovepinchingcultivationforsnapdragons(AntirrhinummqhiS

L.)onthebasisofnursingmethodofseedlings,Plantingdensity,Pinchtreatment,harveStnOdal

POSition ofcutflowers,Winter night temperature andlong day treatment.In addition,a neW

CrOPPlng SyStemforthe warmtemPerature ZOneinJapan was developedbasedontheflowerlng

responseofsnapdragonsinthenon-Pinchingcultivation･

l E飽ctsofseedlingcontainersizeandnurslngPeriodonthegrow血,nOWenng,andyieldof

Cutflowersinsnapdragons.

Thee飴ctofnursingcontainers(deeptypeorshallowtype)and nursingperiod(25,300r35

days)onthegrowthandfloweringofsnapdragoncultivars`MarylandPink'and`LightPink

ButterflyII'wereinvestlgated･SnapdragonswereseededinJulyandpinchedinSeptember･

E飽ctofconventionalmethod(withtemporaryplanting)forraising seedlingswas comparedwith

them.Thegrowthofplantsandsubsequentyieldsofcutflowersraisedinthedeepcontainerwas

betterthanthose raisedin the shallow container･For seedlings raised after35days nurslng,

resultingplantheightandnodenumberdecreasedbypinching,daysfrompinchingtoflowenngof

the second node shootsincreased･Theflowenng ofthe second node shootsin plantS Without

temporaryplantlngWaS muChearlierthanthatbythe conventionalmethod,andthe yield ofcut

flowersin theformer was greaterthanthatin thelatter.In snapdragon cultivation without

temporary plantlng,Seedlings shouldbe raised within30days regardless ofthe size ofnurslng

COntalnerS.

2 E晩ctsofplantingdensityandmethodsofraisingseedlingsonflowering,yieldandqualityof

Cutflowersinsnapdragons.

E飴ctsofplantingdensityandraisingseedlingmethodonthenowering,yieldandqualityof

SnaPdragons wereinvestlgated･PlantS Were SOWninJulyand pinchedin September･In

experimentl,`MarylandPink,and`LightPinkButterflyII,werepinchedatthetemporary
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Planting stagefo1lowedbyplanting atadensityof4,60r8plantSPerrOW.Theyieldofcut

flowersperplantdecreasedwithanincreaseinplantingdensity.However,theyieldofcutflowers

PerSquaremeterWaS Slgnificantlylessin4plantsperrowthanin6and8plantSPerrOW.The

numberofdays丘ompinchingtofloweringandcutflowerqualitywerenota飴ctedbytheplanting

denslty･Inexperiment2,`MaqlandPink'wasnon-temPOrari1yplantedwiththesamedensity

asinexperimentlorplantedaRertemporaryplantlngaSaCOnVentionalmethodwith6plantSPer

row･E飴ctof plantlngdensltylnnOn-temPOraryPlantlngWaSSimilartothatof-MarylandPink-

in experimentl.neflowenng ofthe pnmary shoots on the second node was earlierin

non-temPOraryPlantlngthanintheconventionalmethod,andtheyieldofcutflowerswasgreaterin

theformerthaninthelatter･The results show thatthe productivlty WaS higherin raislng

Seedlingswithouttemporaryplantlngthanintheconventionalmethod.

3 Thee飴ctofpinchtreatmentontheflowenngresponseinsnapdragons.

In orderto clearifythe e脆ct ofpinching ontheflowering response ofsnapdragons,date,

POSitionandfrequencyofpinchingwereevaluated.

Inthecaseofpinchingofthemainshootatthesecondnodeof`LightPinkbutterflyII,,the

laterthepinchingdatebecame,thelongertimetheflowenngofpnmaryshootsfromthe
second

nodeneeded･Floweringperiodsofprimaryshootsfromthefirstnodeandcoty1edonnodewere

nota晩ctedwiththelatetimepinching,Staylng丘omFebruarytOMarch.

Inthecasesof'LightPinkButterflyII'and`WhiteButterflyII,,Whenthepinchingof

mainshootwasperformedatthethirdorhighernode,flowenngstartedfromthepnmaryshooton

thehighestnode･ThepinchingathighernodepositionincreasedtheyieldofflowerlngShootat

theearlystageofcultivation,i･e･SeptembertoDecember,though,thequalityoftheharveSt

lowbecauseofshortshootlengthandthinflowenng･Noslgni丘cantincreaseoftheyieldwas

Observedatthelatestage]fromJanuarytOMarch.

E飴ctofpinchingpositionandfrequency ontheyieldofflowenng shootsofthree cultivars

WereeXamined･Whenpinchingatthesecondnode(p2nd),atthe丘rstnode(pIst),Oneanda

halfpinch(l-1/2p),anddouble-Pinch(2p)trea血entswereapplied,yieldsoffloweringshoots

-103-



Of`Hatsuharu'wereabundantinNovemberandFebruary(p2nd),NovemberandFebruary

(pIst),Decemberand February(l-1/2p),and December,Januaryand February(2p),

respectively･ThesamePinchingtreatmentin'LightPinkButterflyII'gaveal)undantyieldsin

NovemberandMarch(p2nd),December(pIst),December,JanuaryandMarch(1-1/2p),and

March(2p),reSPeCtively･In'verun',abundantyieldswereobtainedinDecember(p2nd),

JanuaryandFebruary(pIst),FebruaryandMarch(l-1/2p),andFebruaryandMarch(2p),

respectively･Yieldofflowenngshootspersquaremeterwassmallerinoneandahalfpinchor

double-Pinchtreatmentsthaninpinchingatthesecondnodeorpinchingatnrstnode.

4 E脆ctsofthemethodsofralSlngSeedlingsandharveStPOSitionsontheflowenng,yieldand

qualityofcutflowersinsnapdragons.

E脆ctsofralSlngSeedlingmethodandharveStPOSitionontheflowenng,yieldandqualityof

Cutflowersof`MarylandPink'and'LightPinkButterflyII,wereinvestlgated.Seedswere

SOWninJulyandseedlingswereplantedwithouttemporaryplantlngOrPlantedaftertemporary

PlantlngaSaCOnVentionalmethod･TheplantSWerePinchedin September･Inbothplantlng

SyStemS,Pnmary Shootsgeneratedfrom secondnodewereharveSted abovethefirst,SeCOndor

thirdnodefromthebranchposition･Theflowenngofthepnmaryshootsonthe secondnode

WaS earlierin non-temPOrary Plantlng thaninthe conventionalmethod,and the yield ofcut

flowerswasgreaterintheformerthaninthelatter･Days tofloweringofprimaryshoots

underthe丘rstnode andsecondaryshootafterthefirstharvestwereaffbctedbythe

harveStPOSitionofthepnmaryshoot･rmereSultsshowthatthesuitableharveStPOSitionsofthe

PnmaryShootonthesecondnodewereabovethethirdnodeandthesecondnodefor'Maryland

Pink'and`LightPinkButterflyII',reSPeCtively.

5 E脆cts ofwinternighttemperatureontheflowering,yieldsandqualityofcutflowersin

SnaPdragon.

E飴ctsofwinternighttemperatureontheflowenngresponseofsnapdragonsinpinchingand

non-Pinchingcultivationwereinvestlgated･Inpinchingcultivation,aSthenighttemperaturewas
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increased,flowenngwasacceleratedintheshoots,generatedunderthefirstnodeof`Hatsuharu,

and`LightPinkButterflyII,,andinthoseonthesecondnodeof`verun,,reSPeCtively･

Yields ofcutflowersin`Hatsuharu'and'verun,werethelargest at16℃ night

temperature,however`LightPinkButterflyII,wasnota脆ctedbydiffbrentnighttemperatures.

Innon-Pinchingcultivationof`LightpinkbutterflyII,,aSthenighttemperaturewasincreased,

flowerlng WaS aCCelerated･Suitable nighttemperaturesin winterfor cutflowerproduction of

SnaPdragonsweresuggestedtobe6toll℃,11℃and16℃ for`Hatsuharu,,`LightPink

ButterflyII'and`verun,,reSPeCtively･

6 E晩ctsofnighttemperatureanddaylengthinwinteronnowenng,yieldsandqualityofcut

nowersinsnapdragons.

`MarylandPink,,`LightPinkButterflyII,and'veme,werecultivatedwithorwithout

Pinchingunder2nighttemperature(6℃,11℃)regimosand2photoperiodics(Naturalday,

16-h)conditionsinwinter･Inthepinchingcultivation,floweringwasacceleratedatthehigher

nighttemperature(11℃),butnotacceleratedbylongdaytreatment.Yieldsofc｡tfl｡We,S｡f

`LightPinkButterflyII'werethelargestincombinationofll℃
nighttemperatureandlong

daytreatment,butthoseof`MarylandPink,and`verne,werenota飴ctedbynight

temperatureandlong daytreatment･Cutflowerqualitywas notalso a銑cted bylong day

treatment･Inthenon-Pinchingcultivation,Wholegrowthperiodwasshortenedbythehighnight

temperature,butonlytheflowerdevelopmentwasacceleratedbylongdaytreatment.Thenumber

Ofnodeswasdecreasedbythelongdaytreatment･In`LightPinkButterflyII,,thenumberof

nodesdecreasedevenathighnighttemperature.

7 E飴ctsofheatingtimeandnighttemperatureinwinteronthefloweringandqualityofcut

nowersinSnapdragons.

Flowenngof`MarylandPink,wasacceleratedbyearlierstartlngOfheatlngeVenatthesame

nighttemperature･Cutflowerqualityof`Maryland Pink,wasthe bestatll℃ night

temperaturestartedfromthemiddleofNovember･Flowenngof`LightPinkButterflyII,was
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acceleratedat16℃ nighttemperaturestartedfromthemiddleofNovember･Flowenngofboth

Cultivarswas acceleratedathighernighttemperaturebyheatlng･Plantheightof'Maryland

Pink,and'LightPinkButterflyII,werehigherwhengrownatlowtemperature.

8 E飴ctsofthemethodofraislngSeedlingsandwinternighttemperature
ontheflowenng,

yieldsandqualityofcutflowersinsnapdragons.

`MarylandPink'and`LightPinkButterflyII,seedlingswereraisedbytwomethodsand

CultivatedinfournighttemperaturereglmeSWithpinching･Flowenngofthesecondnodeshoots

WaSearlier,andtheyieldofcutflowerswasincreasedintheseedlingsraisedwithouttemporary

Plantlnginbothcultivars.

11℃ mighttemperaturestarted丘omthemiddleofNoverhberwassuggestedtobesuitablefbrcutflower

PrOducdonof`MarylandPihk'･Thelargestyieldofcutflowersof`LightPinkButterflyII,was

Obtained whenthe plantS Were grOWn atll℃ nighttemperature startedfromthe middle of

Novemberandraisedto16℃ fromthemiddleofDecember.Butunderthese
conditi｡nSthe

Stemlengthof`LightPinkButterflyII'wasshorterthanatll℃ temperature.

9 Developmentofanewyear-rOundcropplngSyStemforsnapdragonsbasedontheflowenng

reSPOnSe･

AnewcropplngSyStemforwarmclimatezonesinJapanWaSdevelopedonthebasisofthe

flowenngresponseofsnapdragonsinthenon-Pinchingcultivation･Thenumberofdaysfromseed

SOWlngtOflowenngwaslargestwhensowninOctoberandsmallestinJunesowlngWhensownin

June･¶1e
Plantheight

was shortest when seeds were sowninJune whereasitwas ta11estin

Septembersowlng･ThecultivarsbredinJapanseemedtobelongtoGroupIorGroupII･Ina

new cropplng SyStemforcutflowerproductionfrom summerto autumn,Seeds ofGroupIII

CultivarsandGroupⅣ onesshouldbesowninmid-JunetotheendofJulyandmid-Juneto

mid-July,reSPeCtively･ForharveStfromautumntowinter,SeedsofGroupIorIIcultivarsare

SOWnfrommid-Augusttomid-October･ToharveStCutflowers鮎mspnngtosummer,GroupI

andIIareseededinFebruaryOrSeedsofGroupIIIandⅣcultivarsaresown丘omtheendof
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FebruarytO March･Thus,this cropplng SyStem makes production ofcut snapdragonflowers

POSSiblethroughouttheyear.
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